




























































































重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 事 業

と 地 域 と

の 連 携 し

た 取 り 組

み の 検

討・実施 

地域と合同

避難訓練の

実施 

①運営推進委員や

近隣住民、消防

団と避難訓練の

情報共有や連携

について相談 

ｱ）福祉村合同避難訓練参加（8 月） 

△ 

地 域 ニ ー

ズ、施設の

取り組みを

話し合う機

会として運

営推進会議

を活用 

①運営推進会議に

て施設の取り組

みについて説明

実施 

(運営推進会議

2 か月に 1 回 

奇数月に開催） 

ｱ）施設の取り組み説明実施 

・入所について（7 月） 

・デイサービスについて（9 月） 

・一体的支援プログラム（11 月） 

・ショートステイについて（1 月） 

・居宅について（3 月） 

◎ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
2 件 27 件 11 件 件 1 件 4 件 13 件 9 件 67 件 2 件 

※その他：食事発注ミス 1 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒、滑落 皮下出血 薬関係 食事関係 その他 

ヒヤリ件数 61 件 7 件 3 件 2 件 8 件 

※その他：利用者の荷物渡し忘れ 1 件 

        

4．出来した事案  

（1）2018 年 7 月に発生した介護事故の責任の有無についての損害賠償請求事案について、2025

年2月28日に大阪高等裁判所から、120万3,950円の支払いが求められる判決がくだりました。

尚、この費用については三井住友海上火災保険株式会社サービス事業者賠償保障制度にて対応

されました。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 恵生園 

施設長 大橋 幸司 

 

恵生園、グループホームめぐみの基本方針 

 1．私たちは ご利用者の人権を尊重し自ら選んで決めていただけるサービスを提供します。 

 2．私たちは ご利用者が活き生きと喜びをもって生活できる施設を目指します。 

3．私たちは 自ら率先して話し合える職場づくりに努めます。 

4．私たちは まちの声に応え 地域に貢献できる施設を目指します。 

 

放課後等デイサービスめぐみの基本方針 

 1．こども達一人ひとりの個性を大切にし、豊かな育ちを支えます 

 2．こどもと保護者に寄り添い、成長を喜び合うことができる施設を目指します 

 3．こども達の未来のために、地域に愛される施設を目指します 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

私たちは、多様化する利用者の障害特性に応える為の対応力を身に付け、利用者一人ひとり

が生活しやすい施設作りを目指します。 

 

2024 年度の事業報告について 

年度末に新型コロナウイルスのクラスターが発生し、ご利用者・職員含め 44 名の感染があり

ました。その関係で、上期の安定した事業運営から一転し、年度後半は、新型コロナ感染対策

に追われる事となり、順調に推移していた事業計画でしたが、年度後半の 3 月は計画が停滞し

た状況で、2024 年度は終了しました。 

財務の視点ですが、利用定員確保を目指し、新たに 5 名の新規利用者を確保しました。特に

恵生園では視覚聴覚障害の方の入所者を確保するために、京都北部・兵庫南部の視覚聴覚障害

に係る事業所へ積極的に営業活動を実施しました。また、ご利用者の重度高齢化に伴い、恵生

園から真生園へ 3 名の方が転所されています。 

業務プロセスの視点では、役割を明確にしたリーダーの育成として、業務推進リーダーを中

心とした会議の実施など、年間を通してリーダーを主として支援課会議が実施できました。ま

た、重度高齢化に対応した環境整備の検討を実施し、各居室等の LED 照明の設置等を積極的に

推進しています。 

顧客の視点として、地域移行の目標を掲げておられたご利用者が、生まれ育った場所に地域

移行されています。また、重度高齢化に対応するために、安心安全に生活できる施設設備の改

善や、統一した利用者支援の検討等を実施しました。 

学習と成長の視点として、各研修等の参加や職員に OJT を実施し、育成に取り組みました。 

その他として、毎月実施される全体集会や朝礼等にて、和田山地の塩伝道所牧師による説教を

いただき、キリスト教福祉の学びを共有しました。また、恵生園を災害想定場所とした福祉村

合同防災訓練が実施され、近隣地域の事業所と合同で訓練を実施しました。そして、災害や感

染症を想定した BCP 訓練や南但警察を招いて防犯訓練を実施しました。 
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1．事業概要  

 開設年月日：1976 年 6 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 60 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 3 名 身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 
特定相談支援 － 障害者 2013 年 3 月 1 日 

障害児相談支援 － 障害児 2022 年 4 月１日 

公益事業 
介護予防等拠点事業

（あったかプラザ） 
－ － 2003 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助  6 名 身体・知的障害者 2021 年 4 月１日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ  10 名 障害児 2021 年 4 月 1 日 

 

2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

新 規 雇 用

者 の 確 保

と 離 職 予

防 
 

 

 

あらゆる機

会を活用し

た職員採用 
年間を通し

たフォロー

アップ面談

の実施 

①採用活動の実施 

 

 

②職員面談の実施

（2 回/年） 

 

 

① 

ｱ）離職者（1 名） 

ｲ）職員募集（1 名） 

② 

ｱ）施設長との職員面談（9 月～） 

ｲ）OJT を通じた職員面談（随時） 

○ 

管 理 職 と

現 場 職 員

の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ

ョン充実 

 

支援現場の

抱える課題

についての

ミーティン

グ実施 

 

①支援ミーティン

グの実施（毎月） 

②業務推進リーダ

ーを中心に職制

職員へ情報共有

し、支援現場が

抱える課題の把

握と対応 

① 

ｱ）支援ミーティングの実施（毎月） 

ｲ）支援現場での課題把握（毎月） 

② 

ｱ）支援ミーティングでの検討内容を職制

会議で討議（毎月） 

ｲ）GH 世話人会議実施（毎月） 

ｳ）放デイめぐみ会議実施（毎月） 

○ 

基 礎 的 な

介 護 技 術

の習得 

 

 

 

 

介護技術力

向上の為の

研修受講と

内部研修の

実施 

 

 

①研修の情報収集 

 

 

① 

ｱ）自主学習研修の情報提供（随時） 

② 

ｱ）介護技術研修の受講（5 月：1 名・6

月：1 名・6 月：1 名・7 月：3 名・8 月：

2 名、9 月：1 名・10 月：2 名・11 月：

1 名・12 月：1 名・2 月：1 名） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

基 礎 的 な

介 護 技 術

の習得 

 

介護技術力

向上の為の

研修受講と

内部研修の

実施 

②施設内外の研修

の受講 

③内部（伝達）研

修の実施（毎月） 

ｲ）その他外部研修（恵生園・・6 月：2

名・8 月：1 名・10 月：1 名・11 月：1

名・1 月：1 名、放デイ・・7 月：2 名・

9 月：3 名） 

ｳ）法人内研修（恵生園・・7 月：2 名・8

月：1 名・9 月：1 名・10 月：1 名・11

月：2 名、相談・・8 月：1 名） 

③ 

ｱ）施設内研修の実施（毎月） 

ｲ）GH めぐみ動画研修実施（9 月・10 月） 

◎ 

接 遇 の 向

上 

 

接遇力アッ

プの為の研

修受講と内

部研修の実

施 

 

①研修の情報収集 

②施設内外の研修

の受講 

③内部（伝達）研

修の実施（毎月） 

①  
ｱ）情報収集の実施（9 月・10 月） 

②  
ｱ）職員会議での研修の実施（11 月） 

③ 

ｱ）接遇ハンドブックの読み合わせ 

（4 月・6 月・8 月・10 月・12 月・2 月） 

☓ 

職 員 レ ベ

ル（経験・

技術）に応

じ た OJT

の 仕 組 み

構築 

段 階 （ 経

験・技術）

を経た OJT

の仕組みを

作る 

 

①OJT マニュアル

の作成 

②職制者にてＯＪ

Ｔ職員を育成（2

名） 

①  
ｱ）OJT マニュアル見直し・作成（6 月） 

② 

ｱ）支援課ミーティングの実施担当（毎月） 

ｲ）OJT 実施職員との振り返り 

（5 月・6 月・7 月・11 月･12 月） 

△ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

役 割 を 明

確 に し た

業 務 推 進

リ ー ダ ー

配 置 に よ

る 職 員 の

育成 

OJT を通じ

て中堅職員

を育成し、

主任をサポ

ートできる

人材を育成

する 

①業務推進リーダ

ーの役割の明確

化と明文化 

②業務推進リーダ

ーへの OJT の実

施 

① 

ｱ）業務改善委員会の運用による職務遂行 

ｲ）文章化に向けて検討中 

② 

ｱ）職制者から該当中堅職員への具体的な

役割や業務の伝達、OJT の実施（随時） 

 

△ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

高齢化・重

度 化 に 対

応 し た 環

境 設 備 の

整備 

居住環境向

上の為の環

境設備整備

実施 

①必要な環境設備

の検討と整備に

向けての計画策

定 

②必要な設備の設

置、用具の購入

と活用 

① 

ｱ）利用者ニーズ把握のためのアンケート

調査実施（6 月） 

ｲ）介助スペース確保の為の居室整理 

（11 月・12 月・2 月） 

② 

ｱ）夜勤支援用の電灯の購入（6 月） 

ｲ）福祉用具の購入（6 月） 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 援 体 制

見 直 し に

よ る 安 全

最 優 先 の

サ ー ビ ス

の提供 

業務改善委

員会を中心

に現状の支

援体制を見

直す 

①現状に合った支

援体制へ整備 

業務課題の見直し 

① 

ｱ）支援課会議を通じての課題の把握と対

応の検討（毎月） 

ｲ）アンケート調査の実施（7 月・2 月） 

② 

ｱ）入浴支援の見直し（8 月・9 月） 

○ 

業 務 内 容

見 直 し に

よ る 利 用

者 個 別 支

援 時 間 の

確保 

利用者個々

に応じた支

援マニュア

ルの作成 

 

①個別支援マニュ

アルの活用（情

報共有）と見直

し 

 

②マニュアルに沿

った個別支援の

実施 

① 

ｱ）個別支援マニュアルの作成と活用 

（4 月～） 

ｲ）個別支援マニュアルの内容更新  

（9 月～） 

② 

ｱ）余暇支援等、個別支援への対応に活用 

（4 月～） 

○ 

デ ー タ 分

析・検証に

よ る 頻 回

に 起 こ る

ヒ ヤ リ ハ

ット・事故

の予防 

ヒヤリハッ

ト・事故報

告をしっか

り と 分 析

し、頻回に

起こるリス

クを予防す

る 

①事故検証会議の

実施（毎月） 

ヒヤリハット・事

故集計結果 の

分析と対応策の

検討と統一した

支援の実施 

① 

ｱ）事故検証会議の実施（毎月） 

② 

ｱ）ヒヤリハット・事故の集計結果の分析

と対応策の検討と実施（毎月） 

ｲ）事故・ヒヤリハット・インシデントの

分類についての見直し（9 月・11 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

満 足 度 調

査 を 反 映

し た サ ー

ビ ス の 提

供 

 

満足度調査

の結果を分

析し、調査

結果をサー

ビス提供に

繋げる 

①満足度調査の実

施（1 回/年） 

②調査結果の分析

と対応策の検討

と実施 

① 

ｱ）満足度調査の実施（9 月～1 月） 

② 

ｱ）未実施 △ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 定 員

維 持 に よ

る 安 定 し

た 事 業 収

入の確保 

利用定員を

維持し、入

所待機者を

確保する 

①自施設や近隣の

相談支援事業

所、行政への情

報収集（毎月） 

②短期入所利用者

を積極的に受け

入れ、入所待機

者を確保 

① 

ｱ）恵生園相談事業所を中心に近隣事業所

への情報収集と提供（随時） 

ｲ）新規施設入所利用者契約（6 月：1 名・

7 月：1 名・9 月：2 名・10 月：1 名） 

ｳ）生活介護利用者契約（12 月：1 名） 

ｴ）放デイ新規利用児契約（4 月：9 名・ 

5 月：1 名・7 月：1 名・2 月：1 名） 

ｵ）グループホーム利用者契約 

（11 月：1 名） 

② 

ｱ）短期入所利用から施設入所利用に利用

移行 

ｲ）新規短期入所利用者契約 

（4 月：1 名・5 月：1 名・6 月：1 名・

8 月：1 名・12 月：2 名） 

○ 

収 支 を 意

識 し た 啓

発 活 動 推

進 に よ る

コ ス ト 削

減 

光熱水費の

コスト削減

に向けた取

り組み実施 

①巡回による不要

な電気使用の削

減 

②適正な電気機器

使用の啓発 

① 

ｱ）巡回による電気機器使用状況の確認 

② 

ｱ）職員会議にて月額の光熱水費の報告と

電気使用削減の職員への意識付け 

○ 

計 画 的 な

積 立 金 の

計上 

機能維持等

に必要な積

立金確保 

①利用定員確保に

よる収入の維持 

②光熱水費削減対

策による支出の

減少 

① 

ｱ）報酬改定の説明と施設の運営状況の報

告（利用定員未達）と定員確保の必要

性の説明（4 月・5 月） 

② 

ｱ）職員会議にて月額の光熱水費の報告と

電気使用削減の職員への意識付け 

○ 
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（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 と の

連携強化 

 

「あったか

プラザ」や

「めぐみ」

での行事を

企画し交流

を深め、地

域との連携

を強化する 

①「あったかプラ

ザイベント」の

実施（2 回/年） 

②「めぐみ」の見

学会や体験会等

の計画と実施 

①  
ｱ）2 月に計画していたが、大雪やコロナ

クラスターにて中止 

② 

ｱ）イベントの実施（放課後等デイサービ

ス：4 月） 

ｲ）地域連携推進会議の実施（6 月） 

 

△ 

地 域 ニ ー

ズ へ の 対

応 

 

地域の方を

対象に相談

会を行い、

ニーズに応

じた具体的

なサービス

につなげる 

①「あったかプラ

ザイベント」の

実施（2 回/年） 

②「めぐみ」の見

学会や体験会等

の計画と実施 

①  
ｱ）2 月に計画していたが、大雪やコロナ

クラスターにて中止 

ｲ）「あったかプラザ」での作品展の開催 

② 

ｱ）めぐみの見学（9 月） 

ｲ）盲ろう者の集いへの参加（4 月・5 月・

6 月・1 月・2 月・3 月） 

△ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
2 件 4 件 件 件 件 件 1 件 16 件 23 件 2 件 

※その他：落薬（14 件）、配薬誤り（1 件）、洗濯誤り（1 件） 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒 滑落 無断外出 配薬誤り 接触 その他 

ヒヤリ件数 68 件 24 件 13 件 7 件 5 件 17 件 

※その他：配膳ミス、誤嚥、購入品渡し漏れ、支援中トラブル（居室内・乗車中）など 

 

4．出来した事案  

（1）新型コロナクラスター感染症の発生（3 月 4 日～31 日） 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 真生園 

施設長 近藤 咲美 

 

真生園の基本方針 

1. 安全で安心できる快適な生活の場や活動の場となる為の充実したサービスを提供します。 

 2. 互いに交わす挨拶に笑顔を添え、同じ目線に立ち温かいまなざしと優しさで支援します。 

3. 利用者一人ひとりの個性や人権を尊重し、誠意をもって支援します。 

4．地域に愛され、地域と共に歩む施設を目指します。 

5．愛と希望に満ちた温もりのある施設づくりを目指します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

 障害福祉サービスをリードする施設として、ご利用者と地域の期待に応えていきます。 

 

2024 年度の事業報告について 

 2024 年度はご利用者欠員 10 名からスタートし、利用者確保と給付費収入増を重点実施項目

に掲げて取り組んできましたが、6 月に二度目の新型コロナのクラスターの発生や、高齢・重

度ご利用者の相次ぐご逝去により、1 年を通してご利用者数が 50 名に届かない月が多くありま

した。また、今年度 4 月からの報酬改定により収入面でさらに厳しさを増すことになり、今後

安定した施設運営を行っていくために、理事会の承認を受けて次年度より報酬単価の高い 50 名

定員へ変更することとなりました。今後はより質の高いサービス提供に努めます。 

 学習と成長の視点では、外国人職員 2 名について、今年度下半期からは担当ご利用者の個別

支援計画に沿った支援の実施に携わることで、責任性や積極性の育成に繋がっています。また、

2025 年 1 月からは新たにネパールから特定技能外国人 1 名を採用し、今までの経験を活かしな

がら、育成に向けて職員全員でサポートしています。 

 地域公益の視点では、コロナ感染症が始まって以来、外部の方との交流が途絶えていました

が、日中活動委員会を中心に外部ボランティアの招致や訪問販売の拡充に取組み、少しずつで

すが日中活動サービスの幅を広げることができています。またご家族との関わりにおいても、

感染症対策を取りながら面会や帰省の制限の緩和や、施設行事へ参加していただく機会を増や

すなど、家族会との交流も活発化してきており、今後も良い関係が保てるように取り組みを継

続します。 

1. 事業概要  

開設年月日：1978 年 5 月 10 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 60 名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 4 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 日中一時支援  5 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 真生園診療所 ― ― 1979 年 4 月１日 

 

- 52 -



2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

外 国 人 支

援 員 の 育

成 

計画的な人

材育成 
①利用者ごとの特

性(障害、急変時

の対応)を理解 

②サブ担当制導入 

③記録・報告書作

成指導 

④語学研修(オン

ライン) 

⑤業務の振り返り

シート作成 

①  
ｱ）毎日の申し送り（支援、看護）で、利

用者を知る（毎日/毎月） 

ｲ）特定技能外国人採用(1 名) 

② 

ｱ）担当業務を職制者より説明（4 月） 

ｲ）担当利用者の業務(支援計画、金銭管

理業務)開始(10 月～) 

③ 

ｱ）日々の日誌、月のまとめ、金銭出納帳、

出張報告書等の記入方法を指導及び実

践（4 月～9 月） 

④ 

ｱ）介護福祉士国家試験対策講座 

（10 月～3 月 3 名受講） 

⑤  

ｱ）未実施 

 

◎ 

専 門 研 修

と 内 部 研

修（伝達研

修）の実施 

 

階層別の研

修参加と伝

達研修の実

施事業所見

学 

①外部研修参加 

 

①  
ｱ）長寿の郷介護技術研修受講 

（4～3 月延べ 11 名） 

ｲ）福祉避難所研修受講（8 月） 

ｳ）摂食・嚥下障害のケア研修（9 月/2 名） 

ｴ）サービス管理責任者基礎研修受講 

（9 月/1 名） 

ｵ）強度行動障害基礎(12 月/1 名) 

ｶ）福祉施設防火研修(3 月/1 名) 

ｷ）法人内研修受講 

・ビジネスマナー研修（6 月/2 名） 

・主任・副主任 OJT 研修（7 月/1 名） 

・法人 QOL 専門研修（8 月相談/1 名、 

・9 月介護技術（2 名） 

・上級一般(12 月/1 名)、中級一般 

 (2 月/2 名) 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

専 門 研 修

と 内 部 研

修（伝達研

修）の実施 

 

階層別の研

修参加と伝

達研修の実

施事業所見

学 

②委員会計画によ

る内部研修 

 実施 

③職員会議・朝礼

での伝達研修 

④法人 QOL 介護研

修の実施 

 

② 

ｱ）事故発生防止研修実施(5 月) 

ｲ）クラスター対応の振り返り実施（7 月） 

ｳ）ソフト食に関する研修実施（9 月） 

ｴ）生産性向上に関する研修実施（9 月） 

ｵ）交通事故防止研修実施（9 月） 

ｶ）虐待、不適切ケア研修(10 月) 

ｷ）感染症(11.3 月)、接遇(11 月) 

ｸ）防犯研修(10 月)、身体拘束(10 月) 

③ 

ｱ）未実施 

④ 

ｱ) 法人 QOL 研修介護技術研修(9.11 月) 

○ 

計 画 的 な

資格取得 

専門資格取

得者(介護福

祉士、サビ

管、 相談支

援 吸引等) 

①介護福祉士資格

取得(1 名) 

②サービス管理責

任者(1 名) 

① 

ｱ）希望者なし 

② 

ｱ）サービス管理責任者基礎研修受講 

（9・11 月/1 名） 

○ 

キ リ ス ト

教 福 祉 を

通 じ た 人

材育成 

理念学習会

等による接

遇向上 

①理念に基づいた

接遇研修実施(2

回) 

②海外研修へ参加 

① 

ｱ）地の塩伝道所牧師によるメッセージ 

の実施（毎月） 

ｲ）地の塩伝道所牧師によるキリスト教 

勉強会の実施（6 回） 

ｳ）キリスト教基礎研修へ職員派遣 

（9 月/3 名） 

ｴ）接遇セルフチェック実施（7 月） 

ｵ）法人接遇アップキャンペーン     

ｶ）ポスター掲示とハンドブック朗読 

② 

ｱ）海外研修参加(11 月/1 名) 

○ 

 

(2)業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

各 マ ニ ュ

ア ル の 更

新・周知方

法の確立 

紙面とデー

タ化による

支援基準を

明確にする 

①各種マニュア

ル・仕様書のフ

ァイル化と更新 

ｱ）ほのぼのソフト内フェイスシート全 

利用者更新(5 月) 

ｲ）福祉避難所研修、施設のマニュアルに

ついて検討(8 月) 

ｳ）運営規程変更(3 月) 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 援 の 生

産 性 を 高

め る プ ロ

ジ ェ ク ト

チ ー ム の

継続 

委員会の定

期開催と年

間テーマに

基づいた実

践 

①現状業務課題の

抽出・改善策の

実行 

 

ｱ）委員会開催（毎月） 

ｲ）各勤務のマニュアル更新(8 月) 

ｳ）介護機器使用頻度のアンケート 

(9 月) 

 

○ 

旧 さ く ら

の苑・単身

寮 の 維 持

管理 

既存施設を

活用し、感染

症・災害や職

員確保に役

立てる 

①旧さくらの苑

を、面会場所と

して活用 

②単身寮の清掃・

老朽化所の修繕 

①  
ｱ）家族会定例会の開催(5 月～) 

ｲ）家族との面会場所として提供(5 月～) 

ｳ）コロナ感染症による支援課業務をスペ

ースとして活用(6.7 月) 
② 

ｱ）単身寮の清掃・整備、入退居者への対

応(5.9.1 月) 

ｲ）さくらの苑の外国人職員 3 名入寮 

○ 

 

(3)顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

個 別 支 援

計 画 に 基

づく支援 

個別支援計

画の職員周

知 

計画書一式 

の見直し 

①目標一覧の掲示

と周知 

②個別支援計画書

等の様式の見直

し(生活介護利

用時間等) 

① 

ｱ）目標一覧掲示（5.10 月） 

②  

ｱ）生活介護提供時間等様式の見直し 

（5 月） 

 

○ 

快 適 な 居

住 環 境 整

備 

利用者ニー

ズに合わせ

た老朽化備

品の更新 

①環境委員会によ

る課題抽出と対

策 
②衛生的な居室整 

 備 

① 

ｱ）委員会開催(4.5.6.8 月) 

ｲ）課題収集と旧さくらの苑の活用方法 
の検討（整理整頓を実施） 

② 

ｱ）車椅子の整理実施 

ｲ）寝具預かりサービス開始(8 月) 

③ 

ｱ）ユニホームの更新(3 月) 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

事 故 発 生

防 止 委 員

会 の 強 化

に よ る 事

故防止 

委員会の定

期開催と再

発防止シス

テムを構築

する 

①事故の対策を多

方面から行う書

式の変更 

②委員会での前回

事 故 の 振 り 返

り、職員会議報

告 

③リスク対策研修

（2 回） 

④介護技術研修受

講 

① 

ｱ）事故報告書の「対策」項目書式変更 

(7 月) 

② 

ｱ）委員会にて前回事故の振り返り・対策

と歯止めとを評価(毎月実施) 
ｲ）服薬事故 0 週間実施(隔月 6 回) 

③  

ｱ）事故対応について内部研修(5.1 月) 

④  

ｱ）介護技術研修受講(11 名) 

◎ 

運営会議・

懇 談 会 の

体制整備 

利用者と共

に自治会組

織の体制整

備を行う 

①運営会議開催 

②発言し易い懇談

会の形を利用者

と作る 

③自治会の再編を

協議 

①  

ｱ）運営会議開催(毎月) 

②  

ｱ）懇談会の進行について利用者と協議 

 (5 月)進展なし 

③  

ｱ）運営会議で提案、現状再開予定なし 

○ 

家 族 と の

情 報 共 有

と連携 

家族会・行事

を通じ連携

を維持する 

①家族会と利用者

代表との関係継

続 

②施設行事を通常

開催 

③利用者の日常の

様子をホームペ

ージに掲載 

① 

ｱ）施設行事での交流(6.9.12 月) 

ｲ）家族会研修会で介護研修実施(9 月) 

②  

ｱ）あじさい祭り(6 月) 

ｲ）秋祭り(9 月) 

ｳ）クリスマス祝会(12 月) 

ｴ）桜まつり(3 月) 

③ 

ｱ）ホームページ更新(4.5.7.2 月) 

○ 

 

(4)財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 設 備

の 老 朽 化

対策 

老朽化設備

の更新 

①必要な修繕のみ

実施 

 

ｱ) 居室温水器修繕(2 台) 

ｲ) 浄化槽放流ポンプ交換(8 月) 

ｳ) エコキュート本体修理(12 月～2 月) 
○ 

予 算 に 沿

っ た 計 画

的な積立 

確実な積立

を行う 

①支出の確認と経

費削減に取り組

む 

ｱ) 水道光熱費、予算に対する収支を職

員会議報告(4.7.8.9.10.2 月) △ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 定 員

確 保 よ る

給 付 費 収

入の維持 

関係機関・市

町村へ情報

提供を行い

利用希望者

の募集をす

る 

身体機能低

下による区

分見直し 

①利用者の確保

(新規 6 名)と収

入確保 
②区分の見直しを

実施 

③施設間連絡会を

開催 

④関係機関へ利用

案内活動を行う 

①  

ｱ）新規入所契約(5.9.2.3 月) 

②  

ｱ）区分変更（7 月/1 名） 

③  

ｱ）恵生園との連絡会実施 

④ 

ｱ）事業所訪問、利用希望者との面談 

(4.5.8.9 月) 

ｲ）体験利用受入れ(3 月/1 名) 

△ 

外 部 事 業

所 と 連 携

し 利 用 者

の短期・生

活 介 護 事

業 の 相 互

利 用 の 強

化 

施設案内・説

明会を実施 

①説明会資料の作

成 

②通所事業所への

渉外活動 

① 

ｱ）利用案内パンフレット作製(4 月) 

②  

ｱ） 関係機関訪問（4.5.9.10 月） 

ｲ）福祉型強化短期入所の届け出 

 

△ 

 

(5)地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ボ ラ ン テ

ィア・社会

資 源 の 活

用 

外部資源(人
材)を活用し

利用者の活

動に繋げる 

①ボランティア、

外部サービスを

日中活動へ導入 

②オンラインを活

用した外部との

交流(施設間等) 

③訪問事業、移動

販売の拡充 

 

① 

ｱ）社協よりボランティア情報提供(5

月) 

ｲ）新規外部ボランティア招致(2 件)、 

施設行事での参加(12 月) 

②  

ｱ）民生委員福祉体験受入れ(10 月) 

③ 

ｱ）オオツキ移動販売(6.12 月) 

ｲ）しまむら訪問販売準備(3 月 

◎ 

施 設 独 自

の サ ー ビ

ス を 提 供

する 

施設サービ

ス・設備等の

提供を行う 

①在宅での入浴が

困難な方のニー

ズを探りサービ

スに繋げる 

ｱ）朝来市福祉課職員設備視察(7 月) 

ｲ）該当者は福祉型強化短期入所での受 
入れ予定 

 

△ 

- 57 -



重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 の

社 会 参 加

と交流 

地域と定期

的に交流出

来る場を設

定する 

①作品展へ出展 

②他施設と協同し

市内の作品展へ出

展 

③創作活動をホー

ムページに掲載 

④福祉体験学習に

利用者と参加 

⑤他施設見学、情

報収集 

①  

ｱ）がっせえアート出展(6 月) 

②  

ｱ）総合事務所へ創作作品展示(6.9 月) 

③  

ｱ）未実施 

④  

ｱ）法人の QOL 介護研修に利用者参加

(9.11 月) 

⑤  

ｱ）高齢者施設(生活介護)の見学(4 月)  

○ 

施 設 独 自

の サ ー ビ

ス を 提 供

する 

施設サービ

ス・設備等の

提供を行う 

①在宅での入浴が

困難な方のニー

ズを探りサービ

スに繋げる 

ｱ）朝来市福祉課職員設備視察(7 月) 

ｲ）該当者は福祉型強化短期入所での受入

れ予定 

 

△ 

ホ ー ム ペ

ー ジ に よ

る 情 報 配

信の強化 

ホームペー

ジの更新、機

関紙 

の発行 

①ホームページの

更新(2 ヶ月毎) 

②レイアウトを検

討し機関紙を発

行(2 回) 

① 

ｱ）ホームページ更新(4.5.7 月) 

② 

ｱ）機関誌発行(12 月)  

△ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 34 件 23 件 件 件 1 件 11 件 86 件 155 件 0 件 

※その他： 服薬ミス 29 件、経食関係ミス 6 件、食事関係 10 件、誤飲 1 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒/転落 その他 薬関係 服薬ミス 配薬ミス 食事関係 

ヒヤリ件数 40 件 25 件 16 件 15 件 15 件 12 件 

※その他： 介護ミス、異物混入、など 
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4．出来した事案 

（1）新型コロナウイルス感染症クラスターについて（6 月～7 月） 

2024 年 6 月 20 日から 7 月 19 日にかけ、新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生

しました。ご利用者 29 名、職員 15 名の合計 44 名が罹患しましたが、コロナを原因とする

入院者が 5 名あり、その内 1 名がご逝去されました。 

 

（2）障害者虐待疑いについての朝来市の事実確認調査と利用者預り金の不適切な取り扱いに

関する兵庫県の特別監査について（3 月） 

3 月 10 日、3 月 14 日に標記の件について、但馬県民局豊岡健康福祉事務所監査・福祉課

及び朝来市健康福祉部社会福祉課より訪問調査を受けました。 

調査及び監査の結果、障害者虐待には該当しないとの判断であったものの、背景となっ

た真生園の利用者預り金の取り扱いのルールには不備があり是正・改善が必要との指導が

ありました。 

これを受けて、2025 年 4 月より豊岡健康福祉事務所の指導のもと預り金の取り扱い方法

と預り金契約書の見直しを行い、多額の現金を預かることがないように新たに上限額を定

めて契約書に明記しました。今後の取り扱いについては、職員会議及び文書にて職員への

周知を行い、再発防止に向け注意喚起を行いました。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 和生園 

施設長 山根 由夫 

 

和生園の基本方針 

 1. ご利用者一人一人の可能性と無限性を求めます。 

 2. 個々のニーズに応えるべく高い専門性を持ったチーム支援を実施します。 

3. 地域に支えられ、地域の信頼に応え地域と共に歩みます。 

グループホームもみの木・かしの木の基本方針 

 1. ご利用者一人ひとりの人権を尊重し、自立へ向けての個別支援を行います。 

 2. ご利用者が、安全・安心・快適な生活を送られるように支援します。 

3. 地域との連携を重視し、地域に根ざしたホーム作りに努めます。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

 和生園に集う一人ひとりが、仕事と生活を通してしあわせを実感でき、誰からも信頼される

施設であり続けます。 

 

2024 年度の事業報告について 

 2024 年度は障害福祉サービスの報酬算定構造が大幅に改定され、「平均工賃月額」に応じて

評価する報酬体系を選択している和生園の基本報酬単位は 551 単位→637 単位と大幅に引き上

げられました。しかしながら、ご利用者の高齢化や既往症の悪化及び障害の高進、ご家族の高

齢化に伴い自力通所の難しくなられたご利用者も増えてきており、ご利用者のニーズ変化も含

め、8050 問題は和生園の運営面、支援面に影響を及ぼしてきている事を改めて実感しています。 

 和生園の最重要課題として就労継続支援 B 型利用者の純増 2 名に取組み、新規利用者 5 名の

確保が行えましたが、ご利用者の一般就労や予測していない急逝もあり、結果として 5 増 4 減

の純増 1 名に留まりました。次年度も継続して就労継続支援 B 型利用者の確保に努めます。 

 就労支援につきまして、ご利用者への年間工賃配分額が 9,575 千円となり平均工賃月額は

25,877 円をお渡しさせていただく事ができた結果、次年度の基本報酬単位は 637 単位→660 単

位と 1 ランクアップとなり、今後は変更となった基本報酬単位の維持が課題となります。 

 業務推進の大切な役割を担っている非効率業務改善委員会及び業務遂行向上委員会は、年度

当初に具体的な役割と方向性を明確にした上で、各委員会が連携しながら業務改善の取組みを

継続しました。活動が迷走する場面も伺えましたが、職員の主体性は確実に成長しています。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：1982 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 40 名 身体・知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労定着支援 － 身体・知的障害者 2018 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 17 名 身体・知的障害者 2012 年 4 月 1 日 
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2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

就 労 支 援

力の向上 

就労支援研

修の参加と

共有による

支援力の向

上 

①就労支援研修へ

参加した職員に

よる伝達研修の

実施（2 回/年） 

ｱ）研修受講者による伝達研修の実施 

 ・QOL 専門研修 発達障害（8 月） 

 ・医療安全委員会感染症予防研修 

（10 月） 

 ・多職種連携に必要とするコミュニケ

ーション研修（12 月） 

 ・権利擁護研修/合理的配慮（12 月） 

◎ 

利 用 者 完

結 型 の 作

業 に 向 け

た 作 業 支

援の工夫 

利用者個別

の支援マニ

ュアルの整

備とチーム

アプローチ

の実践 

①利用者個々の障

害特性を反映し

た支援マニュア

ルの効果的な活

用と定期の見直

し 

ｱ）各ご利用者のモニタリング毎に、業務

分担表に掲載する個別支援目標及び支

援内容一覧を更新（毎月） 

）)新規ご利用者 3 名の支援マニュアル作

成（12・3 月） 

△ 

PDCA サイ

ク ル を 意

識 し た 業

務遂行 

業務遂行向

上会議の開

催による振

返りの習慣

化 

①業務遂行向上委

員会による非効

率業務改善の実

践（3 回/年） 

ｱ）非効率業務改善委員会の提案に基づく

業務改善の取組み 

 ・業務分担表と個別支援との連携 

（4 月） 

 ・業務に支障をきたさない配車管理の

実施（7・8 月） 

 ・利用者完結型作業を目指す取組み 

（1 月） 

○ 

研 修 参 加

へ の 積 極

的な投資 

Web 研修の

積極的な活

用 

①事業所内で共有

可能な Web 研修

の定期的な受講 

（3 回/年） 

ｱ）YouTube 及び SMBC 経営 Web セミナーを

活用した Web 学習を実施 

 ・仕事のスピードアップのための段取

り力セミナー（6 月） 

 ・虐待防止学習/スピーチロック（7 月） 

 ・身体拘束適正化に係る研修（2 月） 

ｲ）Web による外部研修の受講 

 ・初めて福祉の仕事に就く人のための

研修（6 月） 

 ・兵庫 SELP 販売向上力 Web セミナー 

（6 月） 

ｳ）ご利用者を含めた Web 学習の実施 

 ・巨大地震発生時の対応（8 月） 

 ・感染症予防について（12 月） 

 ・年末年始の防犯対策（12 月） 

◎ 
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（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

広 報 紙 の

効 果 的 な

発 行 と 活

用 

広報紙の内

容と配布先

の見直し 

①事業所利用に繋

がる、読者目線

での広報紙の発

行（2 回/年） 

ｱ）広報紙第 7 号を発行（11 月） 

 ・南但広域指定袋の製造工程の紹介 

 ・2023 年度作業実績報告 

ｲ）和田山特別支援学校生徒への全員配布 

△ 

持 続 可 能

な 農 福 連

携 事 業 の

構築 

年間を通じ

た農業生産

者との協働

と生花栽培

の取組みに

よる生産性

の向上 

①農福連携作業売

上 /785,000 円

以上に繋がる取

組み実施 

ｱ）年間売上額（税込） 310,226 円 

 目標達成率 39.5％ 

ｲ）農家協力型農福連携作業 92,400 円 

 育苗土入れ、野菜等収穫、育苗箱洗浄 

ｳ）自主生産型農福連携作業 217,826 円 

 切り花用生花 

ｴ）農福連携作業に係る取組の見直しを実

施（11・12・1 月） 

△ 

業 務 の 棚

卸 し に よ

る無理・無

駄・ムラの

見直し 

Web 環境の

有効活用と

工夫 

①Web 会議の継続

による業務パフ

ォーマンスの向

上 

ｱ）正規職員の PC に、Teams アカウントの

試験的設定（4 月） 

ｲ）Teams による拠点間会議及び情報共有 

 ・職員朝礼（毎朝） 

 ・職制会（毎月） 

 ・業務遂行向上委員会 

 ・非効率業務改善委員会 

 ・感染症予防対策委員会 

ｳ）Web セミナー「仕事のスピードアップ

のための段取り力セミナー」を全職員

で受講（6 月） 

ｴ）兵庫県身体障害者支援施設 就労系サ

ービス管理責任者 Web 連絡会に参加 

（9 月） 

○ 

業務効率化

の推進と振

返りの実施 

①非効率業務の改

善の継続 

 

 

②業務の棚卸しに

よる非効率業務

の改善提案 

（3 回/年） 

① 

ｱ）非効率業務改善委員会による非効率業

務の確認（4・6・8・12 月） 

② 

ｱ）業務遂行向上委員会へ抽出した業務改

善の提案 

 ・業務に支障をきたさない配車管理 

（4 月） 

・職員の不公平感を是正した業務分担

（8 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

途 切 れ の

な い 福 祉

サ ー ビ ス

提 供 の た

め の 多 職

種連携 

家族・本人

のニーズを

もとに就労

支援を多職

種連携で行

う 

①把握した家族・

本人ニーズの分

析実施 

 

 

②通所利用を継続

して行くための

関係機関と連携

した支援の提供

（1人1回/年以

上） 

① 

ｱ）障害福祉サービス受給者更新者の月次

確認の実施 

ｲ）障害福祉サービス受給者証の更新に係

るサービス担当者会議の開催を相談支

援専門員へ要請（随時） 

② 

ｱ）サービス担当者会議へサービス管理責

任者及び担当職員の参加（随時） 

ｲ）サービス担当者会議にて、困りごと調

査及び利用満足度調査に基づく支援状

況を確認（17 件） 

△ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 満

足 度 の 向

上 

利用者個々

の状況に合

わせた柔軟

なサービス

の提案 

①利用満足度調査

の実施 

 

 

 

 

 

 

 

②利用満足度調査

結果を反映した

個別支援の工夫 

① 

ｱ）ご利用者を対象とした利用ニーズ調査

の実施（4 月） 

ｲ）ご家族を対象とした困りごと調査の実

施（5 月） 

ｳ）法人満足度調査の実施 

 ・和生園：満足度指数 73.7％ 

 ・第 2 和生園：満足度指数 77.7％ 

 ・グループホーム：満足度指数 67.7％ 

② 

ｱ）利用ニーズ調査、困りごと調査結果を

担当職員が確認し、ご利用者ごとの個

別支援会議に反映（6 月～） 

◎ 

家 族 へ の

応 援 体 制

を強化 

施設見学会

や家族懇談

を実施 

①家族の安心に繋

がるサービス提

供 

ｱ）サービス担当者会議にはサービス管理

責任者と担当職員が参加し、顔の見え

る関係づくりに努める 

ｲ）精神的不安定を抱えるご利用者の支援

に関し、中江公認心理士に相談（8 月） 

ｳ）精神的不安定を抱えるご利用者がクリ

ニック受診の定着に至るまでの支援を

家族に代わり実施（9・10・11・12 月） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

月 額 工 賃

配 分 額 の

増 

高工賃を目

的とした作

業確保に取

組む 

①月額平均工賃 

（17,000 円以上）

の達成 

ｱ）2024 年度平均工賃月額 25,877 円 

ｲ）令和 6－8 年度工賃向上計画を企業開

拓（作戦）会議及び職員会議にて全職

員が共有し方向性を確認（6 月） 

ｳ）新規作業（但馬 TSK）を開始（7 月～） 

◎ 

社 会 参 加

の 機 会 提

供 

生活に役立

つ情報提供

の工夫と実

施 

①生活情報に関す

る利用者との情

報交換会の定期

開催（3 回/年） 

ｱ）生活情報交換会の実施（4・8・12 月） 

ｲ）生活情報掲示板へ朝来市ホームページ

等からの生活情報を掲示及び口頭案内

による情報発信（随時） 

ｳ）YouTube を活用した学習会の実施 

・巨大地震発生時の対応（8 月） 

・感染症予防について（12 月） 

 ・年末年始の防犯対策（12 月） 

ｴ)朝来市デマンド型乗合交通「あさ GO」

に係る住民説明会に参加（1 月） 

◎ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

事 業 所 全

体 で の 事

業 収 入 の

確保（利用

者確保） 

利用ニーズ

と主従施設

と定員に応

じた契約者

の確保 

①新規利用契約者

2 名の確保 

（年間） 

ｱ）和生園 

・新規利用契約者 5 名 

・利用契約解除者 4 名 純増 1 名 

ｲ）グループホームもみの木・かしの木 

 ・新規利用契約者 3 名 

 ・利用契約解除者 3 名 

○ 

利用者個々

の平均利用

率の向上に

取組む 

①利用者個々の個

別利用率の月次

確認に基づく欠

席対策の工夫 

ｱ）可視化した個別利用率を、職制会及び

職員会議の場にて共有し、欠席理由を

把握し対応（毎月） 
○ 

加算請求要

件の正しい

理解 

①加算要件の正し

い共通理解によ

る給付費請求の

実施 

ｱ）2024 年度訓練等給付費請求に必要と 

する基本報酬及び加算等変更届を提出 

（4 月） 

ｲ）目標工賃達成加算に係る考え方と加配

要件について豊岡健康福祉事務所 監

査・福祉課へ問合せ、確認し対応 

（4・5・6 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 の

障 害 の 高

進 と 高 齢

化 へ の 対

策強化 

個人の都合

に合わせた

施設利用の

推進 

①施設利用増に繋

がる土曜日の開

所日数増の定着 

（3～4 日/月） 

ｱ）土曜日の開所日数増は定着 

 ・年間開所予定日数：283 日 

・土曜日開所日数：39 日 

・月平均土曜日開所日数：3.2 日 

・個別年間平均利用率：91.5％ 

◎ 

情 報 収 集

力の強化 

神戸地区就

労支援事業

所との連携

強化に取組

む 

①神戸地区就労支

援事業所と連携

した事業推進に

係る連絡会の実

施（2 回/年） 

ｱ）神戸地区就労支援事業所連絡会は未 

実施 

ｲ）中計実現会議にて、神戸光生園、ワー

クセンターひょうごと2024年度報酬改

定の影響とその対応について情報共有

と意見交換（9 月） 

△ 

行政からの

情報収集を

強化 

①第 7 期朝来市障

害福祉計画に基

づく現状把握と

課題確認 

ｱ）第 7 期朝来市障害福祉計画について朝

来市へ問合せし、冊子を入手（6 月） 

ｲ）第 7 期朝来市障害福祉計画の読込みを

行うが課題把握には繋がらず 

ｳ）神戸聖隷主催朝来市意見交換会に参加

し、課題共有と意見交換の実施（10 月） 

△ 

在宅障害者

に係る情報

収集を実施 

①朝来市自立支援

協議会等の官民

連携会議への参

加（1 回/3 か月） 

ｱ）朝来市自立支援協議会への参加は未実

施 

ｲ）朝来市重層的支援体制整備事業に係る

研修会への参加要請を受け参加（12 月） 

ｳ）朝来市地域生活支援拠点等整備に係る

連絡会へ出席（2 月） 

○ 

工 賃 向 上

計 画 に 沿

っ た 取 組

みの強化 

作業毎の課

題共有と対

策に基づく

作業提供 

①年間工賃配分金

額（7,344 千円

以上）の達成 

ｱ）企業開拓（作戦）会議で作業収入状況

及び課題共有（4・6・7・9・11・1 月） 

ｲ）令和 6－8 年度工賃向上計画作成し提

出（7 月） 

・令和 6 年度支払目標額 9,347,190 円 

・令和 7 年度支払目標額 9,541,252 円 

・令和 8 年度支払目標額 9,735,270 円 

ｳ）2024 年度工賃支払総額 9,575,837 円 

◎ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

積 極 的 に

地 域 と 繋

が る 関 係

づくり 

地域の清掃

活動に継続

的に取組む 

①地域目線に立っ

た清掃活動の継

続（月 2 回） 

ｱ）月 2 回土曜日に秋葉台地区内ごみ拾い

を不定期に実施（4・5・6・11 月） 

ｲ）熱中症アラートを考慮して、夏季の屋

外清掃活動は中断（7・8・9・10 月） 

△ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 の 見

え る 化 の

推進 

生産品の事

業所内窓口

販売の推進 

①外部者へ事業所

内窓口販売の案

内（30 回/年） 

ｱ）指定ごみ袋の窓口販売を継続 

 ・外部者窓口販売件数 41 件（年間） 

 ・内訳：和生園 16 件 

第 2 和生園 25 件 

ｲ）農産物の窓口実施 

 ・外部窓口販売件数 1 件（年間） 

 ・内訳：和生園 0 件 

     第 2 和生園 1 件 

◎ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 13 件 3 件 件 件 件 件 6 件 22 件 5 件 

 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒 その他 

ヒヤリ件数 6 件 3 件 

 

4．出来した事案 

 なし 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 北但広域療育センター 

施設長 稲津 慎也 

 

北但広域療育センターの基本方針 

1. 利用者の人権を尊重して、利用者が全人的に生かされることを目指して支援します。 

 2. ICFの障害観点に立って、生活、環境をも考慮した質の高いサービスの提供を目指します。 

3. 北但馬の療育の中核として、職員の専門性の向上を図り、地域（教育、医療、福祉、家庭） 

  との連携体制の構築を図ります。 

 4. キリスト教精神を持って、日々、利用者と接します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

専門家集団として、地域から求められる役割の明確化とサービス提供体制の確立 

 

2024 年度の事業報告について 

 4 月に実施された法改正に伴い、今年度は各事業において情報収集と改正内容への対応が求

められました。報酬改定では、生活介護、障害児通所支援ともに利用時間区分に応じた給付費

単価が導入され、各種加算にも大きな変更がありました。特に障害児通所支援においては、5 領

域を含めた個別支援計画の作成や支援プログラムの公表が義務化されるなど、対応すべき事項

が多く、順次取り組みを進めてきました。 

 児童発達支援センター「すまいる」では、中核機能強化加算の取得に向けて市と協議し、1 月

より算定を開始しました。また、児童発達支援センター研修会・情報交換会への初参加や、他

の児童発達支援センターの見学を通じて、中核的な役割が担えるよう情報収集に努めました。  

保育所等訪問支援では、今年度より訪問先の園や学校へガイドラインに基づいたアンケートを

実施し、その結果をもとに改善策を検討することで、支援の質の向上を図りました。 

 放課後等デイサービス「らみい」では、通常のグループ療育に加え、療法士による個別療育

において専門的支援実施計画書を作成し、専門的支援実施加算を取得するなど、報酬改定に対

応しつつ、ご利用者のニーズに応じた支援を提供しました。 

 障害児（者）通所支援事業「トゥモロー」では、今年度は体調不良による入院者が複数名お

られたため、利用率が伸び悩む状況が続きましたが、看護師 2 名体制で可能な範囲での受入れ

に努めました。また、次年度に同地域で重症心身障害児者を対象とした通所・入所事業所が開

所予定であることから、情報収集を進めました。 

 相談支援事業「ぴあほくたん」では、12 月より機能強化型相談支援事業所（体制Ⅳ）の指定

を受けるとともに、毎週月曜日に情報共有のためのミーティングを開始しました。チームとし

て進捗状況と役割分担を確認しながら連携を図り、業務が円滑に進むよう取り組みました。 

 クローバー豊岡ブランチでは、今年度も引き続き、放課後等デイサービス「らみい」や神戸

聖生園へのコンサルテーションを継続し、他法人だけでなく法人内事業所のスキルアップも目

指して連携・支援を行いました。 

 風発達クリニックでは、4 月より中江心理師のサポートのもとで検査を開始した心理師が経

験を積みました。次年度は中江心理師によるサポートを終了する予定です。 
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1．事業概要 

開設年月日：2008 年 10 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 
児童発達支援 

保育所等訪問支援 

20 名 

－ 
障害児 2018 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 
8 名 

重症心身障害者 
2008 年 10 月 1 日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 重症心身障害児 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 10 名 障害児 2018 年 4 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害児者 

知的障害児者 

発達障害児者 

2008 年 10 月 1 日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 

ひょうご発達障害者

支援ｾﾝﾀｰｸﾛｰﾊﾞｰ豊岡

ﾌﾞﾗﾝﾁ 

－ 発達障害者 2009 年 4 月 1 日 

公益事業 
風（ふぅ）発達 

ｸﾘﾆｯｸ 
－ 

小児科・精神科 

神経内科 
2009 年 5 月 1 日 

 

2．推進状況 

(1）学習と成長の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

他 機 関 と

連 携 し た

専 門 職 育

成 

他 機 関 と

の 連 携 に

よ る 専 門

職 の ス キ

ルアップ 

①他施設の見学研 

 修 

 

 

②内部、外部研修

の実施 

 

 

 

 

 

③他機関との連携 

 

① 

ｱ）放デイぽけっと見学（5 月） 

ｲ）児童発達支援センターといろ見学 

  （2 月） 

② 

ｱ）相談支援従事者基礎研修（9 月） 

ｲ）サビ児管実践研修（10 月） 

ｳ）サビ児管基礎研修（11 月） 

ｴ）サビ児管更新研修（2 月） 

ｵ）中江氏による OJT 研修（計 10 回） 

  他多数の外部研修へも参加 

③ 

ｱ）みかた校へ療法士見学交流（5 月） 

ｲ）自立支援協議会交流会参加（10 月） 

ｳ）センター主催の研修会にて交流 

 （12 月） 

◎ 
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保 育 所 等

訪 問 支 援

事 業 の 継

続強化 

保 育 所 等

訪 問 支 援

事 業 の 支

援 者 を 育

成 

①事業継続強化に

ついて体制の検

討 

ｱ）多職種連携加算を取得し保育士同行 

ｲ）自己評価アンケート及び保護者、学校 

   へのアンケート調査を実施。 

ｳ）アンケート結果に基づく改善策の 

  話合いを実施（12 月） 

△ 

 

(2）業務プロセスの視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 の 効

率 化 に よ

る 働 き や

す い 環 境

づくり 

ICT の活用

に よ る 業

務 の 効 率

化 

①記録、個別支援

計画の ICT 化準

備 

ｱ）相談支援業務のソフト導入開始（3 月） 

ｲ）障害児通所支援へのソフト導入開始 

 （3 月） ◎ 

ご 利 用 者

の利便性、

安 全 性 の

向上 

駐 車 ス ペ

ース、療育

ス ペ ー ス

の確保 

① 

 

②落雪防止の検討 

 

③療育スペー 

  スの工夫 

① 

ｱ）前年度完了 

② 

ｱ）落雪防止装置の設置完了（3 月） 

③ 

ｱ）すまいる利用者のらみい空きスペー 

  スの活用を市へ相談（2 月） 

△ 

 

(3） 顧客の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

家 族 支 援

の充実 
家 族 の 支

援 力 向 上

と 保 護 者

間 の 交 流

支援 

①家庭療育支援講

座の導入を検討 

ｱ）おひさまテラスの実施（9 月 10 月） 

ｲ）ファンシィの実施（2 月 5 回） 

△ 

療 育 の 入

り 口 部 分

で の 相 談

支援 

障 害 児 相

談 へ の 特

化（セルフ

プ ラ ン の

解消） 

①成人の受け皿に

ついて市と協議 

ｱ）成人ケースの移管について但馬訪 

  看と打ち合わせ（2 月） 

 △ 
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(4） 財務の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 し た

給 付 費 収

入の確保 

児 童 指 導

員 等 加 配

加算、専門

的 支 援 体

制 加 算 の

継続取得 

① ニ ー ズ に 応 

じ た 適 正 配 

置 の 検 討 、 配 

置 

ｱ）児童指導員等加配加算を常勤専従 

5 年以上に変更（7 月） 

ｲ）機能強化型Ⅳの算定開始（12 月） 

ｳ）中核機能強化加算算定開始（1 月） 
○ 

専 門 的 支

援 実 施 加

算の取得 

①療法士個別によ

る専門的支援実 

施加算の取得開

始検討 

ｱ）専門的支援実施加算について説明 

 （4 月） 

ｲ）専門的支援実施加算の算定開始 

（5 月） 

○ 

安 定 し た

利 用 率 の

確保 

事 業 ご と

の 月 次 目

標 対 利 用

率 の 視 覚

化 

①年度登録数に応

じた目標値の設

定と達成状況把

握による進捗管

理 

ｱ）達席状況表を作成し、毎月の部会議 

にて確認 

ｲ）下半期の取り組みについて向けて部 

   署リーダーと面談を実施（10 月） 

ｳ）ぴあミーティングを開始（2 月） 

△ 

 

(5） 地域公益の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 の 障

害 理 解 と

人材育成 

地 域 に 向

け た 啓 発

活 動 や 研

修 会 の 実

施 

①地域に向けた研

修会を開催 

ｱ）アイティにて地域に向けた研修会を  

   開催（12 月） 

◎ 

児 童 発 達

支 援 セ ン

タ ー に 求

め ら れ る

役 割 を 担

う 

報 酬 改 定

に 対 応 し

た 体 制 の

検討・実施 

①制度改正の情報

収集と体制構築

の検討 

②定期的な行政と

の協議 

① 

ｱ）中核機能強化加算手続き完了（1 月） 

ｲ）児童発達支援センター研修会へ参加 

 （2 月） 

② 

ｱ）中核機能強化加算について話し合い 

  （10 月） 

○ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その 

他 
計 

行政報

告件数 

事故 

件数 
件 件 件 件 件 件 件 件 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒 その他 

ヒヤリ件数 1 件 29 件 

 

4．出来した事案 

特にありません。  
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 エスポワールこじか 

施設長 掃部 久美代 

 

エスポワールこじか基本方針 

 1．利用者一人ひとりを大切に、専門性を生かした支援を目指します。 

 2．利用者の個性及び人権を尊重し、健やかな成長に向けて総合的に支援を行います。 

3．地域の保健・医療・福祉等との綿密な連携を図り、地域と共に歩む施設を目指します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

地域に必要とされる資源に（物も人も）なるよう自立を目指す 

 

2024 年度の事業報告について 

 第 5 期中期計画の 2 年目は、主に 3 つの重点実施項目に取り組みました。 

会議・委員会の活性化では、各会議・委員会の責任者が目的と計画を立案し、本番では皆が

協力して取り組む体制を整えました。会議では、自由に発言できる雰囲気づくりに努め、有意

義な議論が可能となりました。委員会活動では、目的と役割分担を明確にすることで、メンバ

ー全員の理解と協力を得ることができました。そして、各催し物の実施後は必ず振り返りを行

い、課題を次に活かすことができ、成果を共有できたことは、良かったと考えています。 

 リーダー育成では、業務手順書を作成し、スタッフ全員が業務全体像を把握できるようにし

ました。ベテランスタッフが、若いスタッフに寄り添いながら指導することで、信頼関係が築

かれ、スタッフのやる気を引き出すことができました。各スタッフが自身の業務内容がチーム

内で果たす役割を理解し、円滑なコミュニケーションを通して組織の一員としての意識を高め

ることができ、全体のモチベーションの向上につながりました。 

 IT を利用した療育実施では、保護者との連絡手段として LINE を活用することで、迅速な情

報共有が実現しました。 

 年間 1994 人の目標利用人数を揚げていましたが、実績 1871 人となり、目標を下回りました。 

少子化の状況もあり、心配な面もありますが、情報取得と関係機関との連携をしっかり行って

いきます。 

 

 

1.事業概要  

開設年月日：2011 年 4 月 1 日（委託開始） 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 児童発達支援 10 名 身体・知的障害児童 2013 年 4 月 1 日 

障害児通所支援事業 (第 2 種) 放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 10 名 身体・知的障害児童 2013 年 4 月 1 日 

相談支援事業    (第 2 種) 
特定相談支援 － 障害児 

2014 年 10 月 1 日 
障害児相談支援 － 障害児 
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2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

理 念 を 学

ぶ 機 会 の

継続 

日々を生き

る力朗読 

 

理念研修 

①朝礼にて朗読と

コメント 

 

②理念学習会実施 

 

 

 

① 

ｱ）毎日朝礼時に唱和とひと言コメント 

実施 

② 

ｱ）小西牧師による勉強会（11 月） 

ｲ）キリスト教福祉基礎研修参加 

（9 月、11 月） 

○ 

多 様 な 専

門 研 修 の

継続 

ビデオ研修

の継続 

 

スーパーバ

イズ研修 

 

専門研修の

受講（障害

児支援や資

格 取 得 な

ど） 

 

その他（虐

待防止、身

体拘束、感

染症予防な

ど） 

 

伝達研修 

① 各担当年 2 回 

 

 

②心理士による研

修 

 

③発達障害実務者

養成研修 

強度行動障害支援

者養成研修など 

 

 

④各委員会担当に

よる企画と実施 

 

 

 

⑤伝達研修の計画

実施 

① 

ｱ）ビデオ研修 7 回実施 

 

② 

ｱ）稲垣心理士による研修（2 回） 

 

③ 

ｱ）ブランチ研修 2 名受講（5 回） 

ｲ）発達障害実務者養成講座受講 

（8 月、9 月） 

相談支援現任研修受講（7 月） 

 

④ 

ｱ）身体拘束勉強会（7 月） 

ｲ）感染症研修実施（11 月） 

ｳ）虐待防止研修（2 月） 

 

⑤ 

ｱ）伝達研修実施（7 月） 

◎ 

会 議 等 の

質 を 高 め

る 

会議等を活

性化する 

（積極的発

言・進行や

参加意識の

向上） 

①正規職員のファ

シリテーター力

向上 

報告・発表の実

践 

① 

ｱ）伝達研修・報告会の発表実践（7 月） 

ｲ）職員会議、司会進行を輪番制で実施 

（毎月） 
◎ 

ス タ ッ フ

の 人 事 考

課を継続 

こじか用の

人事評価表

を活用して

実施する 

①児発管によるフ

ィードバック面

接実施 

ｱ）毎月振り返り実施 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

計 画 的 な

OJTを継続

する 

施設見学案

内の OJT を

継続する 

園 訪 問 の

OJT を継続

する 

①ロールプレイを

交えた実践 

  

②実践と報告会の

実施 

① 

ｱ）施設案内の実践 1 件 

（7 月、9 月、10 月、11 月、12 月、1 月） 

② 

ｱ）園訪問時 OＪＴ実施（5 月、6 月、7 月） 

◎ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 等 の

役 割 分 担

に よ る リ

ー ダ ー 育

成 し 委 員

会 を 強 化

する 

リーダーに

よる手順書

の作成 

リーダー育

成 

①各担当業務の習

得 

委員会の目的、

内容の理解と手

順書作成 

ｱ）託児書類の整理（5 月） 

ｲ）園内外行事、各行事の手順書作成 

（6 月） 

ｳ）オープン療育業務の手順書作成（8 月） 

ｴ）業務手順書作成（9 月） 

ｵ）満足度調査手順書作成 

◎ 

オ ー プ ン

療 育 を 継

続する 

オープン療

育の実施 

①オープン療育の

計画と実施 

ｱ）オープン療育の実施（7 月） 

◎ 

ホ ー ム ペ

ー ジ を 魅

力 あ る も

のにする 

ホームペー

ジの見直し 

①内容検討会議イ

メージ図作成 

ｱ）掲載内容、収集、見直し検討中 

△ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

学 習 会 の

継続実施 

保護者学習

会の実施 

グループ学

習会の実施 

①年 6 回以上 

 

 

②2 グループ以上

に実施 

① 

ｱ）保護者学習会実施 

（6 月、7 月、8 月、9 月、1 月） 

② 

ｱ）学習会実施（7 月、9 月、12 月、2 月 

〇 

保 護 者 同

伴 の 療 育

を 活 か し

て 相 談 に

対応する 

グループ毎

の相談日を

設ける 

 

Dr 療育相談

の提供 

①グループ相談の

計画と実施 

 

②大森 Dr 相談実

施 

 

① 

ｱ）グループ内相談実施 

（5 月、7 月、9 月） 

② 

ｱ）大森 Dr 相談実施 

（6 月を除く毎月） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

IT を利用

し た 療 育

の実施 

療育に zoom

を活用した

活動を入れ

る 

IT を利用し

た療育につ

いて情報取

集する 

①zoom の療育現

場での活用 

 

 

②IT 利用につき

意思伝達ソフトを

積極的に使用する 

① 

ｱ）療育現場で活動の振り返りに活用 

 

 

② 

ｱ）情報収集中 

◎ 

保 護 者 満

足 度 調 査

の継続 

保護者満足

度調査の実

施 

①保護者満足度調

査の実施と公表 

ｱ）満足度調査実施（9 月） 

 50 家族へ配布、49 家族回収 

 

◎ 

確 実 な 連

絡 方 法 を

確立する 

情報収集と

実施 

①LINE の無料ア

プリ使用継続 

ｱ）LINE の無料アプリ使用継続 

 ◎ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

目 標 利 用

数の達成 

目標利用人

数対比を意

識する 

①毎月の実績報告

にて意識する 

 

営 業 日 数 239

日、利用率 83％ 

相談事業 目標

件数 254 件 

ｱ）毎月利用人数、利用率、目標値対比、

昨年度対比を周知 

ｲ）営業日数 239 日 

 利用率 78.3％ 

 相談事業 目標件数 254 件に対し 

260 件 

 

△ 

保 護 者 の

要 望 に 沿

っ た 振 替

時 間 の 設

定 

月 30％の振

替 

①個別の設定と担

当スタッフ間で

の申し送り強化 

ｱ）27.1％と未達 

△ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

関 係 機 関

と の 連 携

を 強 化 す

る 

児童施設等

との年 1 回

の連絡会や

引継ぎの実

施 

①就学児への放デ

イ説明会や引継

ぎを実施 

 

ｱ）引継ぎ実施（7 月、8 月、3 月） 

ｲ）放デイ説明会実施（12 月） 

 ◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 の 会

議 等 へ の

協 力 を 継

続 

2 市 1 町の

会議等へ参

加 

①各市町自立支援

協議会等への参

画 

ｱ）自立支援協議会参加 

（5 月、6 月、7 月、8 月、9 月、10 月 

11 月、1 月、2 月、3 月） 

 

◎ 

育 児 相 談

を 実 施 す

る 

育児相談受

入れの体制

作りと周知 

①体制作りと周知

の実施 

ｱ）関係機関との連携にて育児相談実施 

○ 

地 域 に 協

力 で き る

こ と を す

る 

出来る事の

実践（講師

依頼受付、

災害時の協

力など） 

①自立支援協議会 

ほっとかへんネ

ットでの情報な

どからの協力内

容を実施 

ｱ）朝来市適正就学のための相談会 

（6 月、7 月） 

ｲ）養父市民生委員見学（27 名）（7 月） 

 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 件 0 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 打撲 誤配 転倒 その他 切傷 

ヒヤリ件数 6 件 2 件 2 件 2 件 1 件 

 

       

4．出来した事案  

特にありません 

 

 

- 76 -



2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖生園 

施設長 加藤 成久 

 

神戸聖生園の基本方針 

1．基本的人権を尊重し、態度や言葉遣いにも誠意が感じ取れる支援を実施します。 

 2．本人、家族の思い、また将来の夢や希望の実現に向けたサービスを実施します。 

3．全スタッフが力を集結し、総合力を持ってチームとして支援を実施します。 

4．「利用者主体」を支援のキーワードに、利用者参画が見える支援を実施します。 

5．地域行事・活動への計画的に参加し、利用者が地域の役割を果たす支援を実施します。 

6．利用者の安心・安全を守るため、建物・設備の改修を計画・実施します。 

  

第 5 期中期計画のビジョン 

すべての利用者・職員にとって魅力ある生き生きとした施設にする。 

 

2024 年度の事業報告について 

登録利用者について計 6名が他の活動場所を選択､11月には 1名が亡くなり､計 7名が退所と

なりました。体調不良や家庭都合で 3 名が復帰できず延べ利用数減、年度中に 1 名が利用開始

して利用登録数は 56 名となりました。支援方針に対する厳しい評価もあり、同様のケースは今

後も続くと思われます。以下 4 点に整理して報告します。 

① 「延べ利用者数の増加」については、登録者減に加えて、感染症による利用控えが目立ち 

対法定日数利用率は 70％台に落ち込みました。しかし、併行利用を含めた対契約利用者数で

は約 85％まで回復し、安定利用に向かっています。相談支援、HP、SNS、見学等で当園を知る

機会も増えて年度途中、次年度の新規利用契約 2 名につながりました。 

②「利用者の健康維持管理」については感染症予防対策の継続と新規個別支援計画に食事提 

供項目を加えてきめ細かな食事提供サービスを開始できました。しかし、より丁寧な「口腔

ケア」の実施には至らず、次年度の課題として引継ぎます。 

③「利用者の居場所作り」では、強度行動障害者の支援を通して当園が目指す支援を学び、 

重度者支援構築の一歩を踏み出せました。コンサルテーションを受けて継続的に取り組んで

いる自閉症者への視覚支援と合わせて重度者支援に取り入れて支援の柱にしていきます。 

④「改正新ルール対応」については利用時間の管理徹底や加算変更に取り組みました。ルー 

ル解釈でずいぶん迷いましたが、特に重度者支援の目指す方向を定めて、同加算に係る職員

の資格取得目標を持って取り組みを継続する準備ができました。地域に関わる活動や実習受

け入れも変わらず続けることができました。また虐待防止・身体拘束適正化研修や BCP・福

祉避難所計画に係る研修の実施や準備・更新をすすめました。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：1982 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 知的障害者 2008 年 4 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

組 織 力 の

向上 

神戸聖生園

の組織の安

定 

①ビジョンの共有

と安定した職員

配置 

各活動の準備と振り返りの実施 

ｱ）職制会議・支援課会議の実施事業計画

の進捗状況の確認を実施 

各班（さくら、はやぶさ、つばさ）の連絡

会議を毎月実施し内容を支援課会議で

共有 

ｲ）各担当者会議（行事等）の実施（随時） 

ｳ）派遣職員も活用した職員体制配置 

 9 月に職員体制が整った 

○ 

や り が い

の創出 

研修の実施

と役割の明

確化 

①職員面談の実施 ｱ）今年度にやりたいこと等の支援課長 

面談を実施｡後期は施設長面談実施 ○ 

ワ ー ク ラ

イ フ バ ラ

ンス 

職員のメン

タル面への

配慮 

①職員休憩場の確 

 保 

ｱ）職制会、支援課会議で職員休憩所設置

検討、事務倉庫を転用できないかとの

意見でるが、結局備蓄倉庫として使用｡

休憩場確保は来期以降に持ち越し 

△ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

マ ニ ュ ア

ルの策定・

改訂 

カテゴリー

ごとのマニ

ュアルの策

定・改訂 

①マニュアルの項

目 を 絞 っ た 策

定・改訂 

ｱ）土日祝日開所日マニュアル策定（5 月） 

ｲ）服薬マニュアルの改訂（7 月） 

ｳ）大量調理施設衛生管理マニュアル作成 

（7 月） 

ｴ）服薬マニュアル再改定（3 月） 

○ 

紙 漉 き 活

動 の プ ロ

ジ ェ ク ト

化 

紙漉き活動

の継続 

①紙漉き活動の継

続と製品の開拓 
ｱ）紙漉きで神戸聖生園名刺作製（全員分） 

ｲ）コースター作製 Tunagari で使用依頼 

ｳ）カレンダー作製「おいでやすカーニバ

ル」で販売実施 

ｴ）｢すまるしぇ・すましあ・ひょうご事

業所フェスティバル｣販売イベント出

店 

○ 
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（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

専 門 性 の

向上 

自閉症、重度

化に対する

専門性の向

上 

研修の実施と実践 
 

ｱ）強度行動障害者地域生活支援事業を 

受けた利用者１名の支援を開始 職員

体制を厚くして対応。担当者会議実施：

事業前後を比較するととても落ち着い

て過ごせている 

ｲ）強度行動障害支援者養成研修 

 基礎 3 名、実践 1 名受講修了 

ｳ）豊岡ブランチ来園・研修（7・2 月） 

ｴ）兵庫県強度行動障害支援事業報告会 

で事例紹介報告（2 月） 

ｵ）総合職員研修で報告発表実施（3 月） 

○ 

活 動 の 充

実 と 活 動

場の工夫 

ソフト面で

の活動に関

する立案 

①現在の活動にと

らわれない活動

の立案と実施 

 

ｱ）グランドを活用した外活動を実施 

  (5 月） 

ｲ）日帰り旅行の実施（6 月） 

ｳ）HUG＋展の出品（9 月） 

ｴ）夏季熱中症指針に沿う外活動実施 

ｵ）聖隷オアシス 1 階 EV ホールに活動創 

作物展示 

○ 

自 前 給 食

の提供 

自前給食の

実施 

①利用者のニーズ

の調査と健康支

援の実施 

ｱ）食べ物アレルギーアンケート実施 

 （4 月） 

ｲ）個別支援計画書に給食のカロリーや 

 量を記録（6 月） 

ｳ）安全な食事の為、食堂席替実施 

ｴ）食事提供について厨房と支援課で打合 

せ会実施（提供方法、おかわり等） 

○ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

収 支 を 得

る た め の

情報収集 

加算の取り

こぼしゼロ

（加算・制度

の学び） 

①新報酬体系の理

解と取りこぼし

がないかの確認 

ｱ）新報酬体系共有と変更に合う対応実 

 施 

ｲ）重度者支援加算の取得（計 13 名） 

ｳ）重度者送迎加算の取得継続 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

新 た な 活

動 の 場 を

立案､利用

者 の 安 全

と 生 き 甲

斐 の 充 実

を図る 

ハード面の

活動に関す

る立案 

①利用者の特性に

応じた活動の実

施 

ｱ）事務倉庫を整理して使用法を検討 

ｲ）備蓄倉庫としての使用決定 

△ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ボ ラ ン テ

ィ ア の 受

入れ再開 

地域活動へ

の参加（喫

茶、太極拳

等） 

①ボランティアの

受入れ 

ｱ）ボランティア係で受入れ内容・募集方

法について話し合い実施 

ｲ）ボランティアの受入れ（7・9 月） 

ｳ）ことぶき喫茶への参加（毎月） 

○ 

地 域 清 掃

の 定 着 と

継続 

地域清掃の

再検討と実

施 

①地区清掃の継続 ｱ）友が地域の清掃（酷暑期、極寒期は中

止）の実施 

ｲ）竜が台ゴミステーション清掃の実施

（毎週月曜日） 

○ 

 

3．事故報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

そ の

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 4 件 １件 件 件 件 5 件 22 件 32 件 0 件 

※その他：他害、書類渡し間違い､職員の自宅開門、退勤時行方不明、オアシス机キズ等  

 

（2）ヒヤリハット報告 

種 別 

（多い順） 

利用者の 

行動・体調 

送迎・外出

時 

利用者同士

の関係性 
施設の環境 

職員業務 

ミス 
計 

ヒヤリ件数 7 件 4 件 3 件 2 件 1 件 17 件 

        

4．出来した事案 

（1）地位確認等請求事件 

2023 年 10 月付けで元職員からの｢地位確認等請求事件｣について、解決金 100 万円を支

払う事で和解が成立した。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームせいれいやまて 

施設長 加藤 成久 

 

グループホームせいれいやまての基本方針 

1．基本的人権を尊重し、態度や言葉遣いにも誠意が感じ取れる支援を実施します。 

2．安全で安心できる場を提供するために環境整備を実施します。 

3．利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します。 

4．利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します。 

5．世話人・支援職員らが協力して支援内容を工夫し、温もりのある事業所を目指します。  

 

第 5 期中期計画のビジョン 

 すべての利用者・職員にとって魅力ある生き生きとした施設にする。 

 

2024 年度の事業報告について 

 第 5 期中期計画の 2 年目である本年は以下の 3 点を計画の柱として取り組みました。各項目

でまとめて報告します。 

① 「組織力の向上」：年度初めには職員数が揃い、年度を通して安定していました。支援課

長が直接に現場応援に入らざるを得ない状況は前年度比約 4 割に収めることができ、そ

の分支援課長が内部研修等、職員育成に継続して取組める機会が増えました。また感染

症発症者はほぼ無い状態で過ごすことができましたが、感染症予防対策は継続実施しま

した。入居中のご利用者には、ご家族がお亡くなりになる辛く悲しいこともありました

が、安心して安定してご利用くださいました。 

② 「専門性の向上」：永年勤続職員が一定の数になり、専門職員加算を算定。収入の安定に

つながりました。サービス管理責任者が先導する形で定期職員ミーティング開催と個別ﾆ

必須研修を実施､他事業所見学会等を通して業務の質の向上と共有化に取り組みました。 

③ 「地域貢献」：本年のルール改正で「地域連携推進会議」の準備が必要となり地域自治会

や同区内の同業者連絡会等を通して会議のあり方検討や、メンバー構成等の準備を進め

ましたが日中の日程調整が難しく今年度中の開催はできませんでした。 

 

 

事業概要  

開設年月日：2005 年 8 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 2006 年 10 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

組 織 力 の

向上 

組織の安定 ①ビジョンの共有 

②安定した職員配

置バックアップ

職員と情報共有

継続 

① 

ｱ）職員ミーティングの実施（毎月） 

施設長から神戸聖隷ハンドブックを

使用して理念の共有を実施 

② 

ｱ）4 月に職員体制が整う 

サービス管理責任者の常時配置によ

り情報共有を実施 又メールを使用

して情報共有を実施 

○ 

や り が い

の創出 
研修の実施

と役割の明

確化 

①職員との面談実 

 施 

ｱ）全職員との個別面談実施、派遣職員 2

名との面談も実施 

 
○ 

 

（2）業務プロセスの視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

マ ニ ュ ア

ルの策定 

カテゴリご

とのマニュ

ア ル の 策

定・改訂 

①マニュアル項目

を絞った策定・

改訂 

ｱ）新着職員向けのマニュアルを改訂 

○ 

 

（3）顧客の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

専 門 性 の

向上 

自閉症、重度 
化に対する

専門性の向 

上 

①研修の実施と実

践 

ｱ）未実施(必須研修は除く) 

ｲ）利用者が日中に通う事業所の職員見 

学会の実施 △ 

情報共有 情報の共有

化 

①サービス管理責

任者を中心とし

た情報の共有 

ｱ）サービス管理責任者の常時配置による

密な情報共有を実施 

ｲ）メール利用して情報共有を行い、シフ

ト勤務による情報の洩れを防止 

○ 
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（4）財務の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

収 支 を 得

る た め の

情報収集 

 

加算の取り

こぼしゼロ

（加算制度

の学び） 

①新報酬体系の理

解と取りこぼし

がないかの確認

継続新たな加算

獲得取組み継続 

新報酬体系に対応 

ｱ）福祉・介護職員等処遇改善加算  

Ⅲ⇒Ⅰ変更を実施（8 月） 

ｲ）福祉専門職員配置等加算Ⅲを算定 

(4 月） 

○ 

 

（5）地域公益の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 の 行

事の参加 

地 域 の 行

事・活動の参

加 

①近隣の小学校の

開放行事に参加 

ｱ）地域清掃を自治会に問い合わせるが、

コロナ禍以降していないとの返答。 

ｲ）小学校開放行事について、婦人会と共

に参加する予定も、婦人会が不参加を

となり､当事業所も不参加 

△ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 1 件 件 件 件 1 件 2 件 0 件 

※その他：車両事故 １件（公用車、敷地内の駐車場で来所中の業者の車両に接触） 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 忘れ物 紛失 盗食 その他 

ヒヤリ件数 4 件 1 件 1 件 3 件 

※その他：トイレ支援確認忘れ 1 件、ご家族の服薬準備ミス 1 件、トイレ失敗確認忘れ 

        

4．出来した事案 

特にありません 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームたいのはた東 

施設長 加藤 成久 

 

グループホームたいのはた東の基本方針 

1．基本的人権を尊重し、利用者一人ひとりの個性や思いを尊重した支援を実施します。 

 2．安全で安心できる場を準備し、日常生活の充実と豊かさを提供します。 

3．利用者が地域の方々に愛され、地域と共に歩む事業所を目指します。 

4．世話人・支援員・関係者が協力し、お互いに認め合う温もりのある事業所を目指します。 

5．将来グループホームを希望される利用者の体験利用を応援します。 

6．地域の福祉相談窓口として、社会福祉で地域に貢献できる事業所を目指します 

  

 

第 5 期中期計画のビジョン 

・すべての利用者・職員にとって魅力ある生き生きとした施設にする。 

 

2024 年度の事業報告について 

 第 5 期中期計画の 2 年目である本年は以下の 3 点を計画の柱として取り組みました。項目ご

とにまとめて報告します。 

① 「利用者の安心・安全と安定したご利用の継続」：基本的な感染症予防対策は継続的に実

施しましたが、7 月に利用者 2 名、職員 4 名の新型コロナ感染が確認されました。大事を

とって長い帰省となった方があり、7・8 月（利用率:60.2％対法定)に大きな影響があり

ましたが 9 月には安定しました（利用率:81.6％）その後感染症の発症は無く、安定利用

が続きました。年間利用率（体験利用含む）は約 75%となりました。 

② 「職員体制の安定化」：上半期は感染症の影響もあり、具体的な動けませんでした。現在

の職員体制は安定していますので、月定のミーティングや研修等によって支援方法の学

びや共有の継続はできました。下期には職員の体調不良や骨折で休まれるケースが増え

ました。職員の加齢に合わせた勤務調整を行っていますが、少し加速させる必要が生じ

ています。 

③ 「地域貢献」：次年度義務化される「地域連携推進会議」の準備を進めました。ホーム職

員を通じて地域の住人や自治会との関係ができていますが、この地域にお住いの第三者

委員にも連絡して会議のあり方やメンバー構成等を検討し準備しました。年度中の開催

には至りませんでした。 

 

 1.事業概要 

 開設年月日：2016 年 2 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 
共同生活援助 

(体験利用型含む) 
6 名 知的障害者 2016 年 2 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

組 織 力 の

向上 

組織の安定 ①ビジョンの共有 

②安定した職員配 

 置 

バックアップ職

員と情報共有継

続 

①職員ミーティングの実施（毎月） 

ｱ）施設長より神戸聖隷ハンドブックを 

使用した理念の共有を実施 

②職員体制は安定 

ｱ）定期的にサビ管との情報交換を実施 

○ 

や り が い

の創出 

研修の実施

と役割の明

確化 

職員との面談実施 ｱ）職員面談を上半期に実施(支援課長) 

ｲ）個別面談を下半期に実施(施設長) 
○ 

 

（2）業務プロセスの視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

マ ニ ュ ア

ルの策定 

カテゴリご

とのマニュ

ア ル の 策

定・改訂 

①マニュアル項目

を絞った策定・

改訂 

ｱ）未実施 

☓ 

 

（3）顧客の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

専 門 性 の

向上 

自閉症、重度

化に対する

専門性の向

上 

①研修の実施と実

践 

ｱ) 未実施 

ｲ) 必須研修は個別研修で実施 

☓ 

情報共有 情報の共有

化 

①サービス管理責

任者を中心とした

情報の共有 

ｱ）サービス管理責任者と適時情報共有 

を実施 ○ 
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（4）財務の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

収 支 を 得

る た め の

情報収集 
収 入 増 の

情報収集 

加算の取り

こぼしゼロ

（加算制度

の学び） 

①新報酬体系の理

解と取りこぼし

がないかの確認

継続新たな加算

獲得の取組み継

続 

ｱ）新報酬体系の対応と加算の確認を実施 

 

○ 

 

（5）地域公益の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 清 掃

の 定 着 と

継続 

地域の活動

への参加 

①清掃を通して地

域貢献 
 

ｱ）地域のゴミステーション清掃の実施 

継続 ○ 

地 域 清 掃

の 定 着 と

継続 

地域清掃の

再検討と実

施 

①地区清掃の継続

（バス停・ごみ収 

 集スペース） 

ｱ）地域のごみステーション政争の実施

（事業ごみのためにごみステーション

清掃は免除されているが実施） 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 1 件 3 件 4 件 0 件 

※その他：体験利用日数の間違い、自動火災報知機の誤発報、帰省時行方不明 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 備品故障 

ヒヤリ件数 １件 

 

4．出来した事案 

特にありません 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸愛生園 

施設長 加藤  航 

 

神戸愛生園の基本方針 

1．唯一無二の存在である利用者の命を守り、その人らしい生活が送ることができるように 

   支援します。 

2．態度、言動がどのような影響を与えるかよく考え、人権に配慮したケアに努めます。 

3．利用者のニーズに基づき、従来からのサービスに固執せず、神戸愛生園の総合力を持っ

て柔軟にサービスを提供します。 

4．施設機能の情報提供、相談を積極的に行い地域に必要とされるよう努力します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

40 年を迎え、築いてきた歴史を再認識、時代の変化に合わせて守るもの、変えるものの選択。

暖かな空気感、人間味、家族観の継承。 

 

2024 年度の事業報告について 

 5/26 をもって、ご利用者の外出（泊）・来園者の入館規制を 2020 年 2 月から実に約 5 年ぶり

にコロナ禍以前に戻しました。しかし、その矢先の 6/5 にコロナ感染者が確認され、その後 2

年ぶりのコロナクラスターとなりました。終息に約 1 ヶ月を要しました。12 月にはインフルエ

ンザがクラスター化し、26 人ものご利用者、職員が罹患しました。ご利用者が発熱されると、

居室隔離し、抗原検査や病院受診をして安全を確認することは年間通して繰り返し行いました。 

 施設の建替えは、改築・改修に方針を変え、黒田建築設計事務所と定例会議を行うようにし

ました。神戸市のご理解のもと、協議が進み、計画が急速に進んできました。3 月の理事会で

は基本構想が承認されました。 

 12/19 には初のイスラム教徒である EPA 候補者の職員が入職しました。食べ物、お祈り、ジ

ルバブなど、これまで意識する事のなかった異文化に触れることとなり、刺激を受けました。 

 年間通してご利用者の退所が多く、入所者の確保に努めましたが、充足しませんでした。 

 また職員の体調不良も多く、業務体制に苦慮した 1 年でもありました。 

 

 

【神戸愛生園】 

1.事業概要 

 開設年月日：1982 年 5 月 10 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   (第 1 種) 施設入所支援 50 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 60 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 5 名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 神戸愛生園診療所 － － 1984 年 4 月 10 日 
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 2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

人 材 定 着

と 中 堅 職

員 の 底 上

げ 

基本的な介

護・支援技術

の定着 

①利用者に安心

してもらえる

介護技術の提

供 

ｱ）ケアガイドラインに基づいて愛生園 

の入浴マニュアルの見直しを実施 

ｲ）2025 年 4 月より運用開始。 ◎ 

共に笑顔に

なる体験 
①共に笑顔にな

れるイベント

の企画、実践 

ｱ）毎月小さなレクリエーションを１～3

回企画・実施 

ｲ）ボランティアによる音楽・ダンス披

露・カラオケなどを一部再開 

◎ 

理 念 の 浸

透 
理念に対す

る各自の行

動目標の明

示（通称：理

念の樹） 

①行動目標の振

り返りの共有と、

自己アピールボ

ードのリニュー

アル 

ｱ）昨年度の個人目標振り返りシートの 

記載内容を PDF にして職制内で共有 

ｲ）全職員対象に、新たに個人目標を立て 

自己アピールボードと共に顔写真撮影 

ｳ）“理念の樹”をリニューアル 

◎ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 内 容

の見直し 
働きやすい

勤務体制へ

の見直し 

① 入 所 主 任 の

WLB 改善に向

けた、業務の棚

卸、整理 

ｱ）入所主任との現状共有。改善に向けた

業務内容の棚卸しと分析を実施 

ｲ）具体策未定 △ 

マニュアル

の再整備 
①勤務体制の見

直しに伴うマ

ニュアルの整

理 

ｱ）勤務体制変更に伴うマニュアル(タイ

ムテーブル）を随時変更 

ｲ）ケアガイドラインとマニュアルの突 

合せ(入浴） 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 主

体 の 支 援

の実現 

意思決定支

援に基づく

実践 

①意思決定支援

に関する勉強

会の実施 

ｱ）ケアガイドライン研修優先による間接

関与 △ 

- 88 -



重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 老 朽

化 へ の 対

応 

神戸愛生園

の建て替え 

①事業内容の決 

 定 

ｱ）建築に関する話し合い

4/16,5/24,8/30，12/24，1/9,27，

2/10,25,3/10,14,3/31 

ｲ）5/31 あゆみの里見学 

ｳ）3/21 理事会で事業概要承認決議 

◎ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 出 の 見

直し 

時間外勤務

削減への取

り組み 

①対象職員の超

過勤務の削減 
ｱ）面談による一時的な残業改善も、継続

性に課題が残り改善には至らず △ 

収 入 の 安

定 

定員の充足

と空床機関

の短縮 

①定員の充足と

ロングショー

トステイの確

保 

ｱ）新規入所 4 名受入れ実施 

ｲ）2 週間以上のロングショートステイ 

をのべ 6 名、344 日間受け入れ 

ｳ）その内 1 名が入所 

ｴ）今年度 7 名の契約終了のため、定員充

足未達 

△ 

SS 利用率の

向上 
①受け入れ条件

の緩和 

感染予防のための受入れ条件を緩和し、

SS 利用時の他事業所併用を再開。通所利

用者の定期的な SS 利用再開につながる。 

○ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 と の

つ な が り

を 取 り 戻

す 

ボランティ

ア受け入れ

の再開 

①登録ボランテ

ィアへの働き

かけ・受入体制

の再構築 

ｱ）個人、団体のボランティア再開 

ｲ）個人で利用者のニード対応等のボラ 

ンティア再開未達 

ｳ）ライブ活動をされている方々の受け 

入れ、学生ボランティアの受け入れ実

施 

△ 

地域行事へ

の参加 
① 地 域 行 事 参

加・交流 
ｱ）8/3 ふる里まつり、3/16 こんにちはカ

ーニバルへの利用者参加実施。 

ｲ）利用者自治会（愛和会）役員参加によ

る地域活動への寄与 
◎ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
1 件 7 件 1 件 4 件 件 件 2 件 29 件 44 件 1 件 

※その他：配薬ミス 1 件、服薬漏れ 2 件、服薬飲みこぼし 8 件、物損 5 件、所持品紛失 2 件、

情報共有ミス 4 件、食事形態ミス 3 件、利用者嗜好品の賞味期限切れ 3 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 支援関係 環境面 その他 

ヒヤリ件数 27 件 9 件 4 件 

※その他： 

        

4．出来した事案  

（1）新型コロナウイルスクラスター 

6/5～6/26 コロナクラスターが発生し、ご利用者・職員併せて 12 人が罹患した。 

 

（2）インフルエンザクラスター 

12/3～12/13 インフルエンザが発生し、ご利用者・職員併せて 26 人が罹患した。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 きたすま障害者相談支援センター 

施設長 大森 陽子  

 

きたすま障害者相談支援センターの基本方針 

1. 地域で生活する障害者（児）とその家族等からの相談に対し、必要な情報の提供や助言を

行うとともに、関係諸機関との連携を図り、障害福祉サービスの利用援助（サービス等利

用計画の作成を含む）等適切な支援を行います。 

 2. 相談者の意思及び人権を尊重して障害特性や本人・家族のニーズ等を的確に把握し、公

正・中立性を保ちつつ常に相談者の立場に立った地域生活支援の提供に努めます。 

3. 相談者やその家族等のニーズ、想いを受け止め、適切な助言や情報提供等の支援ができる

よう、職員の専門性の向上に努めます。 

4. 障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域を目指し、須磨区自 

立支援協議会の事務局として活発な運営を専門性とチームワークで行います。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

障害のあるなしに関わらず誰もが住み慣れた地域で安心・安全に暮らすことができるよう、

望みごとや困りごとが気軽に相談できる身近なセンターを目指します。 

 

2024 年度の事業報告について 

 第 5 期中期計画の 2 年目は、神戸市からの事業委託（5 年間）の 4 年目でした。感染症の影

響を感じつつも、障害のある方やそのご家族が住み慣れた地域で孤立することなく、必要な障

害福祉サービスを利用しながら安心して日常生活を過ごすことができるよう、身近な相談窓口

としての役割を担いました。 

今年度も障害児相談支援サービスを積極的に推し進めることを重点実施課題として、センタ

ー全体の受任ケースに占める比率を高め、発達の気になる子どもを持つ保護者の療育や将来の

進路等に対する不安や孤立感に寄り添いフォローに努めました。 

 また、幅広い知識や情報への精通が求められる相談員の資質向上のため、ケース検討会議、 

個別スーパービジョン、グループスーパービジョン、個別ヒアリングを継続的に行い、内部研 

修では、クロスロードによる防災研修、業務改善ワーキングによる職場環境向上を図りました。 

 さらに、地域福祉ネットワークの要となる須磨区自立支援協議会の事務局として、親子部会 

主催の「すまっこフェア」開催、すまいんど部会主催の「すまるしぇ」「コープ×すまるしぇ」 

（事業所自主製品の販売会）、「すましあ」（地域交流イベント）、「冬のギフトセット」（お歳暮）、 

就労支援部会主催の「当事者交流会」、まなぼー!!部会主催の「引きこもり支援勉強会」等を行 

い、地域に向けた障害のある方への理解と啓発を推進しました。 

 公益的な取り組みにおいては、須磨区社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット須磨）

の「研修チーム」に参画し、施設見学会、防災研修会の企画・実施を通じて、種別を超えた法

人間の横の繋がりを深めました。次年度は、神戸市からの事業委託（5 年間）最終年度となり、

次期委託更新に向けた神戸市との協議を行い、引き続き、センター事業を継続できるよう準備

を進めていきます。 
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1．事業概要  

 開設年月日：2014 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業    (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2014 年 4 月 1 日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 相談支援事業 － 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2014 年 4 月 1 日 

 

 

2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

相 談 支 援

力の向上 

定期ヒアリ

ング、スー

パービジョ

ンの実施 

①教育、管理、支 

持的関わりによ

る実施 

ｱ）定期ヒアリングの実施（6 月、11 月） 

ｲ）個別スーパービジョンの実施（5 月、

6 月、8 月） 

ｳ）グループスーパービジョンの実施（7

月、10 月） 

△ 

専門知識、

面 接 ス キ

ルの取得 

外部研修へ

の参加、内

部研修の実

施、チーム

アプローチ

の実践 

①外部研修参加、 

実践に即した内

部研修の実施 

ｱ）医ケア児 CN 研修（6 月） 

ｲ）DV 支援者研修（6 月） 

ｳ）相談支援ファーストレベル研修（7 月） 

ｴ）法人主任・副主任研修（7 月） 

ｵ）法人 QOL（介護)研修（7 月） 

ｶ）愛着障害支援者研修（7 月、8 月） 

ｷ）相談支援従事者初任者研修 

（8 月、10 月、12 月） 

ｸ）相談支援機能強化研修（8 月） 

ｹ）ほっとかへんネット須磨施設見学研修

会（8 月） 

ｺ）法人 QOL（知的)研修（8 月） 

ｻ）法人 QOL（相談)研修（8 月、11 月） 

ｼ）神戸市虐待防止研修（9 月） 

ｽ）相談支援基礎基礎研修（9 月） 

ｾ）防災クロスロード研修（9 月） 

ｿ）認定調査員フォロー研修（9 月） 

ﾀ）ヤングケアラー研修（9 月） 

ﾁ）法人 QOL（児童）研修（10 月） 

ﾂ）法人中級一般職員研修（10 月） 

ﾃ）法人一般職員研修（11 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

専門知識、

面 接 ス キ

ルの取得 

外部研修へ

の参加、内

部研修の実

施、チーム

アプローチ

の実践 

①外部研修参加、 

実践に即した内部 

研修の実施 

ﾄ）神戸市障害者虐待防止研修（12 月） 

ﾅ）強度行動障害支援者研修（12 月） 

ﾆ）精神障害基礎研修（1 月） 

ﾇ）地域支援機能強化研修（1 月） 

ﾈ）触法障害者支援研修（1 月） 

ﾉ）にも包括研修（1 月） 

ﾊ）神戸市地域自立支援協議会研修（1 月） 

ﾋ）M-CAT 研修（1 月） 

ﾌ）アサーション研修（2 月） 

ﾍ）医ケア児 CN 研修（2 月） 

ﾎ）ファーストレベル研修（2 月） 

ﾏ）法人総合職員研修（3 月） 

ﾐ）業務改善内部研修（3 月） 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

チ ー ム 支

援 体 制 の

構築 

所内会議、 

ケース会議 

の活性化 

①情報共有と支援 

力向上 

ｱ）職員会議の開催（毎月） 

ｲ）ケース会議の開催（毎月） ○ 

組 織 内 の

業 務 分 担

を 平 準 化

する 

役割分担表

の作成と見

直し 

①業務の平準化と 

優先順位付け 

ｱ）職務分掌表の作成と見直し（4 月） 

ｲ）ケースファイル更新時期を平準化 

（6 月） 

ｳ）郵便料金値上げ（10 月～）に伴い切手

管理ファイルを刷新 

ｴ）職員体制状況に応じた柔軟な担当ケー

ス割り振りを実施（12 月～2 月） 

ｵ）管理者変更に伴う職務分掌表の見直し

（3 月） 

○ 

風 通 し の

良 い 職 場

環 境 づ く

り 

超過勤務削

減、有給休

暇取得、業

務改善を推

進 

①業務の洗い出し

と優先順位付け 

ｱ）超過勤務の実態把握と共有 

（4 月、10 月） 

ｲ）有給休暇取得の実態把握と共有 

（4 月、10 月） 

ｳ）夏季休暇の日程割振りと確実な取得 

（8 月） 

ｴ）健康診断の日程割振りと確実な受診 

（8 月） 

ｵ）U ラインカード終了に係る今後の交通

費精算処理について検討（12 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 へ の

積 極 的 な

情報発信 

SNS(Facebo

ok)の活用 

①Facebook へ投 

 稿 

ｱ）発達の気になる子どもを持つ保護者向

けピアカウンセリング年間予定表 

（4 月） 

ｲ）職員紹介記事（7 月、10 月、1 月） 

ｳ）手づくりひろばすましあ紹介 

（9 月、11 月） 

ｴ）すまるしぇ紹介（12 月） 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

権 利 擁 護

の推進 

虐待防止チ

ェックリス

ト、CS 調査

を実施 

①年 2 回実施 ｱ）虐待防止チェックリスト実施 

（9 月、2 月） 

ｲ）顧客満足度（CS）調査実施（1 月） 

ｳ）虐待防止事例検討会（1 月） 

○ 

障 害 児 相

談 支 援 の

実施 

障害児相談

支援を拡充 

①5 件／75 件 ｱ）新規 4 件受任 

ｲ）10 件／76 件 ◎ 

計 画 相 談

支援・障害

児 相 談 支

援を拡充 

計画相談支

援と障害児

相談支援の

受任件数増 

①75 件/契約件数 ｱ）76 件/契約件数 

○ 

災害等、非

常 時 の 備

えと対応 

災害時要援

護者リスト

の作成と備

蓄品整備 

①備蓄品整備とリ 

スト更新 

ｱ）災害時要援護者リスト様式作成（5 月） 

ｲ）災害時備蓄品の購入（5 月） 

ｳ）災害時要援護者リスト完成（9 月） 

ｴ）災害時要援護者リストファイルの作

成、データの供覧化を実施（10 月） 

ｵ）緊急対応の可能性が高いケースをリス

ト化して共有（12 月） 

○ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

事 業 を 継

続 し て 受

託する 

2026( 令 和

8)年度～の

委託更新に

向け、行政 

との連携、

情報収集 

①神戸市と協議 ｱ）障害者相談支援センター長会議に参加

（毎月） 

ｲ）北須磨支所連絡会に出席（毎月） 

ｳ）神戸市実地調査（6 月） 
○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

委 託 業 務

を 適 正 に

実施する 

各種調査業

務の確実な

実施 

①400 件/年 

 （区分、勘案、

移動支援、訪問

入浴、同行援護） 

ｱ）障害支援区分認定調査（新規）38 件 

ｲ）障害福祉サービス勘案調査  415 件 

ｳ）移動支援サービス聴き取り  88 件 

ｴ）訪問入浴サービス聴き取り   2 件 

○ 

持 続 可 能

な 事 業 運

営 

BCP 計画の

策定と更新 

①計画作成と更新 ｱ）BCP 計画内容の共有（不定期） 

△ 

体 制 加 算

の維持、個

別 加 算 の

取得 

所定研修の

受講と個別

加算の取得

要件の正し

い理解 

①12 件/年 ｱ）初回加算 7 件 

ｲ）医療・保育・教育等連携加算 8 件 

ｳ）サービス提供時モニタリング加算 5 件 

ｴ）集中支援加算 1 件 

ｵ）入院時情報連携加算 2 件 

○ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 の 身

近 な 相 談

窓 口 と し

て の 役 割

を果たす 

地域の関係

機関との連

携支援によ

るアウトリ

ーチ強化 

①基本相談の丁寧 

な対応 

ｱ）青陽須磨支援学校進路相談会に出席 

（5 月） 

ｲ）コープ須磨地域つながる MT（7 月） 

ｳ）個別支援会議 18 ケース実施 

○ 

地 域 と の

ネ ッ ト ワ

ー ク 作 り

を図る 

就労支援機

関のネット

ワーク作り

と就労ニー

ズに対応 

①勉強会、交流会

の実施 

ｱ）定例会の開催（6 月、8 月、11 月、1 月、

3 月） 

ｲ）事業所見学会を企画実施（9 月、10 月） 

ｳ）当事者交流会を実施（2 月） 

○ 

障害福祉サ

ービス事業

所自主製品

の啓発と販

路拡大 

①区役所、コープ

等での販売 

ｱ）妙法寺川さくらまつり（4 月） 

ｲ）すまるしぇ開催（毎月） 

ｳ）コープ×すまるしぇ開催（毎月） 

ｴ）定例会の開催（5 月、8 月、2 月） 

ｵ）冬のギフトセット（9 月、12 月、1 月） 

ｶ）手づくりひろば「すましあ」（11 月） 

ｷ）須磨の未来を語る集い（12 月） 

○ 

障害のある

方の「権利

擁護」「災害

時要援護者

支援」の実

践 

①研修会の開催、

サポートカード

の普及・啓発 

ｱ）定例会の開催 

（4 月、6 月、8 月、10 月、12 月、2 月） 

ｲ）手づくりひろば「すましあ」（11 月） 
○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 と の

ネ ッ ト ワ

ー ク 作 り

を図る 

障害のある

方の「地域

移行支援」

の啓発、支

援者の資質

向上 

①研修会の実施 ｱ）定例会の開催（5 月、7 月、9 月、12 月、

2 月） 

ｲ）引きこもり支援研修会（11 月） 
○ 

障害児支援

に関わる機

関の関係づ

くりと支援

力の向上 

① 説明会、交流 

会の実施 

ｱ）定例会の開催 

（5 月、6 月、9 月、11 月、2 月） 

ｲ）すまっこフェア（7 月） 

ｳ）事業所交流会（10 月、2 月） 

○ 

相談支援事

業所間の連

携強化と地

域課題への

アプローチ 

①学習会の実施 ｱ）定例会の開催 

（4 月、6 月、8 月、12 月、2 月） 

ｲ）3 区（須磨・長田・兵庫）合同相談支

援部会（5 月、9 月、10 月） 

○ 

発達の気に

なる子ども

を持つ保護

者への支援 

①ピアカウンセリ

ングの実施 

ｱ）ピアカウンセリングの実施 

（5 月、6 月、9 月、3 月） 

ｲ）ファシリテーター（講師）変更に係る

調整を実施（1 月、2 月、3 月） 

○ 

地域福祉

ニーズに

向き合い

対応 

する 

コア実務者

会・実務者

会への積極

的な参画 

①コア実務者会・

実務者会への積

極的な参画 

ｱ）全体会・実務者会に出席（5 月） 

ｲ）研修チーム打合せに出席（4 月、6 月、

7 月、11 月、12 月、1 月、3 月） 

ｳ）施設見学研修会（8 月） 

ｴ）防災クロスロード研修（2 月） 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 件 0 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 誤送信 

ヒヤリ件数 1 件 

 

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸聖隷総合相談センター 

施設長 大森 陽子 

 

神戸聖隷総合相談センターの基本方針 

1. 地域で生活する障害者とその家族等からの相談に対し、相談者の意思及び人権を尊重し

た適切な情報提供や助言、意向に沿った計画相談支援サービス（サービス等利用計画の作

成）の提供等、住み慣れた地域で安心に暮らすことができるよう相談支援を行います。 

 2. 必要性が高まっている「成年後見制度」に関する相談、情報提供、申立支援を通じて地域

のニーズに応えます。 

3. 地域が抱える課題のセーフティネットとしての役割を果たすべく、障害、年齢に関係なく

生きづらさ、困りごとを持つ方々の相談の対応、ニーズの把握に努め新たなサービスを

創造します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

 障害のあるなしに関わらず誰もが住み慣れた地域で安心・安全に暮らすために、気軽に相談

が出来て、憩いの汀となるよう地域と共に歩みます。 

 

2024 年度の事業報告について 

第 5 期中期計画の 2 年目は、感染症の影響を受けつつも、ビジョンに掲げる「憩いの汀」と 

なるセンターを目指して、地域の福祉ニーズに応える取り組みに努めました。 

事業の中心となる計画相談支援サービス（サービス等利用計画の作成）では、法人内の各施 
設のご利用者を中心に、300 名のご利用者の計画相談を受任、ご利用者お一人おひとりが、必

要な障害福祉サービスを安心してご利用できるよう、また、親なき後の生活に備えたセーフテ

ィネットの役割に努め、丁寧な相談支援を行いました。 

8050 問題と表現される突発的な家族状況の変化により、これまでの生活から一転して不安に 
直面されたご利用者の気持ちに寄り添いながら、短期入所、グループホーム、施設入所など、

ご利用者の希望を最優先にした生活拠点の調整を行ないました。今後も、同様のニーズが想定

されるため、不測の事態に即応することができるよう支援していきます。 

4 年目を迎えた「Tunagari～あつまり処～」は、地域のどなたでも気軽にご利用いただ 

けるカフェとして地域に定着してきています。また、就労を目指す知的障害のご利用者が実際

の職場を体験できるチャレンジの機会として、9 月の「おいでやすカーニバル」では、地域の

より多くの方々に存在を知っていただける機会となりました。 

そして、念願であった地域のこどもたちが安心して過ごせる居場所「Tunagari～こどもひろ

ば」を、小学校が長期休みとなる夏・冬・春の年 6 回開催しました。毎回 30 名近くの小学生が

参加され、近隣の大学生や高校生ボランティアと宿題をしたり、一緒に遊んだり、お昼ごはん

を楽しく食べたりして、笑顔の絶えない充実した時間を過ごしていただくことができました。

次年度も、夏・冬・春の年 6 回、こどもたちが安心して過ごせる居場所として企画を行い、地

域の福祉ニーズに応えていきます。 

 

- 97 -



1．事業概要 

 開設年月日：2016 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業 (第 2 種) 特定相談支援 － 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2016 年 4 月 1 日 

 

2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

相 談 支 援

力の向上 

定期ヒアリ

ング、スー

パービジョ

ン 

①教育、管理、支

持的関わりによ

る実施 

ｱ）グループスーパービジョンの実施 

（毎月） 
○ 

専門知識、

面 接 ス キ

ルの取得 

外部研修へ

の参加、内

部研修の実

施、チーム

アプローチ

の実践 

①外部研修参加、

実践に即した内

部研修の実施 

ｱ）精神保健福祉支援者基礎研修（6 月） 

ｲ）相談支援従事者初任者研修（8 月） 

ｳ）発達障害者支援基礎研修（9 月） 

ｴ）自閉症スペクトラム口腔研修（9 月） 

ｵ）相談支援従事者初任者研修 

（10 月、12 月） 

ｶ）児童分野専門コース別研修（11 月） 

ｷ）北摂杉の子会セミナー（11 月） 

ｸ）家族という困難を考える（11 月） 

ｹ）強度行動障害支援者養成研修（12 月） 

ｺ）発達障害実務者養成研修 

（1 月、2 月、3 月） 

ｻ）発達障害支援者専門研修（1 月） 

ｼ）触法障害者支援研修（1 月） 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

チ ー ム 支

援 体 制 の

構築 

所内会議、

ケース会議

の活性化 

①情報共有と支援 

力向上 

ｱ）職員会議の開催（毎月） 

ｲ）ケース会議の開催（毎月） ○ 

組 織 内 の

業 務 分 担

を 平 準 化

する 

役割分担表

の作成と見

直し 

①業務の平準化と 

優先順位付け 

ｱ）役割分担表の作成（4 月） 

ｲ）担当ケース数の平準化を実施（毎月） 

ｳ）スマートフォン導入（9 月） 

ｴ）管理者変更に伴う業務フロー（主に事

務関係）を再確認 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

風 通 し の

良 い 職 場

環 境 づ く

り 

超過勤務削

減、有給休

暇取得、業

務改善を推

進 

①業務の洗い出し

と優先順位付け 

ｱ）有給休暇の積極的な取得推進を共有 

（5 月） 

ｲ）夏季休暇を全職員が消化（8 月） 

ｳ）相談室空調環境整備（9 月） 

ｴ）スマートフォン導入（9 月） 

ｵ）超過勤務の実態把握と共有 

（10 月、3 月） 

ｶ）有給休暇取得の実態把握と共有 

（10 月、3 月） 

○ 

地 域 へ の

積 極 的 な

情報発信 

SNS(Facebo

ok)の活用 

①Facebook へ投 

 稿 

ｱ）職員紹介記事を投稿（4 月、8 月、1 月） 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

権 利 擁 護

の推進 

虐待防止チ

ェックリス

ト、CS 調査

を実施 

①年 2 回実施 ｱ）虐待防止チェックリスト実施 

（9 月、2 月） 

ｲ）顧客満足度（CS）調査実施（1 月） 

ｳ）虐待防止事例検討会（1 月） 

○ 

親 な き あ

と 支 援 の

推進 

お一人おひ

とりの実情

に合わせ柔

軟なサービ

ス調整を支

援（成年後

見制度利用

促進含む） 

①ニーズ把握によ

る支援の実施 

ｱ）ご家族の急な入院に伴う施設入所利用

調整支援 3 件 

ｲ）ご家族の急死に伴う SS、GH 利用調整

支援 1 件 

ｳ）親なき後に備えた SS 利用調整支援 3

件 

ｴ）ご家族の急な入院に伴う SS 利用調整

支援 5 件 

○ 

災害等、非

常 時 の 備

えと対応 

災害時要援

護者リスト

の作成と備

蓄品整備 

①備蓄品整備とリ 

スト更新 

ｱ）未着手 

☓ 
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（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

事 業 収 入

（ 計 画 相

談 支 援 給

付費）の安

定確保 

計画相談支

援の受任件

数を一定維 

①300 件/ 

契約件数 

ｱ）297 件/契約数 

○ 

モニタリン 

グ期間の見

直し 

①12 件/年 ｱ）モニタリング期間変更 

（6 ヶ月→3 ヶ月）3 件 
△ 

持 続 可 能

な事業運 

営 

BCP 計画の

策定と更新 

①計画作成と更新 ｱ）BCP 計画の作成 

ｲ）内容の共有と更新（不定期） 
△ 

体 制 加 算

の維持、個

別 加 算 の

取得 

所定研修の

受講と個別

加算の取得

要件を正し

く理解 

① 12 件/年 ｱ）集中支援加算 6 件 

ｲ）特別地域加算 7 件 

ｳ）サービス担当者会議実施加算 1 件 

ｴ）サービス提供時モニタリング加算 3 件 

ｵ）初回加算 1 件 

ｶ）退院退所加算 1 件 

○ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

法 人 神 戸

地 区 の 身

近 な 相 談

窓 口 と し

て の 役 割

を果たす 

法人神戸地

区各事業所

及び関係機

関との連携

による丁寧

な相談支援

の実施 

①基本相談の丁寧

な対応 

ｱ）法人本部経由の一般相談に対応 2 件 

ｲ）法人内事業所ご利用者に係るサービス

担当者会議を開催 11 件 

ｳ）虐待通報対応 2 件 

ｴ）係争事案に係る弁護士聴聞対応 1 件 
○ 

地 域 福 祉

ニ ー ズ に

向 き 合 い

対応する 

ほっとかへ

んネット須

磨に積極的

に参画 

①実務者会への積

極的な参画 

ｱ）全体会・実務者会に出席（5 月） 

ｲ）研修チーム打合せに出席（4 月、6 月、

7 月、11 月、12 月、1 月、3 月） 

ｳ）施設見学研修会（8 月） 

ｴ）防災クロスロード研修（2 月） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 福 祉

ニ ー ズ に

向 き 合 い

対応する 

コミュニテ

ィ カ フ ェ

(Tunagari)

の活発な運

営と地域福

祉ニーズに

応える取り

組みの実施 

①地域福祉ニーズ

に基づく貢献活

動の実施 

ｱ）Tunagari 営業（月・水・金） 

（139 営業日） 

ｲ）北須磨団地自治会地域支え愛学習会に

参加（6 月） 

ｳ）神の谷こども食堂視察（6 月） 

ｴ）こどもひろば開催（7 月、8 月、12 月、

3 月、4 月） 

ｵ）栄養の日イベントを神戸愛生園栄養士

と協働で開催（8 月） 

ｶ）ワークセンターひょうご訓練生 1 名実

習受け入れ（9 月） 

ｷ）須磨区こどもの居場所づくり交流会 

（9 月） 

ｸ）おいでやすカーニバル（9 月） 

ｹ）須磨の未来を語る集い（12 月） 

◎ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 件 0 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順）  

ヒヤリ件数 0 件 

 

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸友生園 

施設長 大川 博啓 

 

神戸友生園の基本方針 

1. 利用者の障害状況に応じたプログラムの提供に努めます。 

 2. 利用者のニーズに応えられるよう高い専門性を持って支援を行います。 

3. 安心・安全に地域生活が営めるよう支援を行います。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

「行くのが楽しい」「利用して良かった」と思っていただける施設を目指します。 

 

2024 年度の事業報告について 

 2024 年度は、創立 40 周年を迎え、記念行事として 6 月には「一泊旅行」を実施しました。

下半期には記念事業として「なんでも相談室」を開始し、ご家族の心配事にも積極的に取り組

んでいく方針をご利用者・ご家族に案内しました。また、記念式典をクリスマスにあわせて行

い、日ごろからお世話になっているボランティアやご家族を招いて 40 年を振り返る時を持ち

ました。 

 就労支援の取り組みの中で、2 名のご利用者が一般就労されました。就労継続 B 型事業の中

で、一般就労を目指す支援を実施することは簡単なことではありませんでしたが、就労移行支

援事業所のノウハウを持った職員がいたことや、一般就労したいと強く願って、モチベーショ

ンを保ったご利用者の頑張りによって就職を果たすことができました。 

 財務の視点では、一般就労により 2 名の方が退所され、体調不良やケガのために長期欠席し

ておられるご利用者、入院されているご利用者など登録者数も定員 40 名を下回り 36 名となっ

てしまいました。ご利用者の新規獲得を目指していましたが、残念ながら新規利用者の獲得に

は至りませんでした。次年度以降、就労移行支援体制加算の取得や利用率が下がったことから

平均工賃配分額が 15,000 円を超え、基本単価が上がる可能性もあります。新規利用者の獲得に

向けての努力を続けつつ、財務状況の安定に努めます。 

 業務プロセスの視点では、長年存在していなかった、事務職員の「業務マニュアル」を作成

しました。専門性を必要としない日々の業務をスムーズに行えるようになっていくことを目指

します。 

  

 

事業概要  

開設年月日：1984 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 
就労継続支援 

B 型事業 
40 名 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2008 年 4 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

他法人、施

設 の 取 組

を学ぶ 

他法人、施設

を見学し業

務や支援な

どを学ぶ 

① 見学先を選定

し見学を実施、

自施設との比

較から改善点

を探る。 

ｱ）見学先を検討したが、見学の実施には

至らず 

☓ 

実 習 評 価

を 通 し て

ス キ ル 向

上を図る 

資格取得等

の実習受入

れを実施 

①資格取得等の

実習受入れ 

ｱ）資格取得者の受け入れは無かったが、

インターンシップ 2 名の受け入れを実

施。担当職員が対応 

ｲ）神戸総合医療専門学校の実習受け入れ

開始（10 月・11 月） 

◎ 

専 門 性 の

向上 
キャリアに

あった研修

受講 
支援力の確

認 

①法人内、外の研

修受講 

その他研修情

報を職員と共

有 

②サービス向上

セルフチェッ

クリストの作

成と活用 

①  
ｱ）QOL 研修「就労分野」1 名（8/27） 

ｲ）総合職員研修 2 名（3/8） 

② 

ｱ）セルフチェックリストの実施（9 月） 

ｲ）次年度の人事考課に活用するために 

職員へ事前配布（3/31） 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

職 員 の 役

割 の 明 確

化 

役割分担・業

務量の現状

を確認し、改

善する 

①作業・支援をト

ータルで管理

する体制を作

る 

ｱ）取引先の見直しを実施し、一つの取引

先企業との取引終了。引継ぎを実施す

る 

ｲ）新年度の体制を検討 

○ 

オ リ ジ ナ

ル商品（お

茶販売）販

路拡大 

商品の販売

ツールを作

成し活用す

る 

①パンフレット

の作成 
②SNS 活用につ

いての検証を

実施 

①  
ｱ）パンフレットの更新を実施 

ｲ）法人内に定期購買の案内チラシを配布

（キャナル） 

② 

ｱ）SNS（Instagram）を開設し、オリジナ

ル茶の注文を受けられるように QR コ

ードを添付 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

各 種 マ ニ

ュ ア ル の

ブ ラ ッ シ

ュアップ 

職員会議で

各マニュア

ルを確認し

必要に応じ

て更新する 

①3 種類（防災、

防犯、作業）の

マニュアルに

ついてブラッ

シュアップす

る 

ｱ）防犯マニュアルついて、他事業所のマ

ニュアルを入手し変更部分を検討し改

定 

ｲ）作業マニュアルについて、取引先と作

業工程を確認 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 し た

作 業 量 の

確保 

新規作業の

獲得 

①関係 8 企業か

ら新規作業獲

得（2 種類） 

ｱ）新規作業獲得には至らなかったが、年

間通して安定した作業量を確保 
△ 

家 族 の 交

流 と 学 び

の 場 の 提

供 

家族交流と

研修会の実

施 

①ご家族からの

意見や現状必

要な情報を家

族に伝える研

修を実施しア

ンケートをと

る 

②交流を目的と

した企画を実

施しアンケー

トをとる 

① 

ｱ）未実施 

② 

ｱ）家族会茶話会を 10 月 1 日実施し、40

年記念事業「なんでも相談室」につい

て説明 △ 

利 用 者 の

将 来 に 向

け た 支 援

の実施 

GH 見学会や

勉強会の実

施 

①法人内・外の

GH への見学 

②利用者向けの

勉強会（金銭管

理）実施 

① 

ｱ）見学会未実施 

② 

ｱ）利用者向けの勉強会を上半期に実施 

ｲ）下半期は未実施 

△ 

利 用 者 の

充実感・達

成 感 の 向

上 

オリジナル

商品（ギフト

商品）を通し

て充実感を

高める 
 

①ギフト商品の

パッケージ選

定や、ラインナ

ップ選定に利

用者の意見を

反映させる 

ｱ）販売チームと企画チームを編成 

ｲ）夏ギフト販売（7 月） 

ｳ）冬ギフト販売（11 月） 

ｴ）春ギフト販売（2 月） 

 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 の

充実感・達

成 感 の 向

上 

創業 40 周年

記念事業の

取組 

支援の強化 

①ご利用者のニ

ーズにあった

新たな取り組

みを始める為

のプロジェク

ト立ち上げる 
②個別支援計画・

モニタリング

の事前会議議

事録のフォー

ムをリニュー

アルし、より議

論内容を明確

にする 

① 

ｱ）「なんでも相談室」10 月より実施。 

② 

ｲ）新しいフォームで事前会議を実施。 

○ 

関 係 機 関

と の 連 携

強化 

利用者を取

り巻くネッ

トワーク間

の関係構築 

①計画相談支援

事業所やその

他関係機関と

情報の共有を

随時行う 

ｱ）主に相談支援事業所と必要に応じて 

連携 

ｲ）病院等とカンファレンスを実施 ○ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 出 削 減

に つ い て

職 員 の 意

識 を 継 続

して保つ 

職員会議で

月毎の経費

を分析し伝

える 

①事務費、事業

費、作業経費の

月毎支出表を

作成し共有 

ｱ）毎月の職員会議で経費共有 

○ 

新 規 利 用

者の獲得 
相談機関・特

別支援学校

進路担当と

の情報共有 

①3 名の新規利

用者獲得 
ｱ）年間通して見学の受け入れなどはあ 

るものの、利用希望にはつながらず 
☓ 

出 勤 状 況

を も と に

利 用 率 を

向 上 さ せ

る 

ご利用者の

出勤状況を

職員間で共

有し、個々の

利用者へア

プローチす

る 

①月毎の出勤表

を元に状況を

確認し、職員の

意識を高め利

用者への支援

策を検討する 

 

ｱ）職員会議で共有 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

出 勤 状 況

を も と に

利 用 率 を

向 上 さ せ

る 

ご利用者の

出勤状況を

職員間で共

有し、個々の

利用者へア

プローチす

る 

①視聴覚体制加

算の再取得に

向けた実績確

保 

ｱ）次年度の取得は困難 

☓ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

障 害 に 対

す る 啓 発

拠 点 と し

て 認 知 度

を高める 

友生園の情

報発信をす

る 

①SNS ツール作

成（6 月運用）

し、月 1 回の更

新 

②あどあど市を

計画的に実施 

①  
ｱ）年度内に Instagram の開設し、オリジ

ナル商品の紹介をすることで友生園情

報の発信となる。 

② 

ｱ）毎月 1 日、毎週火曜に実施するよう決

めていたが、猛暑のため 7 月以降は実

施できず 

ｲ）下半期は授産作業が忙しく未実施 

○ 

地 域 と の

交 流 を 深

める 

須磨区内で

実施される

バザー等へ

の参加 

①各種バザーへ

の参加 

ｱ）コープすまるしぇ（4/30、6/11、1/28） 

ｲ）すまるしぇ（5/23、8/22、2/27） 

ｳ）名谷フェス（9/29） 

ｴ）こんにちはカーニバル（3/16） 

○ 

福 祉 学 習

の 機 会 提

供 

各種学校か

らの福祉学

習や見学の

受け入れ 

①専門学校、小、

中学校からの

福祉学習・見学

の受け入れ 

ｱ）神戸総合医療専門学校の実習受け入れ 

ｲ）ワークキャンプの受け入れ実施 

ｳ）トライアルウイーク受け入れ（11 月） ○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

そ の

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
件 9 件 件 1 件 件 件 件 7 件 17 件 1 件 

※その他：不良発生（2 件）、利用者同士のトラブル（3 件）、送迎車トラブル（1 件） 
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（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 作業での不良品 その他 

ヒヤリ件数 2 件 3 件 

 

4．出来した事案 

  特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホーム南落合 

施設長 大川 博啓 

 

グループホーム南落合の基本方針 

1. 利用者一人一人の基本的人権を尊重した支援を行います。 

 2. 利用者の働きたい思いを大切にした「その人らしい暮らし」を支援します。 

3. 安心・安全な生活が送れるよう環境づくりを行います。 

 4．地域と連携し、地域に根差したホームとなるように努めます。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

「行くのが楽しい」「利用して良かった」と思っていただける施設を目指します。 

 

2024 年度の事業報告について 

 今年度は創立 5 周年の年で、10 月に記念式典を舞子ビラで実施し、ご利用者とご家族、世話

人と一緒にこの 5 年間のグループホームの生活を振り返りました。 

これからもご利用者が健康に過ごせるようにと願っておりましたが、残念なことに下半期は

入院する利用者が 2 名となりました。ご利用者の機能低下が加速しているように感じた 1 年と

なりました。建物の構造上の問題として、入口の階段や段差が無くならない共用部分など、バ

リアフリーにならないという大きな課題もあり、今後 2 名のご利用者がホームでの生活が困難

と判断した場合に、生活の場を検討しなければならない状況です。2 名のご利用者が何とかホ

ームに帰って来られることができた場合は、世話人の配置状況も検討し安全な生活の確保に努

めていきます。 

 世話人との情報共有を強化するため、世話人会議の定例化、消耗品の定期購入など新たな仕

組みを取り入れました。情報共有をしっかり実施することで、世話人の精神的不安軽減につな

がったと思われます。 

 

1． 事業概要  

開設年月日：2019 年 10 月 1 日 

 種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設事業 (第 2 種) 共同生活援助 5 名 身体・知的障害者 2019 年 10 月 1 日 

 

2．推進状況 

（1）総合的な課題・対策  

区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

QOL 

安心・安全な

環境の提供 

①利用者の状況に合

わせた環境整備の

実施 

ｱ）日中活動がない日（土、日曜）の昼

食を準備（2 名の利用者） 
◎ 
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区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

QOL 

安心・安全な

環境の提供 

②利用者の支援を統

一した支援の実施 

 

 

③移動支援事業所と

連携し、余暇活動を利

用者に併せて提案 

 

② 

ｱ）世話人会議で世話人の困りごとを聞 

き取り、改善策を全員で話合う 

ｲ）世話人会議の定例化 

（奇数月、第 3 火曜日） 

③ 

ｱ）ガイドヘルパーを利用し、余暇活動

を計画、実行 

ｲ）利用者の状況にあわせたヘルパー利 

用を検討し実行 

◎ 

権利擁護の

ための支援 

①世話人・生活支援員

への研修実施「障害

特性の理解」 

②虐待防止チェック

リストの実施（2 回

/年） 

① 

ｱ）障害特性の理解を含む、「権利擁護」

と「虐待防止」の研修を計画（10 月

実施） 

② 

ｱ）チェックリスト実施（9 月・2 月） 

◎ 

健康管理 ①健康観察を行い、受

診時の状況を訪問

看護事業所・移動支

援事業所と情報共

有 

②健康状態について

世話人間で情報共

有 

① 

ｱ）相談支援事業所や訪問看護、移動支

援事業者と連携し、ご利用者に応じ

て情報共有 

② 

ｱ）業務日誌や世話人ノートで共有 

ｲ）緊急時や判断が必要な場合はグルー 

プラインにて共有 

◎ 

マニュアル

の整備 

①世話人業務マニュ

アルのブラッシュア

ップ 

ｱ）新規利用者受け入れ時に更新（8 月） 

 ◎ 

地域との連

携 

①地域の一員として

自治会活動への積

極的な参加 

ｱ）自治会会長に「地域連携推進会議」

の説明を実施 
○ 

防災対策 ①避難訓練の実施（2

回/年） 

②緊急通報装置操作

訓練の実施 

③備蓄品の確保 

① 

ｱ）自治会避難訓練（11 月） 

ｲ）自主避難訓練（3 月） 

②③ 

ｱ）未実施 

△ 
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区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

財
務 

利用率の安

定 

①365 日のサービス

提 供 と 、 利 用 率

90％維持 

ｱ）未達成 79％ 

ｲ）5 月に１名が退所し、8 月に新規利

用者獲得 

ｳ）入院利用者 2 名となり利用率減 

☓ 

バックアッ

プ機能の体

制整備 

①緊急時の神戸友生

園による迅速かつ

臨機応変は対応 

ｱ）バックアップ対応職員と職制で体制 

を整える。 ○ 

人
材
育
成 

基本理念の

浸透 

①世話人への内部研

修の実施 

②法人研修への積極

的な参加 

①② 

ｱ）未実施 

 
☓ 

専門性の向

上 

①世話人・生活支援員

の外部研修への参

加 

①  
ｱ）未実施 ☓ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

そ の

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
件 5 件 2 件 件 件 件 件 2 件 ９件 4 件 

その他：施設職員に暴力を受けたと家族から訴えがあった件 

    ホーム内で転倒し骨折のため入院した件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順）  

ヒヤリ件数 0 件 

 

4．出来した事案 

（１）昨年度より継続している家族が疑念を抱いている件 

    4 月 14 日のご利用者帰省中に母から、「4 月 10 日の 22 時にバックアップ施設職員が

居室にはいり、頭突きをされて左目にケガをした」と連絡がありました。その日は、バ

ックアップ施設職員はホームには立ち入っておらず、防犯カメラでも確認を行ったとこ

ろ、ご家族からの訴えのような事実は映っておらず、ご家族にもその旨を伝えました。

その後、ご家族が警察に相談にいき、警察が介入。ホームでの調査や聞き取りがあり、

防犯カメラ映像を提出しました。数日後、警察から捜査終了の連絡がありましたが、ご

家族は納得されず、ご本人は自宅で過ごされました。第三者委員にも介入いただき、5 月

1 日にご家族と第三者委員、法人理事、バックアップ施設職員、施設長で話し合いをし、

5 月 3 日付で退所されることになりました。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸光生園 

施設長 木南  仁 

 

神戸光生園の基本方針 
 1．「隣人を自分のように愛すること」の具現化を目標に、法人の基本理念に掲げられた行動  

規範「個別支援の推進」「利用者の人権擁護」「職員の専門性の醸成」「地域社会との連携」  

を中心テーマとして支援に努めます。 

2．「利用者の笑顔」をひとつの評価の基準にし、より良いサービスの提供を目指します。 

3．利用者ひとり一人の可能性、能力、個性が発揮できる支援を行い、そのための職員の専  

門性の向上を図ります。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

利用者・家族・職員・地域の人達を笑顔にできる施設を目指します 

 

2024 年度の事業報告について 

4 月には 3 年に１度の報酬改定があり、生活介護は定員規模、ご利用者の障害支援区分に加

えて、サービス提供時間も考慮した評価体系へ見直されたことから、就労継続支援 B 型も共に

サービス提供時間を 8 時 30 分から 16 時に変更しました。ご利用者、ご家族にご協力いただい

た結果、大きな混乱もなく移行することができました。就労継続支援 B 型の作業では、これま

で優先発注として受けていた「バスターミナルの清掃作業」が昨年度末の見積り合わせの結果、

急遽受注できないことが判明しました。それに代わる新規作業の開拓だけでなく法人内の各施

設・事業所から作業を提供していただき何とか平均工賃月額を維持することができました。 

7 月には新型コロナの感染拡大がみられたことから土曜開所、祝日開所を取りやめ、それ以

上の感染が拡大することはありませんでした。 

 10 月からは国庫補助を受け、本館の大規模修繕工事(防水・外壁改修)を実施しました。貫通

クラックも見られ、また雨漏りも見られていたこともあり改修後は安心して活動ができるよう

になりました。 

地域との交流としては、「ひかりマルシェ」を毎月行うだけでなく、11 月の防災イベントで

は過去最高のお客様に来ていただくことができ地域に十分に浸透してきています。また、定期

的に近隣小学校の通学路の清掃やご利用者の作品を小学校の作品展に一緒に展示してもらうな

ど様々な形で交わる機会を持つことができました。 

 

1． 事業概要  

開設年月日：1985 年 4 月 1 日 

 種別(定款) 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 57 名 知的障害者 2007 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 33 名 知的障害者 2007 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労定着支援 － 知的障害者 2018 年 10 月 1 日 
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2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

研 修 を 通

し て 専 門

性 の 向 上

に 取 り 組

む 

外部講師に

よる施設内

研修実施 

①外部講師による

研修実施(上期

調整・下半期実

施) 

ｱ）講師を神戸女子大学植戸先生に依頼

し、意思決定支援研修実施(2 月) 
○ 

定期的な内

部研修の継

続 

①内部研修実施(2

回/年) 

ｱ）てんかん基礎講座より内部研修 1 回目

実施(11 月) 

ｲ）内部研修 2 回目未実施 

△ 

実 習 指 導

を 通 し た

福 祉 職 の

育成 

ソーシャル

ワーク実習

指導の継続 

①新カリキュラム

用の実習予定表

作成とアップデ

ート研修の受講 

ｱ）新カリキュラム用実習プログラミング

シート(180 時間)作成(6 月) 

ｲ）アップデート研修の受講 

(9 月:1 名 3 月 1 名) 

○ 

定 着 で き

る 育 成 シ

ス テ ム の

構築 

新任職員向

けハンドブ

ック作成と

活用 

①ハンドブック案

の作成と試行(9

月) 

ｱ）ハンドブック案の項目決定(9 月) 

ｲ）ハンドブック案の作成と試行未実施 

 
△ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 の 情

報 発 信 の

充実 

施設利用に

つながる広

報の実施 

①看板の改装計画

延期(2025 年度

再開予定) 

②SNS による情報

発信(随時) 

① 

ｱ）大規模修繕工事に合わせて看板改装実

施完了(2 月) 

② 

ｱ）体験会 SNS 発信､チラシ発行(7,11 月) 

ｲ）体験会実施（8,12 月） 

ｳ）事業所フェア参加(2 月) 

△ 

関 係 機 関

と 連 携 し

た 支 援 プ

ロ セ ス の

構築 

計画相談と

連携した支

援の実施 

①計画相談と連携

した個別支援計

画の策定(随時) 

ｱ）調整会議実施(随時) 

△ 

支援記録の

管理方法の

改善 

①個人ファイル作

成と活用(6 月) 

ｱ）個人ファイルの書式･保管場所確定 

(8 月) 

ｲ）個人ファイル作成開始(9 月) 

ｳ）保管場所(相談室)の整理(12～3 月) 

○ 

業 務 体 制

の再構築 

業務改善を

図りゆとり

ある業務体

制を作る 

①業務改善の実施 ｱ）オプションプログラムの入力方法の見

直し実施(10 月) 
△ 
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（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

社 会 と つ

な が る 活

動 の 充 実

(販売と創

作活動) 

 

ネット販売

の充実 

①商品の定期的な

販売とネット販

売の充実(9 月) 

ｱ）セレクトショップに納品実施 

(1 回/3 か月) 

ｲ）ミンネ登録商品終了 

ｳ）実店舗(アンジェリック)での販売継続 

◎ 

デジタルア

ートへの着

手 

①デジタルアート

の研修実施(上

半期) 

ｱ）職員間でレクチャー実施(毎月) 

ｲ）デジタルアートでの商品化達成 (ポッ

プアップストア)販売実施(11 月) 

◎ 

和太鼓を主

とした地域

活動への参

加と他事業

所との交流 

①和太鼓演奏を通

した地域との交

流(9 月) 

ｱ）地域イベントがないため未実施 

ｲ）但馬地区(真生園、さくらの苑)での演

奏会(3 月) △ 

個 別 ニ ー

ズ に 対 応

で き る 支

援 環 境 の

整理 

快適な活動

空間の提供 

①活動場の改装見

取り図と予算の

作成(2 月) 

ｱ）活動場の改装見取り図、予算の作成未

実施 

(次年度プロジェクトチームを編成) 

 

☓ 

家 族 と 施

設 の 情 報

共 有 方 法

の構築 

連絡用アプ

リの活用 

①連絡用アプリの

登録と試行(上

半期) 

ｱ）連絡用アプリの登録と試行実施(9 月) 

◎ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

収 支 に 見

合 う 収 入

の確保 

新規利用者

の確保 

①年度内に 2 名の

利用者確保 

(就労 B:1 名、 

生活介護:1 名) 

ｱ）就労継続支援 B 型  

新規利用者:2 名(4 月),1 名(10 月) 

再利用者:1 名(4 月) 

新規並行利用者:1 名(9 月) 

利用終了：1 名(12 月) 

ｲ）生活介護 

再利用者:1 名(6 月) 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

収 支 に 見

合 う 収 入

の確保 

 

年間 269 日

の確実な開

所 (予め予

備日を決め

る) 

①開所(269 日)の

実施と予算管理

の徹底 

②事業形態の検討 

① 

ｱ）新型コロナで 2 日間休園(7 月) 

 年間開所日数 267 日 

ｲ）11 月以降の半日開所を 1 日開所(3 日

分)に変更 

② 

ｱ）未実施 

△ 

修 繕 計 画

を 立 案 し

て 施 設 の

魅力維持 

10 年間の修

繕計画を立

て必要な費

用を算出 

①外壁修繕工事の

実施(補助金交

付時 3 月完了) 

ｱ）補助金内示(6 月) 

ｲ）公告,入札,工事請負業者決定 

(7,8,9 月) 

ｳ）工期(10 月末～2 月末) 

◎ 

計画的な積

立金の創出 

①固定費の見直し

(経費削減) 

ｱ）人件費増により積立未実施 
☓ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ア ウ ト リ

ー チ の 手

法 で 学 校

と の 関 係

作 り を 行

う 

神戸光生園

を小中学生

に知っても

らう 

①小中学校との交

流の実施(下半

期) 

ｱ）小学校通学路清掃活動実施(5 月,8 月) 

ｲ）清掃時に着用のためビブスを購入、着

用開始(3 月) 

ｳ）小学校工作展・書初め展への参加 

(1 月) 

◎ 

ボ ラ ン テ

ィ ア の 活

用 に よ る

活 動 の 充

実を図る 

ボランティ

アの受け入

れ体制と活

動の充実 

①ボランティアに

よる活動への参

加(和太鼓・園

芸・ミニコンサ

ートのボランテ

ィア) 

ｱ）ボランティア募集ポスターをフェンス

に掲示(5 月) 

ｲ）ボランティア募集チラシ作成･配布 

(8 月) 

ｳ）2 名の新規ボランティア登録･活動中 

(12 月,2 月) 

◎ 

地 域 と つ

な が る 活

動 の 定 着

と充実 

ひかりマル

シェの充実 

①広報活動の拡充 

②イベントの実施

(7 月) 

 

① 

ｱ）外部への掲示打診 

日新信用金庫、ヤマダストア不可(6 月) 

② 

ｱ）サマーフェスタ実施(7 月) 

ｲ）防災イベントの実施(11 月) 

○ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
件 3 件 5 件 3 件 件 件 件 19 件 30 件 3 件 

※その他：送迎ミス 2 件、給食誤発注 4 件、 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 不調 送迎ミス 無断外出 その他 計 

ヒヤリ件数 16 件 3 件 1 件 7 件 27 件 

※その他：利用者の不調による他害行為(怪我等に至らなかったもの) 

        

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

  施設名 グループホームみなみたもん 

管理者 木南 仁 

 
グループホームみなみたもんの基本方針 
 1．基本的人権を尊重した支援を行います。 

2．利用者一人ひとりの「その人らしい暮らし」が実現できるように支援します。 

3．安心で安全な生活が送れる環境づくりを行います。 

4．地域の一員としての役割を担えることを目指し、「障害理解への啓発」に努めます。 

 

2024 年度の事業報告について 

 現在 5 名の女性ご利用者が生活をしていますが、障害特性や生活リズムの違いから様々な課

題が生じていたため、検討を重ねた結果、居室変更に至りました。その結果、良い結果が得ら

れています。また、今年度から女性の常勤職員(契約職員)を配置したことにより、ご利用者の

健康状態を把握しながら、婦人科受診などの細やかな支援を行うことができました。また、移

動支援事業所と連絡調整を行い、ご利用者の思いに沿った外出ができました。 

食事の準備や掃除の業務について、全曜日ではありませんが一部パートタイマー職員を採用

したことで業務分担ができ、世話人の業務軽減につながっています。基本的に職員がひとり勤

務となるため世話人間の情報共有の不足が大きな課題でした。そこで職員会議のほかに世話人

同士で話し合いの機会も持つようになりました。情報共有の機会が増え、職員の不安を少しで

も解消することで、よりよい支援に繋がることを期待しています。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：2014 年 5 月 1 日 

 種別(定款) 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 5 名 知的障害者 2014 年 5 月 1 日 

 

 

2．推進状況 

(1)総合的な課題・対策 

区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

ＱＯＬ 

生活環境の

充実 

①入居者家族(後見

人・保佐人)との情

報共有を行い良好

な関係維持 

②利用者が安心して

過ごせる職員体制

の整備 

① 

ｱ）健康状態や金銭管理などの情報共 

有実施(随時) 

ｲ）居室変更の実施(10 月) 

② 

ｱ）平日の世話人(15:00～18:00)の採用 

(2 月) 

○ 
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区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

ＱＯＬ 

生活環境の

充実 
③関係機関(移動支援

事業所)と協調して

余暇支援の充実 

③ 

ｱ）定期的なガイドの調整実施(随時) ○ 

健康管理 ①健康状態の把握・高

齢化への対応 

 

②体調不良時の日中

支援や通院支援 

① 

ｱ) 婦人科検診の計画と実施(9 月) 

ｲ) 定期的な受診付き添い実施(随時) 

② 

ｱ)必要に応じた病院受診付き添い実施 

◎ 

地域との連

携 

①地域の一員として

自治会行事へ積極

的な参加 

②自治会へ役員とし

て参加 

③垂水区グループホ

ーム連絡会に参加 

① 

ｱ）自治会行事なし 

② 

ｱ）次年度は輪番制による自治会役員と

なるため役員会に参加(3 月) 

③ 

ｱ）連絡会に参加(5,7,9 月)  

○ 

防災対策 ①年 2 回の避難訓練・

通報訓練の実施(6

月,11 月) 

②年 1 回の防災訓練

の実施(11 月) 

③BCP(防災・感染症)

の研修、訓練(6、11

月) 

① 

ｱ）避難訓練実施(10 月,3 月) 

② 

ｱ）地震想定の防災訓練は未実施 

③ 

ｱ）感染症研修実施(10 月) 

ｲ）感染症訓練実施(3 月)  

ｲ）防災 BCP 研修・机上訓練実施(2 月) 

△ 

財務 

経営の安定 ①帰省の安定と利用

率 90％維持 

②修繕等に備えた積

立金の計上 

① 

ｱ）平均利用率 94.9％ 

② 

ｱ）積立計上できず 

○ 

堅実なバッ

クアップ施

設 

①緊急時に神戸光生

園による速やか且

つ臨機応変な対応

の実施 

ｱ）世話人の勤務困難時に神戸光生園 

職員によるバックアップを実施 

（随時） ○ 

人材育成 

基本理念の

理解 

①神戸聖隷ハンドブ

ック・接遇ハンドブ

ックの活用 

ｱ）ホーム会議時に法人基本理念の唱和

を実施 △ 

専門性の向

上 

①職員会議での専門

研修の実施 

(1 回/年) 

ｱ）未実施 

☓ 
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区分 課題 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

人材育成 

虐待防止・人

権擁護の取

組み 

①全員参加の内部研

修を実施(１回/年) 

②月 1 回定例の世話

人会議を実施、支援

方法や利用者対応

についての相談を

実施 

③年 2 回の虐待防止

セルフチェックの

実施 

① 

ｱ）権利擁護研修(不適切ケア評価表実

施)(1 月)  

ｲ）虐待防止、身体拘束防止研修実施 

(3 月) 

② 

ｱ）世話人会議実施(毎月) 

ｲ）定例会議以外に世話人だけでミー 

ティング開催(日常支援等の情報共

有)(8 月以降毎月) 

③ 

ｱ）虐待防止セルフチェック実施 

(9 月,2 月) 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
件 件 件 1 件 件 件 1 件 1 件 3 件 0 件 

※打撲：不調な利用者が世話人を押して打撲(労災) 

※その他：利用者の無断外出 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒 

ヒヤリ件数 1 件 

 

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームふくだ 

管理者 木南  仁 

  

グループホームふくだの基本方針 

 1．利用者が自分の意思で暮らすことができ、基本的人権が守られる支援を行います 

 2．利用者がお互いを尊重し、助け合って生活できるような毎日を目指します 

 3．１人ひとりの個性を認め、プライバシーを重視した生活を提供します 

 4．地域の中で、社会の一員として「ふつうの暮らしを楽しむ」事を支える支援をします 

 

2024 年度の事業報告について 

 7 月にご利用者 2 名と職員 1 名のコロナの感染がありましたが、ご利用者には居室で過ごし

てもらうようにしたため、それ以上の拡大には至りませんでした。ただ、感染拡大に備え、夜

勤職員の確保のためにバックアップ施設である神戸光生園の職員が日中支援の応援に入り対応

しました。その後、慢性的な職員不足に対応するため派遣職員を一時活用しました。今年度採

用したパート職員が契約職員に勤務形態を変更したことにより、多少職員の負担を減らすこと

ができましたが、引き続き職員の募集をしていきます。支援の統一をめざして支援マニュアル

の更新も行い、支援内容の確認についてグループホーム会議を通して行いました。 

 昨夏の暑さは非常に厳しかったことから、居室の冷房が故障したため一時的に世話人の休憩

室を使っていただくことがありました。幸い 1 日で済みましたが、開設時に設置した電化製品

も今後は順次故障することも考えられます。ご利用者への影響が最小限に抑えることができる

ようにしていきたいと思います。 

地域とのつながりは福田地区の夏祭りだけでなく 11 月の福田地域総合防災訓練にも参加す

ることができました。参加を続ける中、地域の方にもグループホームふくだの存在を知っても

らえていますので今後も交流を大切にしていきます。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：2017 年 5 月 1 日 

 種別(定款) 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 2017 年 5 月 1 日 

 

 

2．推進状況   

（１）総合的な課題・対策 

区分 課題 2024 年度計画 上期実施状況 
達成

度 

ＱＯＬ 

生活環境の充

実 

①成年後見制度の

活用を奨励 

 

① 

ｱ）新規の制度利用者なし 

ｲ）後見人(補助人)等との連携(常時) 

○ 
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区分 課題 2024 年度計画 上期実施状況 
達成

度 

ＱＯＬ 

生活環境の充

実 

②家族・後見人・ガ

イド・事業所な

ど関係機関との

関係性維持・向

上 

③利用者個々に配

慮した生活環境

と生活スタイル

の提供 

② 

ｱ）家族・後見人・ガイド事業所との情報

交換実施(適宜) 

 

 

③ 

ｱ）受診付き添い(適宜) 

○ 

マニュアルの

整備 

①業務効率化のた

めに業務マニュ

アルの定期的な

更新実施 

②利用者の個別支

援マニュアルを

基礎として統一

した支援の実施

とホーム会議で

の共有と検討の

実施 

① 

ｱ）2024 年度版に更新(5,12 月) 

 

 

② 

ｱ）2024 年度版に更新(5,12 月) 

ｲ）職員会議で共有及び確認(毎月) 

☓ 

地域との連携 

 

 

 

①地域自治会に加

入、ゴミ収集箇

所 の 清 掃 実 施

(随時) 

地域行事(夏祭

り)等への活動

に参加(8 月) 

②福田地域総合防

災 訓 練 に 参 加

(10 月) 

③垂水区グループ

ホーム連絡会に

参加 

④日常的な地域住

民との関りを大

切にしながら苦

情について迅速

に対応 

① 

ｱ）地域の夏祭りに参加(8 月) 

ｲ）地域の神社（御霊神社）へ初詣（1 月） 

ｳ）ゴミ収集箇所の清掃（随時） 

 

 

 

② 

ｱ）福田地域総合防災訓練に参加(11 月) 

 

③ 

ｱ）垂水区グループホーム連絡会に参加

(5,9,11,1 月) 

④ 

ｱ）特に苦情等なし 

◎ 
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区分 課題 2024 年度計画 上期実施状況 
達成

度 

防災対策 ①年 2 回の避難訓

練 の 実 施 (5,9

月) 

②年 1 回の防災訓

練の実施(10 月) 

 

 

③BCP(防災・感染

症)の研修、訓練

(6 月,11 月) 

① 

ｱ)避難訓練実施(5,2 月) 

② 

ｱ)防災訓練:福田地域福祉センター ブ

ロック防災訓練に参加(6 月) 

ｲ)応急給水訓練・図上訓練に参加(9 月) 

ｳ）福田地域総合防災訓練に参加(11 月) 

③ 

ｱ)防災、感染症研修を実施(6 月) 

ｲ)感染症、自然災害についての内部研修

を実施(2 月) 

○ 

財務 

経営の安定 ①帰省の安定と利

用率 90％維持 

②修繕等に備えた

積立金の計上 

① 

ｱ）出勤率 96.5％ 

② 

ｱ）積立計上できず 

△ 

業務省力化の

推進 

①業務日誌とケア

記録での PC活用

の検討 

ｱ）未実施 

☓ 

人材育成 

基本理念の理

解 

①神戸聖隷ハンド

ブック・接遇ハ

ンドブックの活

用 

ｱ）ハンドブックを使用して、基本理念の

理解を深める(9 月) 
○ 

専門性の向上 ①職員会議での専

門研修の実施 

(1 回/年) 

ｱ）全職員に内部研修を実施(2 月) 

○ 

虐待防止・人

権擁護の取組

み 

①全員参加の内部

研修を実施 

(１回/年) 

②サービス管理責

任者、管理者に

よる月１回の支

援会議の実施、

支援方法や利用

者対応について

のサポート 

③年 2 回の虐待防

止セルフチェッ

クの実施 

① 

ｱ）全職員に虐待防止及び身体拘束等の

適正化のための内部研修を実施(2 月) 

② 

ｱ）職員会議を実施 

 

(4,5,6,7,11,1,2 月) 

③ 

ｱ）虐待セルフチェックを実施 

(9 月,2 月) 

 

○ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 2 件 2 件 0 件 

※その他:不調な利用者対応中の物損、仮払金紛失 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） その他 

ヒヤリ件数 4 件 

※その他：関係機関への連絡もれ 1 件、ヘルパーへの連絡もれ 1 件 

 

4．出来した事案  

（1）仮払金 5 万円紛失の件 

仮払金申請は本来グループホーム職員が行うべきものですが、神戸光生園事務が仮払

い手続きを行い共有のないまま仮払金 5 万円を手渡しました。その結果仮払金の認識の

ないグループホーム職員は仮払金を紛失。再発防止策として、仮払い等の申請、承認、現

金授受のルールを厳格に順守することを確認しました。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸明生園 

施設長 山本 隆志 

 

神戸明生園の基本方針 

1．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利 
用者支援にあたります。  

2．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

3．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持ち

をもって仕事に取り組みます。 
4．「あたりまえの暮らし」と「その人らしい暮らし」の実現を目指します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

ご利用者が安心して生活できる施設の実現、高齢知的障害者がその人らしく暮らせる場所 

関わる全ての人が明るく、楽しく未来に進めるような施設 

 

2024 年度の事業報告について 

 神戸明生園では、コンサルテーションへの取り組み、年間を通して事例検討会の実施を行い

ました。また、施設改修計画策定会議を毎月 1 回実施し、改修の基本計画の策定が完了しまし

た。高齢重度化していくご利用者の支援については、国の研究機関でもある国立のぞみの園へ

男女各 1 名の職員が現任研修と施設見学を行い、下半期に見学と研修内容を施設内伝達研修と

して複数回実施しました。 

 新規施設入所者は 2 名受け入れを行い、内 1 名は地域移行を視野に入れて関係機関との連携

を保ち支援を行っています。 

 感染症への対応は一定継続が求められていますが、ご利用者の余暇活動を充実させるために、

県外を含めて公共交通機関を利用した外出活動を再開できたことはご利用者と職員で良い時間

の共有が進みました。 

  

  

事業概要  

1． 開設年月日：1991 年 9 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設     (第 1 種) 施設入所支援 60 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 80 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 10 名 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 

公益事業 日中一時 － 知的障害者 2015 年 10 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

研 修 シ ス

テ ム を 構

築する 
 

職員育成プ

ログラム 
他施設交流

プログラム

の作成と実

施 

①施設内研修の

実施（6 回/年） 

②他施設見学の

実施（2 件/年） 

① 

ｱ）施設内での研修 6 回実施 

② 

ｱ）法人内他施設見学は未実施 

ｲ）他法人施設見学 2 施設 5 名参加 

（西区、北区） 

△ 

人材確保 学校との連

携づくり 

①実習受け入れ

学校への訪問

実施（2 件） 

ｱ）実習の受け入れ 6 名実施 

（7．8．9．1．2．3 月） 

ｲ）訪問は未実施 

△ 

専 門 性 の

向上 
コンサルテ

ーションの

実施 

①コンサルテー

ションの実施 

ｱ）月 1 回の事例検討会を実施 

ｲ）2 名の男性支援員を中心に取り組み 

を実施、女性支援員は月ごとに入れ替

わり講義と報告を実施 

ｳ）外部で行われた実践報告会に 2 名参 

  加 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

通 所 部 の

体 制 見 直

し 

通所部の体

制を見直し、

効率化を進

めます。 

①通所部の活動

場所、内容の充

実を図ります 

ｱ）パーティション、作業机を購入し利用

者個別スペースの拡充を行った 

ｲ）利用者と一緒に会議を行い、意見収集

に努め希望のイベントを計画 

ｳ）クッキングはメニューを決めて実施 

ｴ）ユニバーサル農園への定期的な参加、

外出活動の再開 

○ 

IOT の活用

推進 

IOT・ICT の

活用による

業務省力化

の実施 

①記録システム

が持つ機能の

活用を行いま

す 

ｱ）記録ソフトの種別の活用を開始 

ｲ）分析の活用まで至らず 
△ 

マ ニ ュ ア

ル 類 の 整

理 

利用者個人

マニュアル

の整理 

①各個人利用者

のマニュアル

の改訂作業に

取り組みます 

フォームを一部改訂 

（改訂版を 2025 年度から使用開始） 
△ 
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（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ラ イ フ ス

テ ー ジ に

応 じ た 支

援の提供 

高 齢 重 度

化 へ の 対

応 

①理学療法士との

連携により、安

全な生活ができ

るようにします 

ｱ）リハビリ機器の追加導入(2 件) 

ｲ）電動ベッド購入(2 機) 

ｳ）理学療法士と連携する職員を今年度 

増員（2 名） 

○ 

生 活 空 間

の 整 理 と

整備 

寮 再 編 成

の案作成 
①費用対効果をし

っかりと考えに

入れた寮再編成

案を再度作り直

します 

ｱ）施設改修基本計画策定完了 

○ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

施 設 改 修

費用確保 
積 立 金 の

継 続 実 施

を行う 

①3000万円を目標

として継続的に

積み立てられる

ようにします 

ｱ）入所定員空き期間があり厳しい状態 

ｲ）2024 年度末で 1 名欠員 

ｳ）1300 万の積み立てに留まる 
☓ 

稼 働 率 の

安定維持 
欠 員 状 態

の 日 数 を

無くす 

①年間 30 日以内

の欠員状態を目

指します 

ｱ）未達 

☓ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 資 源

と し て 実

習 生 の 受

け入れ 

学 生 実 習

生 の 受 け

入 れ を 実

施 

①年間 2 名以上の

受け入れを行い

ます 

ｱ）介護福祉実習 2 名受け入れ(7 月) 

ｲ）ソーシャルワーク実習 2 名受け入れ

(8．9 月) 

ｳ）保育実習 2 名受け入れ(2．3 月) 

○ 

短 期 入 所

の 受 け 入

れ 

新規、緊急

短 期 入 所

の 受 け 入

れ を し ま

す 

①新規利用者、緊

急受け入れを行

います 

（各 12 日/年） 

ｱ）緊急受け入れ実施：11 月(2 名)、 

12 月(2 名) 

ｲ）新規ご利用者受け入れ実施(5 名) ○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

し あ わ せ

の 村 内 連

携強化 

村 内 の 関

係 を 再 構

築 し ボ ラ

ン テ ィ ア

の 受 け 入

れ を し ま

す 

①ボランティア受

け入れを順次再

開します 

（24 名/年） 

ｱ）村外のボランティアを各月 2 名受け 

入れ実施 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事 故

件数 
1 件 件 2 件 件 件 件 件 件 3 件 2 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 他傷等 転倒 服薬・配薬 経済的損失 異食・誤飲 所在不明 

ヒヤリ件数 110 件 106 件 97 件 37 件 16 件 12 件 

        

4．出来した事案 

（1）職員の懲戒解雇の件 

   5 月に勤務中の飲酒行為確認のため、懲戒解雇に至った事案がありました。 

  折に触れて職場全体で、厳重な注意喚起を実施しています。 

 

（2）車両事故の件 

   7 月に外出活動時に施設付近で縁石に衝突する単独車両事故を発生させ、乗車していた

2 名のご利用者が軽傷を負い、治療支援を行いました。再発防止と注意喚起のため、1 か月

間車両での外出を自粛しました。安全運転の徹底を意識しています。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 共同生活援助 ケアホームきたすま 

管理者 山本 隆志 

 

 

ケアホームの基本方針 

1．一人ひとりが神様に生かされている存在であることを深く思い、愛の眼差しをもって利用

者支援にあたります。 

2．利用者の心に寄り添い、「感動」を生み出すサービス提供に努めます。 

3．日常のなかに「新たな発見」を感じる敏感さと一歩先に踏み出すプロアクティブな気持ち

をもって仕事に取り組みます。 

4．利用者が地域の主体であることをともに感じることができる支援を目指します。 

 

 

2024 年度の事業報告について 

 グループホームでの安定した生活が継続できるように、今年度も支援を行いました。通所先

との連携を行い、送迎加算を他事業所で取得できるように調整しました。また、送迎に関わる

職員が増加したことにより、バックアップ施設として神戸明生園の多くの職員がケアホームき

たすまを知る機会となりました。 

 世話人の献身的なサポートにより、歯科受診が難しかったご利用者が継続的に歯科受診でき

ています。ご家族の高齢化により、自宅に帰られなくなったご利用者が更に増えましたが、落

ち着いて生活できています。 

 体調不良となったご利用者へのサポートをバックアップ施設と世話人、生活支援員で連携を

取り、ご利用者が不安になることなく生活できました。 

 設備の一部入れ替えを行い、生活環境が少し快適になりました。また、外出などで地域の資

源の活用を少しずつ再会できました。 

 

 

1.事業概要 

 開設年月日：2009 年 3 月 1 日 

 種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設事業 (第 2 種) 共同生活援助 5 名 知的障害者 20015 年 10 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）QOL の視点 

 

（2）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

予 算 に 沿

っ た 収 入

の確保 

予算に沿っ

た収入の確

保をします 

①利用率の安定維

持をします 

ｱ）順調な利用率維持達成 

◎ 

設備改修・

永 続 的 運

営 に 向 け

て 

設備改修・永

続的な運営

に向けた取

り組みを行

います 

①積立金の継続的

な実施を行いま

す 

ｱ）予定通り実施 

ｲ）エアコン洗浄・エアコン取替、増設 

実施 ◎ 

 

 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

高齢・重度

化 へ の 対

応 

高齢重度化

への対応を

行う 

①バックアップ施

設に限らず連携

を深めます 
 
②支援体制の見直

しを行います 

① 
ｱ）神戸聖生園との朝夕送迎での連携開始 
ｲ）連携文章取り交わし加算取得 

（神戸聖生園側で取得） 
② 
ｱ）未完結 

△ 

利 用 者 の

安全確保 

利用者の安

全確保を行

います 

①火災訓練をバッ

クアップ施設と

連携し実施しま

す 

②医療とのつなが

りを強くしてい

きます 

① 
ｱ）消防への通報訓練実施、警報連動の転

送電話も確認しました（9 月） 
 
② 
ｱ）世話人の支援により歯科通院を継続 

○ 

地 域 生 活

の定着 

地域生活の

定着を行い

ます 

①近隣との良好な

関係を維持しま

す（挨拶・駐車で

迷惑をかけない

などの配慮） 

②移動支援等外部

サービス利用促

進を行います 

① 
ｱ）近隣住宅の入れ替わりにより、関係が

希薄化している、地域清掃の参加で一

定の交流実施 
 
② 
ｱ）世話人の支援により移動支援利用に 

繋げた 

○ 
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（3）人材育成の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 年間実施状況 

達成

度 

専 門 性 の

向上 
専門性向上

へ働きかけ

ます 

①オンライン研修

の提供継続 
②虐待防止の徹底 
 
③身体拘束ゼロの

継続 
④個別支援計画内

容の実効性の向

上 
⑤新規職員採用に

よる強化 

① 
ｱ）虐待防止研修動画で活用 
② 
ｱ）継続実施 
③ 
ｱ）ゼロを維持 
④ 
ｱ）未達 
 
⑤ 
ｱ）未達 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 その他 計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 件 0 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 室温上昇 

 ヒヤリ件数 1 件 

 

4．出来した事案 

  特にありません｡ 
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2024 年度 事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

 神戸市立ワークセンターひょうご 

    しごとサポート中部 

    神戸障害者就業・生活支援センター 

    障害者雇用就業・定着拡大推進事業 

所 長  高見 俊雄 

 

基本方針 

1．法人の基本理念のもとに、標記の 4 事業を一体的・有機的に運営する。 

2．障害者が「1 人でも多く、1 日でも長く」一般就労ができるよう支援します。 

3．個々の訓練生・相談者に適した就職支援・定着支援を継続的に進めます。 

4．関係機関との連携の強化に努め、障害者の一般就労の進展を目指します。 

5．神戸地域における障害者就労支援の中核施設として、その専門性の向上を図ります。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

就労支援を通して、すべての利用者が”自分らしさ”を大切に、住み慣れた地域で暮らせる

よう努めます。また、職員が仕事に誇りを持ち、いきいきと利用者支援を行える施設を目指

します。 

 

2024 年度の事業報告について 

【ワークセンターひょうご】 

近年、就労移行支援事業は次のような事業環境にありました。 

・職業科をもつ就労に特化した支援学校の開校 

・障害者雇用率の引き上げ及び企業の人手不足感を受けた好調な障害者就労 

・新型コロナ禍で設けられた基本報酬単価特例措置が 2024 年度から廃止 

このような状況を受けて 2019 年に年度当初のご利用者総数が定員 30 名を割り、その後も漸

次減少を続け、2020 年度からは年度当初の新規ご利用者は 10 名を下回り、2024 年度は 2 名と

いう状況となり、全体で 21 名でのスタートとなりました。 

2024 年度の事業運営の方向として、 

・特別支援学校卒業生の進路先として就労移行支援が選ばれにくくなってきている状況にあ

ることから、就職者の輩出とともに、年度途中からのご利用者の獲得に注力すること 

・ご利用者の障害種別を知的障害者だけでなく幅広くとらえること 

・報酬算定の効率化のために定員を 30 名から 20 名に減員すること 

などを掲げ、取組みました。 

利用者確保のために体験や見学の受け入れ、外部機関への営業活動を積極的に実施しました。

結果、11 名の途中ご利用者を迎え、就職者を 12 名輩出することができ、2025 年度の報酬区分

は 2024 年度と同等の第 3 ランクを維持することができました。 

また、身体、精神、発達障害ならびに障害者手帳不所持の方の受け入れを実施しました。今

年度特徴的だったのが、途中入所者 11 名のうち、3 名の方が社会的引きこもりという背景をお

持ちの方でした。体力面や精神面の不安から、利用開始時は通所頻度を週 1～2 日に設定したり、
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午前または午後の通所などから開始するなど、それぞれのペースを大切にし、スモールステッ

プで徐々に通所頻度をあげていき、年度末には 3 名とも週 5 日、終日利用が行えるようになっ

たことはご利用者にとって大きな成長であったと思います。一方で、支援の経験が少ない障害

種別の方や職業準備性が一定基準に達していない方を受け入れたことで、支援が質・量ともに

増加し、職員の負担は大きかったといえます。利用率の低迷、就職することなく退所など、支

援が報われない場面も見られましたが、職員の支援スキルアップに繋がった面もあり、今後の

事業運営で活かせていけると考えています。 

さらに、定員を 30 名から 20 名に変更する手続きを実施しました。これにより、2025 年度の

報酬区分は 30 名定員時と同じ第 3 ランクですが、報酬単位は 717 単位から 848 単位と約 18％

アップとなりました。20 名定員の効率的な運営により、今後ランクアップも望める状況です。 

併せて、就労移行支援の職員が兼務で行っている 3 年間の就労定着支援事業（その後のさらに

3 年の独自サポート事業も含めて）についても就労者との信頼関係のもとに、切れ目なくサポ

ートすることができました。 

 

最後に、障害者就労支援拠点としての役割を果たすべく、神戸市等の行政機関をはじめ、厚

生労働省、JICA（国際協力機構）の要請を受け、スリランカ政府団の視察を受け入れました。

スリランカ政府団の視察は JICA による 2 か年計画の 2 年目で、前回の研修以降、現地における

障害者就労支援についての変化について報告があり、当事業所が長年行っている働く障害のあ

る方の居場所事業がスリランカでも開始されたことが発表され、我々の行っている活動が伝播

したことに、参加していた職員、障害のある方ともに歓喜する瞬間を共に持つことができまし

た。このような機会があれば、今後も積極的に協力していきたいと思います。 

 

【しごとサポート中部、神戸障害者就業・生活支援センター、障害者雇用就業・定着拡大推進事業】 

神戸市など行政からの受託事業であるしごとサポート中部をはじめとする就労相談部門にお

いては、近年、支援対象の幅の広がり、企業が求める障害者雇用の質の高まり、相談内容の複

雑化などを受け、質の高いケースワークが必要になっている状況です。また、神戸地域全体の

障害者就労環境を進展させるために受託している神戸障害者就業・生活支援センターとしては、就

労機関相互のネットワークの構築などの基幹的機能を担いました。 

支援の質を高めるため、各種研修（障害理解の研修、障害者就労支援の専門的な研修、スー

パーバイズ、リーダーシップ向上、組織力向上の研修等）を積極的に受講しました。狭い見識

にとらわれて支援を行うことを防ぐため、日常の支援のみでは得られない技術や知識を得る必

要があり、今後も継続して外部研修への参加を実施したいと考えます。また、事業所内の成長

だけでなく、地域の就労支援機関の支援力向上に寄与するため、研修の講師を積極的に引き受

け、技術や知識の伝承等にも力を入れ、国から求められている基幹型機能を引き続き果たして

いきたいと考えます。  
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1．事業概要【ワークセンターひょうご】 

 開設年月日：1996 年 4 月 1 日 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 

就労移行支援事業 

－神戸市立ワークセ

ンターひょうご－ 

30 名 知的障害 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労定着支援事業 ― 知的障害 2018 年 8 月 1 日 

公益事業（市委託） 

相談支援事業 

－しごとサポート中

部－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

1996 年 4 月 1 日 

公益事業（国委託） 

相談支援事業 

（雇用安定） 

－神戸障害者就業・ 

生活支援センター－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2004 年 4 月 1 日 

地域生活支援事業 

（県委託） 

相談支援事業 

（生活支援） 

－神戸障害者就業・ 

生活支援センター－ 

公益事業 

（県補助事業） 

職場開拓事業 

－障害者雇用就業・

定着拡大推進事業－ 

― 

身体障害者 

知的障害者 

精神障害者 

2004 年 6 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

人財育成

への取り

組み 
 
 

【共通】 
内部・外部研

修の効果的

な活用 

①法人内研修へ

の参加 
②内部研修の企

画、実施 
③外部研修への

参加 

① 

ｱ）法人一般職員研修（11 月） 

ｲ）法人課長研修（11 月） 

 

② 

ｱ）企画打ち合わせ（7 月） 

ｲ）内部研修（11 月） 

 

③ 

ｱ）課題共有カンファレンス 2024（5 月） 

ｲ）就労ｱｾｽﾒﾝﾄ～基礎理論～、就労支援研修会 

 （6 月） 

ｳ）働く人のためのうつ予防セミナー（7 月） 

ｴ）サビ菅実践研修、管理職向け階層別女性社 

 員研修、福祉職のための記録作成研修、発 

 達障がい支援者基礎研修（9 月） 

ｵ）第 60 回全国知的障害福祉関係職員研究大、 

 発達障がいがある子どもたちの性教育、就 

 労支援研修会、相談支援・就業支援セミナ 

 ー、就業支援実践研修、全国就業支援ネッ 

 トワーク定例研究・研修会（10 月） 

ｶ）障害者虐待対応力向上研修、職業リハビリ 

 テーション研究・実践発表会、就労支援フ 

 ォーラム、ひきこもり支援団体記念講演会、 

 三木精愛園セミナー、就業支援基礎研修、 

 高齢者・障がい者権利擁護の集い（11 月） 

ｷ）権利擁護研修会、全国生産活動・就労支援 

 部会職員研修会、高次脳機能障害研修、就 

 労支援研修会、就労支援フォーラム 

 NIPPON2024、社会福祉施設主任者・管理職 

 対象研修（12 月） 

ｸ）知的障害者の性や恋愛・結婚等についての 

 シンポジウム、障害のある人の質の高い就 

 労生活を実現するための就労定着支援実践 

 セミナー、日中活動支援部会全国大会（1 月） 

ｹ）アサーティブコミュニケーション、日本職 

 業リハビリテーション学会兵庫大会プレ大 

 会、障害者就業・生活支援センターをより 

 深く考えるための全国フォーラム（2 月） 

ｺ）CEF2024～質の高い障害者雇用を考える会 

 議～（3 月） 

 

 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

【共通】 

職員面談、ス

ーパービジ

ョンの実施 

①年 3 回職員面

談、SV の実施 

ｱ）職員面談を実施（7、8、9、11、12、3 月） 

◎ 

【共通】 

地域内の就

労継続支援

B 型、就労継

続支援 A 型、

就労移行支

援の訪問 

①2 事業所/月以

上の訪問を実

施し、報告書を

作成する 

ｱ）年間延べ A 型 4 カ所、移行 6 カ所の訪問を

実施 

△ 

ワークラ

イフバラ

ンスを重

視した働

きやすい

職場づく

り 

【共通】 

超過勤務の

縮減 

①超過勤務の状

況確認、原因確

認と解決方法

を検討する 

ｱ）全職員超過勤務時間は月 20 時間以下 

◎ 【共通】 

有給休暇の

取得推進 

①有給休暇の取

得状況を把握。

年 5 日以上の

取得を確実に

行う 

ｱ）1 月末時点で、全職員が有給休暇 5 日以上

を取得 

権利擁護

の推進 

【共通】 

虐待防止セ

ルフチェッ

クリストの

実施 

① 虐待防止セル

フチェックリ

スト年/2 回 

② 委 員 会 報 告

（4、10 月） 

① 

ｱ）虐待防止ｾﾙﾌﾁｪｯｸ実施（9 月、2 月） 

② 

ｱ）ｷｬﾅﾙ苦情解決･虐待防止委員会実施 

（10 月、3 月） 

ｲ）全体職員会議にて苦情解決･虐待防止委員

会の報告（4 月、12 月） 

◎ 

【共通】 

虐待防止研

修への参加 

①虐待防止研修

に適時参加 

ｱ）障害者虐待対応力向上研修（11 月） 

◎ 

【ワーク】 

虐待防止事

例検討会の

開催 

①虐待防止事例

検討会の実施 

ｱ）虐待防止事例検討会の実施（11 月、12 月） 

◎ 
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（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

営 業 活 動

の強化 

【ワーク】 
見学や体験

等の受け入

れ強化 

①見学・体験等の

積極的な受け

入れ 

ｱ）体験利用 15 名、見学 35 名を受け入れ 

○ 

【ワーク】 
学校・支援機

関等訪問の

強化 

①特別支援学校、

区役所、就労支

援機関等に営

業活動（年間

30 か所以上） 

ｱ）年間延べ66ヵ所に営業活動を実施 

ｲ）ハローワーク神戸、灘、西神、明石、兵庫障

害者職業センター（4月） 

ｳ）阪神昆陽・いぶき明生・青陽灘（5月） 

ｴ）あけぼの学園、阪神昆陽、西神戸、いぶき明

生（6月） 

ｵ）青陽須磨、西神戸、県立神戸 阪神昆陽 

（7月） 

ｶ）いぶき明生、西神戸、青陽須磨、県立神戸、

エコールKOBE、青陽灘（8月） 

ｷ）友生、楠高校、クラーク記念国際高等学校、

青雲高校（9月） 

ｸ）県立神戸、青陽須磨、エコール神戸、阪神昆

陽、神戸聴覚（10月） 

ｹ）あけぼの学園、神戸聴覚、阪神昆陽、しごと

サポート東部（11月） 

ｺ）神戸聴覚、青陽須磨、友生、西神戸（12月） 

ｻ）あけぼの学園、県立神戸、青陽須磨、いぶき

明生、西神戸、友生、青陽灘、エコール KOBE

（1月） 

ｼ）県立盲学校、青陽須磨、視覚特支、いぶき明

生、青陽灘、西神戸（2月） 

ｽ）青陽灘、灘さくら、友生、青陽須磨、いぶき

明生、盲学校、県立高等特支、阪神昆陽、の

じぎく、西神戸、神戸聴覚、神戸大学附属、

あけぼの学園（3月） 

◎ 

【ワーク】 

未開拓な機

関への営業

活動 

①未開拓な機関

へ営業活動を

実施する（10

か所以上/年） 

ｱ）年間延べ24ヵ所に営業活動を実施 

ｲ）学生・就職困難者ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄ事業+U（4月） 

ｳ）兵庫むつみ会、中道ﾃｸﾉ（就 B）、兵庫県 LD

親の会「たつの子」（5月） 

ｴ）ﾘﾁｪﾙｶ（自立訓練）（6月） 

ｵ）ゆるり（相談支援事業所）（7月） 

ｶ）大野こころのｸﾘﾆｯｸ（8月） 

ｷ）障害者相談支援ｾﾝﾀｰ（なだ、いそがみ、たち

ばな、にしだい、しんながた、たかとり、ひ

がしなだ）（9月） 

ｸ）コこころのｸﾘﾆｯｸ（10月） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

【ワーク】 

未開拓な機

関への営業

活動 

①未開拓な機関

へ営業活動を

実施する（10

か所以上/年） 

ｹ）田淵神経内科診療所、障害者相談支援ｾﾝﾀ（ーう

おざき、きた、たにがみ）（11月） 

ｺ）兵庫区・須磨区・長田区社会福祉協議会 

（12月） 

ｻ）須磨区役所保健福祉課・生活支援課、きたす

ま障害者相談支援センター（3月） 

◎ 

【共通】 

HP 更新 

① 月 1 回以上の

HP 更新 

ｱ）毎月 1 回以上 HP を更新 
◎ 

訓 練 生 の

職 業 体 験

を 充 実 さ

せる 

【ワーク】体

験実習先の

開拓 

①体験実習先の

開拓 

ｱ）農政公社、福祉工場あじさい、WBS、サ

ニーライフ白川（4 月） 

ｲ）農業公園、スシロー、フジパン、小磯記

念美術館（5 月） 

ｳ）WBS（6 月） 

ｴ）SRI ロジスティクス株式会社、サニーラ

イフ白川、スミフル（7 月） 

ｵ）ソックコウベ㈱、㈱ジャパンフレッシュ、

SRI ロジスティクス㈱（8 月） 

ｶ）つながり、㈱ナンバースリー（9 月） 

ｷ）福祉工場あじさい（10 月） 

ｸ）サニーライフ白川、那須梱包、ペーパー

ムーン（特養）（11 月） 

ｹ）神戸市、三菱重工（12 月） 

ｺ）中央図書館（1、2 月） 

ｱ） 福祉工場あじさい（3 月） 

○ 

マ ニ ュ ア

ルの整備 
【共通】 

業務マニュ

アル、支援マ

ニュアル等

の更新 

①マニュアルの

整備 

ｱ）作業マニュアル改訂（5、7、8、9 月） 

○ 

委 託 事 業

の 確 実 な

運営 

【就労】 
基本相談の

実施、職場訪

問による定

着支援、就職

者の輩出 

①基本相談 

7200 件/年 

②職場訪問によ

る定着支援 

300 件/年 

③就職者 

80 人/年 

① 

ｱ）相談件数 7,275 件（101.04％） 

② 

ｱ）職場定着支援 252 件（84％） 

③ 

ｱ）就職者数 84 名（105％） 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

委 託 事 業

の 確 実 な

運営 

【就労】 

中部地域障

害者就労推

進ネットワ

ーク会議の

開催 

①中部地域障害

者就労推進ネ

ットワーク会

議の開催（年 3

回） 

ｱ）「働いている方のお話をきく会」開催 

（11 月） 

ｲ）「通所が不安定な方へのアプローチを一

緒に考えませんか」開催（11 月） 

ｳ）「働いている方のお話をきく会」開催 

（2 月） 

◎ 

【就労】 

現況調査（葉

月作戦）の実

施 

①現況調査（葉月

作戦）の実施

（年 1 回) 

ｱ）アンケート項目を検討（5 月） 

ｲ）登録確認、現況調査票を発送（8 月） 

ｳ）返送処理（9～12 月） 

ｴ）報告書作成（2 月） 

◎ 

【就労】 

ピアサポー

ト活動の実

施 

①ピアサポート

活動の実施 

（年 2 回） 

ｱ）「働いている方のお話を聴く会」開催 

（11 月） 

ｲ）「働いている方のお話をきく会」開催 

（2 月） 

◎ 

【就労】 

しごとサポ

ート関連の

会議への参

加 

①しごとサポー

ト連絡会議 

②しごと開拓員

連絡会" 

① 

ｱ）毎月出席 

② 

ｱ）毎月出席 

 

◎ 

【就労】 

外部機関主

催の会議へ

の参加 

①兵庫労働局、職

業能力開発施設、

兵庫障害者職業

センター等が主

催の会議に出席 

ｱ）令和 6 年度第 1 回兵庫県就業・生活支援

センター等連絡協議会、令和 6 年度第 1

回兵庫県障害者雇用・就業支援ネットワ

ーク会議（5 月） 

ｲ）令和 6 年度全国就業支援ネットワーク通

常総会（6 月） 

ｳ）東部地域就労推進ネットワーク会議議 

（7 月） 

ｴ）令和 7 年度障害者就業・生活支援センタ

ー事業概算要求に関するオンライン予算

説明会（9 月） 

ｵ）障害者就業・生活支援センターと連携し

た雇用指導対策会議（10 月） 

ｶ）令和 6 年度第 2 回兵庫県障害者就業・生

活支援ｾﾝﾀｰ等連絡協議会、障害者就業・

生活支援ｾﾝﾀｰ近畿ﾌﾞﾛｯｸ経験交流会議 

（11 月） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

【就労】 

外部機関主

催の会議へ

の参加 

①兵庫労働局、職

業能力開発施

設、兵庫障害者

職業センター

等が主催の会

議に出席 

ｷ）令和 6 年度キャリア教育・社会参加等研

究協議会、令和 6 年度障害者就業・生活

支援ｾﾝﾀｰ事業（雇用等事業）における兵

庫県ｾﾝﾀｰ連絡会議（12 月） 

ｸ）第 4 回北部地域就労推進ネットワーク会

議、第 3 回兵庫県障害者就業・生活支援

センター等連絡協議会、令和 6 年度第 2

回兵庫県障害者雇用・就業支援ネットワ

ーク会議、令和 6 年度特別支援学校キｷｬﾘ

ｱ教育推進会議（2 月） 

ｹ）第 2 回西部地域就労推進ﾈｯﾄﾜｰｸ会議、  

主任職場定着支援担当者経験交流会 

（3 月） 

◎ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

質 の 高 い

就 労 支 援

及 び 地 域

生 活 支 援

の実施 

【就労】 

同フロアの相

談窓口と連携

し、重層的か

つ専門性の高

い相談支援を

実施 

①各部署と情報

共有を通して

連携を図り、必

要な部署と協

働して支援を

行う 

ｱ）連携ケース 

・ひょうご障害者相談支援センター4 件 

・神戸市発達障害者中部相談窓口 11 件 

○ 

障 害 が あ

る 方 の 職

場 定 着 支

援の実施 

【共通】 

障害者同士

がｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

を図ること

ができる職

場定着支援

の実施 

 

【共通】 

長期的かつ

丁寧な職場

定着支援（ロ

ングサポー

ト、ロンガー

作戦） 

①在職者交流会

（3 回/年） 

②ドリーム 

（1 回/月） 

③ほっとﾛﾋﾞｰ 

（随時） 

④同窓交流会 

（1 回/年） 

① 

ｱ）第 1 回在職者交流会開催（7 月） 

ｲ）第 2 回在職者交流会開催（11 月） 

ｳ）第 3 回在職者交流会開催（2 月） 

② 

ｱ）ドリームを12回開催、延べ184名参加 

③ 

ｱ）ほっとﾛﾋﾞｰ 97 日稼働、延べ 222 名利用 

④ 

ｱ）10 月に開催。135 名が参加 

○ 

障 害 が あ

る 方 の 職

場 定 着 支

援の実施 

①ロングサポー 

 ト 

②ロンガー作戦 

①② 

ｱ）支援を実施 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 援 の 質

の向上 

 

【共通】 

アセスメン

トツールの

導入、SST の

導入 

①厚生労働省編 

一般職業適性

検査の導入 

②SST の学習 

① 

ｱ）BWAP2（就労アセスメントツール）日本

語版マニュアル、質問用紙を購入（3 月） 

② 

ｱ）未実施 

△ 

【共通】 

顧客満足度

調査の実施 

①顧客満足度調

査の実施 

（年 1 回） 

ｱ）11 月に調査を実施。2 月に法人 HP に結

果を公表 ◎ 

 
（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 的 な

事 業 収 入

の確保 

【ワーク】 

事業運営体

制の見直し 

①定員数見直し

についての検

討 

②多機能的な運

営の検討 

①② 

ｱ）神戸市障害福祉課、監査指導部を訪問し

定員数の見直しについて相談（9 月） 

ｲ）常任理事会に定員を 20 名に変更する議

案を提出し、可決された（11 月） 

ｳ）定員 20 名とする変更届を提出（3 月） 

○ 

安 定 的 な

事 業 収 入

の確保 

【ワーク】 

利用者数、利

用率、就職者

の職場定着率

の向上、土曜

開所の実施 

①月平均利用人

数 17 名以上 

②利用率 

80％以上 

③上半期下半期

で就職者を 6

名ずつ輩出 

④270 日/年の開 

所 

① 

ｱ）月平均利用人数 

16.5 人（4 月)、15.8 人（5 月） 

14.5 人（6 月）、13.1 人（7 月） 

12.2 人（8 月）、13.3 人（9 月） 

12.5 人（10 月）、11.1 人（11 月） 

12.4 人（12 月）、12.5 人（1 月） 

12.3 人（2 月）、12.1 人（3 月） 

② 

ｱ）利用率 

81.3％（4 月）、82.8％（5 月） 

77.9％（6 月）、73.3％（7 月） 

71.6％（8 月）、78.1％（9 月） 

74.1％（10 月）、74.1％（11 月） 

77.1％（12 月）、77.3％（1 月） 

72.6％（2 月）、76％（3 月） 

③ 

ｱ）就職者 12 名 

④ 

ｱ）267 日（営業）/270 日（法定） 

△ 
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【ワーク】 

途中入所者

の確保 

①3 名以上の途

中入所者を確

保 

ｱ）11 名の途中入所者を確保 

1 名（5 月）、1 名（6 月）、1 名（7 月） 

1 名（9 月）、2 名（10 月）、1 名（12 月） 

2 名（1 月）、1 名（2 月）、1 名（3 月） 

◎ 

【ワーク】 

就労定着支

援の実施 

①就労定着支援事

業の実施（月平

均 25～30 件の

稼働） 

ｱ）29 件（4 月）、30 件（5 月） 

28 件（6、7 月）、27 件（8 月） 

28 件（9 月）、29 件（10 月） 

31 件（11、12 月）、33 名（1、2 月） 

32 名（3 月） 

◎ 

【ワーク】ジ

ョブコーチ

支援の実施 

ジョブコーチ支

援の実施（月平均

3 件以上の稼働） 

ｱ）26 件のジョブコーチ支援を実施 

（月平均 2.1 件） △ 

委 託 事 業

の 誠 実 か

つ 効 率 的

な遂行 

【就労】 

超短時間雇

用の創出 

①超短時間雇用

にかかる支援や

情報の収集 

ｱ）1 社に対し超短時間雇用の説明を実施 

（4 月） 

ｲ）B 型併用受給者証更新に伴うケース会議

2 件実施（5 月） 

ｳ）兵庫県保険医協会（説明）（6 月） 

ｴ）B 型併用受給者証更新に伴うケース会議

1 件実施（10 月） 

ｵ）B 型併用受給者証更新に伴うケース会議

2 件（新規 1 件、更新 1 件）実施（12 月） 

ｶ）萩原珈琲株式会社（職務定義）（2 月） 

ｷ）萩原珈琲株式会社（見学同行）（3 月） 

◎ 

【就労】 

神戸市トラ

イアル実習、

神戸市障害

者訓練雇用

事業の実施 

①トライアル実

習の事務、支援

の実施 

②神戸市障害者

訓練雇用事業

の実施 

① 

ｱ）実習生の公募について神戸市と打合せを

実施（4 月） 

ｲ）公募の案内、面接の案内を送付（5 月） 

ｳ）面接実施（6 月） 

ｴ）第 1～4 クールの支援を実施（6～9 月） 

ｵ）第5～8クールの支援を実施（10～12月） 

② 

ｱ）ジョブ的支援を年間 21 件実施、実施請

求額 203,060 円 

◎ 
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（5）地域公益の視点 

実行計画 実行計画 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

地 域 福 祉

の 拠 点 と

し て の 役

割 を 果 た

す 

【ワーク】見

学、体験実

習・利用、職

場体験、トラ

イやるウィ

ークの積極

的受け入れ 

①見学等の受け

入れ 

ｱ）神戸市障害福祉課・障害者支援課・政策

課、あしすと阪急阪神（4 月） 

ｲ）厚生労働省、兵庫労働局（5 月） 

ｳ）JICA・スリランカ政府団（6 月） 

ｴ）青陽須磨教員（7 月） 

ｵ）ウェスレー財団インターン生（8 月） 

ｶ）福祉工場あじさい、須佐野中学トライや

る（9 月） 

ｷ）あけぼの学園見学会（10 月） 

ｸ）トライやるウイーク、神戸女子大学 

（11 月） 

ｹ）須磨ノ浦学園生徒 4 名（12 月） 

ｺ）ディーキャリア（就労移行）（1 月） 

ｻ）宝塚せいれいの里（2 月） 

◎ 

【ワーク】地

域の清掃活動

を通して、地

域に貢献する

とともに障害

の周知を実施 

①清掃活動の実

施 

ｱ）須磨海岸ビーチクリーン活動への参加を

予定していたが中止（5 月） 

△ 

【共通】 

障害者雇用

の啓発 

①10 月、12 月に

障害者雇用啓

発活動を実施 

ｱ）障害者雇用啓発活動として、兵庫駅前で

街頭アナウンス、ポケットティッシュ配

りを行っていたが、職員で協議し、活動

を終了 

－ 

就 労 相 談

機 能 の 充

実、基幹 

～障害者、

企業、関係

機 関 に 対

して、基幹

型機能、ハ

ブ 機 能 を

果たす～ 

【就労】研修

の開催、研修

講師の受託 

①ラーニングセ

ッション 

②研修講師派遣 

① 

ｱ）ラーニングセッションを開催（7月） 

② 

ｱ）新任障害者職業紹介業務担当者及び雇用

指導担当研修 講師（6 月） 

ｲ）令和 6 年度障害者職業生活相談員資格認

定講習（8、10 月） 

◎ 

【就労】ネッ

トワーク形

成のための

会議を開催 

①神戸地域障害

者雇用・就業支

援ネットワー

ク会議 

 

① 

ｱ）神戸・三田地域障害者雇用連絡会議と第

1 回神戸地域障害者雇用・就業支援ネット

ワーク会議の合同会議を開催。64 機関 68

名が参加（5 月） 

◎ 
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実行計画 実行計画 2024 年度計画 実施状況 
達成

度 

就 労 相 談

機 能 の 充

実 

～障害者、

企業、関係

機 関 に 対

して、基幹

型機能、ハ

ブ 機 能 を

果たす～ 

【就労】ネッ

トワーク形

成のための

会議を開催 

①神戸地域障害

者雇用・就業支

援ネットワー

ク会議 

②就労移行支援

部会 

③教育関係機関

就労支援連絡

会 

ｲ）第 2 回神戸地域障害者雇用就業支援ネッ

トワーク会議を開催。53 機関 55 名が参加

（2 月） 

② 

ｱ）第 1 回就労移行支援部会を開催。33 機関

38名参加（7月） 

ｲ）第 2 回就労移行支援部会を開催。29 機関

32名参加（12月） 

③ 

ｱ）第 1 回教育関係機関就労支援連絡会を開

催。13 校 16 名参加（8 月） 

ｲ）第 2 回教育関係機関就労支援連絡会を開

催。13 校 16 名参加（3 月） 

◎ 

【共通】事業

主（企業）に

対 す る 相

談・支援、及

び職場開拓

を実施 

①相談件数 

1200 件/年 

②職場開拓 

24 件/年 

① 

ｱ）1064 件 

② 

ｲ）31 件 
○ 

【共通】各区

自立支援協

議会への参

加 

①自立支援協議

会への参加 

ｱ）須磨区自立支援協議会全体会（5 月） 

ｲ）中央区自立支援協議会（8 月） 
○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 2 件 2 件 0 件 

※その他 2 件について、1 件は利用者による物損、1 件は書類発送時の宛名間違い 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順）  

ヒヤリ件数 0 件 
 

4．出来した事案 

特にありません。 
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2024 年度 事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

グループホーム アリエッタ北須磨 

施設長  高見 俊雄 

 

基本方針 

1．利用者一人ひとりの人権と主体性を尊重した支援を行います。 

2．利用者が元気に職場等に出かけ、安心して帰って来ることができる“心の拠りどころ”と

なり、「一日でも長く」働き続けられるように支援します。 

3．地域と連携し、地域に根ざしたホームとなるよう努めます。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

就労支援と生活支援を通して、すべてのご利用者が、“自分らしさ”を大切に、住み慣れた地

域で暮らせるよう努めます。また、職員が仕事に誇りを持ち、いきいきと利用者支援を行え

る施設を目指します。 
 

2024 年度の事業報告について 

就労している障害者を対象としたワンルーム型グループホームとして開設し、今年度で 5 年

目を迎えます。ご利用者のプライベートな時間を大切にしながら、必要に応じて、仕事と生活

面の両面をサポートしました。 

 まず、新型コロナをはじめとする感染症の拡大を防止するため、館内の消毒、食事提供を個

室対応する、手洗い、マスクの着用等、基本的な感染対策を継続し、ご利用者の健康の確保に

努めました。今年度は、ご利用者やご家族の意見を聴取し、希望された 5 名の方について、食

堂での夕食提供を再開することができました。今後も、漸次ご利用者が集える場を回復させて

いきます。 

 また、グループホームの生活を通して生活力の向上を目指し、一人でも多くの方が一人暮ら

しなど次のステップを検討できるよう、各居室における家事の共同実施、見守り、遂行の確認

等を実施しました。また、生活力という面では、夜間支援がない施設という性質から、緊急時

の対応について、ご利用者への意識づけを図るため、避難訓練を実施いたしました。 

また、職員間のより円滑な意思疎通を図ることを目的に、定期的なスタッフミーティングの

機会を設けました。日々のケアやご利用者の変化について共有し、支援の方法を検討しました。

引き続き、質の高い支援の提供につなげていきます。 

最後に、地域交流ですが、おいでやすカーニバルに、職員やご利用者が数名参加することが

できました。コロナ禍によりこれまで十分な取り組みが行えていませんでしたが、近隣のレス

トランで食事会の開催や友が丘及び多井畑地区の地域行事等への参加も検討し、アリエッタ北

須磨が地域の一員として認知してもらえるように努めていきます。 

 

1．事業概要 

開設年月日 2020 年 1 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 10 名 知的障害者 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点 

 

（2）業務プロセスの視点 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

基 本 理 念

の理解 

基 本 理 念

の理解 

①神戸聖隷ハンド

ブック・接遇ハ

ンドブックの活

用 

ｱ）職員室に理念を掲示 
ｲ）限られた時間の中でスタッフミーテ 

ィングを行っており、ハンドブックの

活用までに至らず 

☓ 

専 門 性 の

向上 

専 門 性 の

向上 

①法人内研修への

参加（職位別研

修、理念研修） 

ｱ）職員シフトの関係上、研修の調整が 
できず ☓ 

虐待防止・

人 権 擁 護

の取組み 

虐待防止・

人 権 擁 護

の取組み 

①全員参加の内部

研修を実施 

（１回/年） 

ｱ）虐待、身体拘束防止研修を実施 
（10 月） ◎ 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

マ ニ ュ ア

ルの整備 
マ ニ ュ ア

ルの整備 
①基本的な生活支

援のマニュアル

作成と更新 
②個別のスケジュ

ール作成 

① 
ｱ）各シフトの支援内容や職員の動きを 

整理し、変更が生じた際、更新を実施 
② 

ｱ）曜日別の個別支援スケジュール表を 

作成 

○ 

業 務 省 力

化の推進 
業 務 省 力

化の推進 
①業務日誌とケア

記録での PC 活

用 

ｱ）ケア記録は PC で作成することが定着

ｲ）業務日誌については、タイムリーに 

記載する必要があるため、紙媒体のま

まとする 

○ 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

生 活 環 境

の充実 

生活環境の

充実 

①利用者個々に配

慮した生活環境

と生活スタイル

の提供 

① 

ｱ）食事提供について、希望する 5 名の 

方が食堂で摂取を再開 

ｲ）出退勤の時間に応じて、食事を提供 

ｳ）個別に必要な生活支援について、曜日

別にスケジューリングし、サポートを

実施 

○ 

- 144 -



 

（4）経営強化の視点 

 

（5）地域貢献の視点 

 

（6）人事・労務・危機管理の視点 

 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

生 活 環 境

の充実 
生活環境の

充実 

②家族・後見人・ガ

イド・事業所な

ど関係機関との

関係性維持・向

上 

② 

ｱ）サービス担当者会議への出席、ヘルパ

ーの調整等で、関係機関との連携を継

続 

○ 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

経 営 の 安

定 
経営の安定 ①帰省の安定と

利用率の向上 
②修繕等に備え

た積立金の計

上 

① 

ｱ）年間通しての利用率 87.9％ 

ｲ）週末帰省の頻度や 1 回あたりの泊数 

が短くなった 

② 

ｱ）職員 1 名が、週 20 時間以上の勤務と

なり社会保険が発生したため、想定よ

り人件費が増。積立は行わず 

△ 

重点実施

項目 

実行計画 
2024 年度計画 

実施状況 達成

度 

地 域 と の

連携 

地域との連

携 

①地域行事等へ

の活動に参加 
②日常的な地域

住民との関り

を大切にする 

① 

ｱ）おいでやすカーニバルに参加（9 月） 

② 

ｱ）地域行事等には参加できず 

△ 

重点実施

項目 

実行計画 
2024 年度計画 

実施状況 達成

度 

防災対策 防災対策 ①年 1 回の避難訓

練の実施 
②感染症対策にお

け る 指 針 の 整

備、備品の補充

と管理 

① 

ｱ）11 月に実施 

② 

ｱ）備品の補充、管理、点検を実施 △ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 2 件 2 件 4 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順）  

ヒヤリ件数 0 件 

 

4．出来した事案 

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ひょうご障害者相談支援センター 

                        神戸市障害者基幹相談支援センター 

                        神戸市発達障害者中部相談窓口 

                        所長  高見 俊雄 

 

センターの基本方針 

【ひょうご障害者相談支援センター】 

1．障害のある方（以下、「相談者」という）の意思と人権を尊重した上で、相談者やその家

族等からの相談に誠実に対応し、相談者が住み慣れた場所で暮らせるよう、関係機関と連

携しながら、公正・中立な相談支援を行います。 

2．困難ケースへの対応や、タイムリーな相談支援を行えるように、職員一人ひとりが専門性

を高めるとともに“組織による支援”を行います。 

3．障害の有無に関わらず、住み慣れた場所で安心して暮らすことができるよう、関係機関と

の協働のもと、区自立支援協議会事務局として協議会の活発な運営を担います。 

4. 兵庫区障害者地域生活支援拠点として「見守り支援事業」の委託を受け、障害者の見守り

を各関係機関と連携しながら行い、相談支援機能と地域社会資源の連携体制の構築に取り

組みます。 

 

【神戸市障害者基幹相談支援センター】 

1．市内の特定相談支援事業者の統括および、区自立支援協議会と市自立支援協議会・神戸市

施策推進協議会の連携に向けた後方支援等を行うことにより、神戸市の相談支援体制の強

化に貢献します。 

2．兵庫県下の各圏域との協働を通して、人材育成を含めた神戸市の相談支援体制の拡充と新

カリキュラム基づいた初任者研修、現任研修、主任相談支援専門員研修を円滑に実施でき

るよう支援者の後方支援に取り組みます。 

 

【神戸市発達障害者中部相談窓口】 

1．発達障害のある方（以下、「相談者」という。）の意思と人権を尊重した上で、相談者やそ

の家族等からの相談に誠実に対応し、相談者が自立した地域生活と社会参加ができるよう、

関係機関と連携しながら、公正・中立な相談支援を提供します。 

2．困難ケースへの対応や、タイムリーな相談支援を行えるように、職員一人ひとりが専門性

を高めるとともに適切な支援機関との連携を行います。 

 

【第 5 期中期計画のビジョン】 

障害のある方の地域生活を支えるために常に相談者に寄り添った相談支援を行い、住み慣

れた地域で安心した生活が送れるようにします。 

 

 

- 147 -



2024 年度の事業報告について 

まず最初に障害者相談支援センターですが、自立支援協議会の事務局として各部会運営を行

いました。地域課題を整理し、部会として役割りを終えたものを整理または自主的な活動に切

り替えたもの等、必要性を常に検討し部会運営を行ってきました。5 月の全体会は兵庫区役所

みなとがわホールで活動報告と障害者スポーツの推進としてボッチャの体験を行いました。初

めてボッチャに触れる方も多く、誰もが参加しやすいスポーツとして大いに盛り上がりました。

また、事業所ガイドブック作成プロジェクトではご利用者、支援者等が使いやすく、見やすい

ガイドブックの作成に取り組みました。紙面だけでなく兵庫区のホームページにも掲載し多く

の方が利用できるように工夫し、事業所の魅力をアピールできる物が完成しました。次に地域

生活支援拠点としての役割では介護者の不在時に緊急ショートスティの利用調整の相談を年間

18 件受けました。判断基準に沿ってご利用者の状態像を聞き取り、兵庫区地域生活支援拠点と

して 4 件の受け入れの調整をする等、迅速な対応で在宅生活が維持できるように努めました。 

計画相談の加算取得では事業所体制加算対象研修（強度行動障害支援者養成研修・基礎）を

受講し、加算の維持と個別加算では年間 59 件を取得し、常に収益に対する意識を各職員が持て

るよう働きかけました。地域貢献では他法人との連携が図れるよう、ほっとかへんネット兵庫

の活動にも積極的に参加しました。相談・災害各々のプロジェクトでは生活困窮者への相談会、

炊き出し訓練等、高齢、子ども、障害と分野を問わず、区内の各法人と顔の見える関係作りが

行えました。 

次に基幹相談支援センターは、定期的な圏域コーディネーター会議や階層別の会議だけでは

なく、市内特定相談支援事業所や市内相談支援センターの更なる後方支援に取り組めるよう、

積極的に事例検討会に参加しファシリテーション力を身に着けられるように支援者へ働きかけ

ました。市内特定相談支援事業者連絡会及び研修会では、2 回で 84 名が参加し相談支援専門員

の質の向上に努め、初任者研修修了者のフォローアップとしてファーストレベル研修Ⅰを 2 月、

Ⅱを 7 月に行い、相談員が孤立することないよう定着を目指しました。また神戸市療育ネット

ワーク会議の委員や兵庫県強度行動障害地域生活支援事業の委員として外部会議に参加しまし

た。法定研修の協力として初任者研修では企画構成委員、現任研修ではファシリテーターとし

て研修プログラムが円滑に遂行できるよう担当者で打ち合わせを行い、相談支援専門員の育成

に努めました。 

 最後に発達障害者中部相談窓口では、市内 4 窓口の中心的な役割を担い相談員窓口連絡会の

運営（年 12 回）、事例検討会での検討事例の調整、関西学院大学、兵庫教育大学との連絡等を

行いました。発達障害者への理解と啓発を目的にアウトリーチの一環として担当区（中央区、

兵庫区、長田区、須磨区）にある公立高校（11 校）にアンケート調査を行いました。窓口のア

ピールと発達が気になる生徒について聞き取りを行い、支援につながりやすい関係作りに努め

ました。また、芦屋・神戸地区の通級合同研修会ではオブザーバー参加する等、発達障害者へ

の理解が深められるよう尽力しました。専門性の向上では関西学院大学、兵庫教育大学の講師

が巡回相談で来所し、ケース検討を通じて個々の相談員のスキルアップを図り、毎月他の相談

窓口との連絡会でも事例検討を行いました。その他、担当区の自立支援協議会（親子部会、せ

いしん部会、相談支援部会、就労支援事業所連絡会）に所属し、せいしん部会では「にも包括」

の研修会で窓口の役割りや発達特性について発信し、日々の相談者対応にも役立てることがで

きました。 
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1．事業概要 

開設年月日：2002 年 7 月 1 日 

種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

相談支援事業        (第 2 種) 

一般相談支援 － 身体障害児・者 

知的障害児・者 

精神障害児・者 

2002 年 7 月１日 特定相談支援 － 

障害児相談支援 － 

公益事業 
神戸市発達障害者中

部相談窓口 
－ 発達障害者 2009 年 7 月１日 

公益事業 
神戸市障害者基幹相

談支援センター 
－ 相談支援事業者 2012 年 5 月１日 

 

2．進捗状況  

（1）学習と成長の視点 

 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

相 談 支 援

の 専 門 性

の向上 

内 部 研 修

の 企 画 実

施、外部研

修 へ の 参

加 

①法人内研修への

参加 

②内部研修の企画

実施 

③外部研修への参

加（年 2 回以

上） 

① 

ｱ）OJT 研修(7 月)、一般中級研修(10 月) 

ｲ）事業種別研修（相談支援）（8、11 月） 

ｳ）タイ海外研修（10 月） 

② 

ｱ）内部研修担当者打合せ（7～11 月）研

修実施（11 月） 

③ 

ｱ）主な研修参加「相談支援従事者指導者

養成研修」「医療的ケア児等支援者養

成」「精神保健福祉従事者研修」「ヤン

グケアラー・若者ケアラー支援」「リ

ーダーシップ向上研修」「専門コース

別研修」等（毎月） 

◎ 

職員育成、

定着 

定 期 的 な

SV、ケース

検討 

① 年 3 回の SV 

② 事例検討会へ

の参加 

①  
ｱ）副主任、機能強化員による個別スー 

パービジョン(8，11 月) 

②  
ｱ）兵庫教育大学巡回支援事例検討 2 件

（5、7 月）、触法ケース事例検討会（6

月）、キャナルあんしんすこやかセンタ

ー事例検討会（9 月）、あらたあんしん

すこやかセンター地域ケア会議（12

月）への参加 

ｲ）個別支援会議（4、9 月）年 3 件 

○ 
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（2）業務プロセスの視点 

 
 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

権利擁護 虐 待 防 止

研 修 へ の

参加、虐待

防 止 委 員

会 の 検 討

結 果 を 職

員 に 周 知

徹底、虐待

防 止 チ ェ

ッ ク リ ス

ト 

①虐待防止研修に

適時参加 

②委員会報告 

4、10 月 

③防止セルフチェ

ックリスト 

年/2 回 

① 

ｱ）全体職員会議時に虐待防止規定を確 

認（4 月）、不適切ケア事例検討会 

（11 月） 

ｲ）神戸市障害者虐待対応力向上研修 

（12 月） 

② 

ｱ）全体職員会議時に苦情解決・虐待防止

委員会報告（4、10 月） 

③ 

ｱ）虐待防止セルフチェックリスト 

（9、2 月） 

○ 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 分 担

の適正化 

調 査 件 数

の把握、割

振り 

①毎月各職員に適

正な調査件数を

割り当てる 

ｱ）調査件数 1 人当たり月/4～14 件、機

能強化員、見守り支援員等他との業務

調整を行う（毎月） 

ｲ）前月 25 日前後に各担当に次月分の調

査票を配布（毎月） 

◎ 

業 務 分 担

の適正化、

進捗確認 

サ ー ビ ス

等 利 用 計

画 の 進 捗

確認 

①計画、モニタリ

ング、加算取得

を確認 

②事務処理遅れを

なくし、当月請

求を確実にする 

① 

ｱ）計画、モニタリング：年/152 件 

ｲ）集中支援加算（8、1、3 月） 

ｳ）医療・保育・教育関係機関連携加算 

（7、8、9、10、11、12 月） 

ｴ）居宅介護支援連携加算 

（6、8、10、12 月） 

ｵ）初回加算（6、11、3 月） 

ｶ）モニタリング加算 

（5、6、8、9、10，12、1、2、3 月） 

ｷ）サービス担当者会議加算（8、10、3 月） 

② 

ｱ）事務処理遅れ（2 月） 

ｲ）入院等により請求遅れあり 

（6、7、1 月） 

○ 
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（3）顧客の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

進捗管理 月報、集計

業務 

①毎月 10 日まで

に神戸市に報告 

ｱ）神戸市に障害者支援センター、基幹相

談支援センター、中部発達窓口各々の

月報を 10 日までに提出（毎月） 

◎ 

発 達 障 害

者支援 

窓 口 連 絡

会、GS、ペ

アトレ、4

窓 口 取 り

まとめ 

①連絡会の取りま

とめ、発達支援

センターとの調

整 

ｱ） 窓口連絡会（毎月） 

ｲ）更生相談所コンサルテーション 

（7、12、11、3 月） 

ｳ）ペアレントトレーニング（4、5、6 月）

関西学院大学全体会（9 月） 

ｴ）巡回支援：兵庫教育大学（7 月）、関西

学院大学（1 月） 

◎ 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

基本相談、

一般相談 

相 談 者 対

応（未登録

相談含む） 

①職員間でのケー

ス共有、記録作

成 

ｱ）相談件数：年/7744 件（毎月） 

ｲ）未登録ケース回覧：年/195 件 

（毎月） 

◎ 

発 達 障 害

者相支援 

地 域 活 動

支 援 セ ン

タ ー と の

連携、ケー

ス共有 

①地域生活支援セ

ン タ ー へ の 連

絡、訪問 

ｱ）中央地活、地活ヨハネ、地活長田に

連携が必要なケースの確認を行う 

（毎月） 

ｲ）地活ヨハネ職員研修（11 月） 

ｳ）ぼちぼちはうすにアルコール依存症

と発達障害について確認（2 月） 

ｴ）地活十歌訪問（7 月） 

◎ 

サ ー ビ ス

の 質 の 向

上 

顧 客 満 足

度調査 

①年 1 回対象者へ

調査 

ｱ）接遇アップキャンペーンポスター掲

示（5、2 月） 

ｲ）顧客満足度調査実施 

配布数、支援センター13、回収率

84.6%、発達 14、回収率 35.7％ 

（11 月） 

ｳ）法人ホームページに公表（1 月） 

◎ 

ワ ン ス ト

ッ プ サ ー

ビ ス の 機

能定着 

各 事 業 所

の共有 

①各部署と情報共

有を通して連携

を図り、必要な

部署と協働して

支援を行う 

ｱ）就労相談、発達窓口、支援センター

連携ケース：年/22 件（毎月） 

○ 
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（4）財務の視点 

 
 
 
 
 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

個 別 ケ ー

スの把握 

ケース記

録の確認 

①日報確認、ケー

ス共有（朝礼、

職員会議） 

②個別支援会議 

① 

ｱ）日報確認（1 週間毎） 

ｲ）朝礼時ケース共有：年/284 件 

（毎日） 

ｳ）職員会議時ケース検討：年/31 件

（毎月） 

② 

ｱ）個別支援会議（4、6 月） 

◎ 

サ ー ビ ス

の 質 の 向

上 

アメニテ

ィーの充

実、環境

整備 

①担当者による定

期的な見直しを

行い、常に清潔

で相談しやすい

環境を提供する 

ｱ）傘立ての傘整理（8 月） 
ｲ）給湯室ポットの洗浄（9 月） 
ｳ）研修室カーテンの洗濯（12 月） 
ｴ）相談室前の本棚の整理（2 月） 

◎ 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

計画相談、

一 般 相 談

支 援 の 取

り組み 

困難ケー

スの対

応、契約

者数増 

①計画相談（目標

件数：29 件） 

②地域支援（目標

件数：1 件） 

① 

ｱ）契約者数 30 件⇒35 件（3 月） 

ｲ）施設入所、死亡、他事業所への移行

により終了ケース 3 件（4、7、10 月) 

ｳ）新規契約（児童含む）8 件 

（6、9、10、12 月） 

ｴ）物価高騰対策支援給付金申請（3 月) 

② 

ｱ）地域定着支援 1 件（9 月） 

◎ 

加 算 要 件

を 満 た す

体制確保 

個 別 加 算

の取得 

事 業 所 加

算の取得、

維持 
個 別 加 算

の 確 実 な

取得 

①加算対象研修を

受講 

②個別加算を月/3

件以上を目標と

する 

① 

ｱ）強度行動障害支援者養成研修（基

礎）受講（12 月） 

② 

ｱ）個別加算：年/59 件、月平均/4.9 件 

○ 
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重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

調 査 業 務

の遂行 

委 託 調 査

業 務 （ 勘

案、認定区

分、移動支

援、訪問入

浴） 

①勘案 600 件 

②移動支援 24 件 

③訪問入浴 1 件の

委託業務の遂行 

①  
ｱ）勘案：上半期 322 件、下半期 319 件 

② 

ｱ）移動支援：上半期 4 件、下半期 4 件 

③ 

ｱ）認定区分：上半期 39 件、下半期 37

件 

ｲ）訪問入浴：2 件 

◎ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

地 域 生 活

支 援 拠 点

と し て の

役割 

基 幹 福 祉

避 難 所 と

連 携 し た

要 援 護 者

支援 

①基幹福祉避難所

開設訓練に参加

（3 か所） 

ｱ）モーツアルト兵庫駅前（11 月）、浜

山高齢者介護センター（11 月）、ラグ

ナケア中道（1 月）の訓練に参加 ◎ 

見 守 り 支

援事業（相

談 員 連 絡

会、関係機

関連携、訪

問） 

①台帳に基づいた

訪問、状況把握 

②他センターとの

情報共有 

① 

ｱ）台帳に基づいた対応実人数 367 件

（年間） 

ｲ）区役所に対象者の情報照会を依頼

（10 月） 

ｳ）平野あんしんすこやかセンター主催

の地域ケア会議に出席（2 月） 

② 

ｱ）見守り支援員連絡会（毎月） 

◎ 

地 域 生 活

支 援 拠 点

と し て の

役割 

地 域 支 援

機能強化 

（ 地 域 支

援 員 連 絡

会） 

①施設病院訪問 

②研修企画 

 

① 

ｱ）ヨハネ寮を訪問（5 月） 

ｲ）神戸市グループホーム体験事業受け

入れ先見学(第 4 森友寮、ハーフウェ

イハウス）（6 月） 

② 

ｱ）地域支援機能強化事業研修（1 月） 

ｲ）ゼノの村（9 月）、神戸明生園、二郎

苑（10 月）出張研修 

◎ 
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重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成 

度 

地 域 生 活

支 援 拠 点

と し て の

役割 

地 域 支 援

機能強化 

（ 地 域 支

援 員 連 絡

会） 

③連絡会参加 ③ 

ｱ）地域支援員連絡会（毎月） 

ｲ）グループホーム連絡会 

（7、11、3 月） 

ｳ）神戸市精神保健推進検討会に出席 

（2 月） 

◎ 

緊 急 シ ョ

ー ト 受 け

入れ調整、

相談 

①セーフティーネ

ット機能とし

て、受け入れ調

整、相談 

① 

ｱ）緊急受け入れ調整相談：年/14 件、

兵庫区拠点にて受け入れ：年/4 件 

ｲ）拠点コーディネーター会議 

（偶数月） 

〇 

社 会 福 祉

協 議 会 と

連 携 し た

取り組み 

ほ っ と か

へ ん ネ ッ

ト へ の 参

画 

①生活環境改善

事業 

②実務者会 

③相談・災害プ

ロジェクトへの

参加 

① 

ｱ）生活環境改善事業審査会（3 月） 

② 

ｱ）「真愛あらたホーム」にて実務者会

（9 月）、総会（6 月）、役員会（7 月) 

③ 

ｱ）相談プロジェクト 

（6、7、8、9、10 月） 

ｲ）災害プロジェクト 

（7、8、10，11 月） 

ｳ）福祉何でも相談会（11 月）、つどい

パントリー（10、2 月）、炊き出し・

相談イベント（3 月） 

◎ 

地 域 ニ ー

ズ の 把 握

と対応 

身 体 知 的

相 談 員 連

絡 会 の 開

催 

①報告書取りま

とめ、研修会を

開催（年 3 回） 

ｱ） 相談員連絡会（4、8、12 月） 

ｲ） 連絡会及び研修会、中部在障見学

（12 月） ○ 
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重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 課 題

の抽出 

自 立 支 援

協 議 会 事

務局運営 

（ 運 営 員

会、各作業

部会、個別

支援会議） 

①3 つの部会、4

つのプロジェク

トを運営し活性

化を図る 

②個別支援会議

の開催 

① 

ｱ）相談支援部会（7、11、2、3 月）、計

画相談の集い（4、6、8、10、12）、3

区（兵庫、長田、須磨）合同（10 月) 

ｲ）防災を考える部会（4、6、8、10、

12、2、3 月）菊水地区ケア会議（7

月）、菊水地区研修会（10 月）、花み

さき訓練参加（11 月） 

ｳ）事業所ガイドブック作成プロジェク

ト（4、6、7、9、11 月） 

ｴ）子育て支援ネットワーク 

（4、6、7、10、12、2 月） 

ｵ）事業所ネットワーク 

（4、7、11、1、3 月） 

ｶ）ハートンマルシェ（毎月） 

ｷ）全体会（5 月） 

② 

ｱ）個別支援会議（4、6 月） 

◎ 

支 援 者 へ

の 後 方 支

援 

市 内 特 定

相 談 支 援

事 業 者 連

絡 会 の 開

催 

①サービス利用

計画、モニタリ

ング検証、行政

説明により相談

員の質を向上さ

せる 

ｱ）ファーストレベル研修Ⅱ・参加者 16

名（7 月）、ファーストレベル研修

Ⅰ・参加者 55 名（12 月） 

ｲ）市内特定相談支援事業所連絡会及び

研修会・参会者 84 名（11、12 月） 

◎ 

相 談 支 援

体制強化 

圏 域 コ ー

デ ィ ネ ー

タ ー 連 絡

会 で 最 新

の動向、情

報収集 

①ネットワーク

を構築し、他圏

域の動向、情報

収集する 

ｱ）圏域コーディネーター連絡会にて兵庫

県より情報提供、圏域の相談支援関連

の状況、意見交換（毎月） 
ｲ）コーディネーター連絡会 

（奇数月） 
ｳ）機能強化員自主連絡会（毎月） 
ｴ）センター連絡協議会（毎月） 

◎ 

 法 定 研 修

へ の 協 力

（ 演 習 講

師） 

①初任者研修、現

任 者 研 修 に 協

力、相談支援専

門員を育成する 

ｱ）初任者研修企画構成委員会 

（5～2 月） 

ｲ）現任研修演習講師（1 月） ○ 
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3. 事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 件 1 件 1 件 1 件 

 

（2）ヒヤリハット報告  

種別（多い順）  

ヒヤリ件数 0 件 
  

4．出来した事案 

特にありません。 

重点実施 

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

相 談 支 援

体制強化 

圏 域 コ ー

デ ィ ネ ー

タ ー 連 絡

会 で 最 新

の動向、情

報収集 

①ネットワークを

構築し、他圏域

の動向、情報収

集する 

ｱ）圏域コーディネーター連絡会にて兵 
庫県より情報提供、圏域の相談支援関

連の状況、意見交換（毎月） 
ｲ）コーディネーター連絡会 

（奇数月） 
ｳ）機能強化員自主連絡会（毎月） 
ｴ）センター連絡協議会（毎月） 

◎ 

法 定 研 修

へ の 協 力

（ 演 習 講

師） 

①初任者研修、現

任 者 研 修 に 協

力、相談支援専

門員を育成する 

ｱ）初任者研修企画構成委員会（5～2 月） 
ｲ）現任研修演習講師（1 月） 

○ 

発 達 障 害

者 の 理 解

と啓発 

各 種 学 校

にｱｳﾄ ﾘ ｰ ﾁ

を行い、関

係 各 所 と

連 携 を 図

る 

①定時制高校、専

門学校に発達障

害者に対するア

ンケート調査、

訪問 

ｱ）担当区（4 区）の公立高校（11 校）

にアンケート調査（9 月） 

ｲ）県立湊川高校通級担当者取り組み報

告、助言（5 月） 

ｳ）芦屋、神戸通級合同研修会にオブザ

ーバー参加（8、11 月） 

○ 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ひょうごデイサービスセンター 

施設長 大嶋 信幸 

 

ひょうごデイサービスセンターの基本方針 

1．利用者に重い障がいがあっても、利用者を支える家族も含めて、地域社会で『普通に生き 

る』ことができるよう、『笑顔と真心』で支援する。 

 2．利用者の『人権を尊重』し、『喜びと感動』を生み出すサービス提供に努める。 

3．利用者と家族の悩みや課題をしっかりと受け止め、個別支援計画に基づき、『専門性とチ

ームワーク』による『質の高い思いやりのあるサービス』を提供し、『地域社会に貢献』す

る。 

4．今までの手段や方法にこだわらず、人の持つ『知恵と無限の可能性』を信じ、『絶えず前

進』することに努める。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

利用者・家族の心の拠り所となる事業所を目指します。 

 

2024 年度の事業報告について 

 2 年目を迎えた第 5 期中期計画ですが、1 年目の取り組みを振り返り、改めて計画内容を精査

して、いくつかの計画の見直しや再検討を行いました。その結果、進捗に遅れが生じた計画も

ありましたが、目指すべき成果の達成に向けての再スタートができました。 

記録業務の効率化を目指して、昨年度に引き続き 3 名の職員がバリアフリー展に参加をし、

介護（記録）ソフトの導入に向けての検討を行いました。12 月にはバリアフリー展に出展をし

ていたメーカーによる体験会（説明会）を実施しました。便利な機能等を実感し、導入の方向

で検討を行いましたが、現状では費用面で断念せざるを得ませんでした。これまでの取り組み

が無駄であったのではなく、将来の導入に向けて準備の機会であったととらえて、引き続き記

録を含めた業務全体の省力化に取り組んでいきます。 

 次に、地域公益の取り組みとして昨年度後半から始めた隣接するキャナルタウンイースト（市

営住宅）のゴミ置き場の段ボール庫整理は、写真付きの手順書を作成し、チームの取り組みか

ら事業所全体の取り組みとして展開しました。年度初めに参加した自治会の役員会では、若い

担い手がいないので非常に助かっている、今後も継続してほしいとの言葉をいただきました。

この取り組みを通して、少しずつですが、地域との関わりが深まっているように感じています。 

そして、日中活動では、6 月にコンセプト喫茶や運動会、8 月にインクルージョンひょうご夏

祭り、1 月には CoCo 壱番屋出張販売など、通常の活動では味わえないイベントを土曜日に企画

し、大いに盛り上がりました。利用曜日が違うご利用者が集まることで、いつもとは違う雰囲

気を楽しんでいただくこともできました。一方で、1 月末には新型コロナのクラスターにより

生活介護事業で 3 日間の休業をするなど、感染症の不安はまだ残っています。必要な感染対策

を継続しつつ、ご利用者に喜ばれる活動を提供していきたいと思います。 

 多岐に渡る事業の中で様々な計画がありますが、ゴールを見据えて一つひとつの計画に丁寧

に取り組んでいきます。 

- 157 -



1．事業概要 

 開設年月日：1996 年 5 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 

25 名 

身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  (第 2 種) 共生型通所介護 
要介護高齢者 

障害者 
2018 年 9 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 15 名 身体・知的障害者 2006 年 10 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 重心・生活介護 20 名 重症心身障害者 2012 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 短期入所 
6 名 

身体・知的障害者 2016 年 4 月 1 日 

公益事業 日中一時支援 身体・知的障害者 2018 年 10 月 1 日 

 

2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

職 員 の 知

識・技術力

に 応 じ た

人材育成 

研修として

必要なもの

を検討した

上で、外部研

修に参加 

 

①必要と考えられ

る研修のテーマ

を 6 種類決め

て、職員を振り

分けて受講 

②受講後にメンバ

ーで共有 

 

① 

ｱ）QOL 専門研修「介護チーム研修」 

(7 月) 

ｲ）QOL 専門研修「知的チーム研修」 

(8 月) 

ｳ）QOL 専門研修「就労チーム研修」 

(8 月) 

ｴ）記録作成研修(9 月) 

ｵ）発達障害支援者基礎研修(9 月) 

ｶ) 持ち上げない介護技術(12 月) 

② 

ｱ）受講後に会議にて共有(8～12 月) 

ｲ）持ち上げない介護技術の勉強会(3 月) 

◎ 

各事業所に

おける業務

の課題を抽

出・分析・還

元(研修・マ

ニュアル更

新等) 

①各事業所（イン

クルージョン・

生活介護・就労

B）における業務

課題を抽出 

②抽出した業務課

題を分析し解決

に向けて検討 

 

①  
ｱ）解決すべき課題を検討し、全体の課題

として、職員が各セクションの利用者

及び情報を把握できていないことに取

り組むことを決定(4 月、5 月) 

② 

ｱ）利用者の必要な情報を素早く得るこ 

とができる「コミュニケーションシー

ト」を作成(6 月～9 月) 

ｲ）「コミュニケーションシート」の修正

と今後の進め方・取り扱い方について

会議ごとに協議し、原本が完成 

(10～3 月) 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

内 部 研 修

の充実（制

度・知識・

技術） 

職員の知識

と技術の向

上 

①内部研修の開催

（年 4 回） 

②勉強会の開催

（年 7 回） 

 

① 

ｱ）第 1 回「新着職員研修」(4 月) 

ｲ）第 2 回「災害対策(BCP)」(9 月) 

ｳ）第 3 回「虐待防止」(1 月) 

ｴ）第 4 回「理念研修」(2 月) 

② 

ｱ）第 1 回「身体拘束」(5 月) 

ｲ）第 2 回「緊急時対応(喉詰め)」(6 月) 

ｳ）第 3 回「心肺蘇生・AED」(11 月) 

ｴ）第 4 回「自閉症の理解と支援について」 

は講師との日程が合わず延期 

ｵ）第 5 回「感染症対策」(10 月) 

ｶ)第 6 回｢ポジショニングの基礎知識｣ 

(1 月) 

ｷ）第 7 回「制度・サービス(計画相談・

支援センターの役割の違い等)」(2 月) 

◎ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ひ ょ う ご

デ イ 全 体

で業務内 
容 を 見 直

し、業務改

善を図る 

ひょうごデ 

イ全体で協 

力できる体 

制づくり 

①新たに協力でき

る業務の検討・

実施 

 

ｱ）セクション間で業務体験をすることと

し、内容等を検討(4 月、5 月) 

ｲ）多機能とインクルージョンで毎月 1

名の業務体験を行い、アンケートを実

施(6 月～11 月)  

12～１月は感染症の拡大によって業務

体験実施出来ず 

○ 

誰 も が 取

り 組 め る

ICT 化 を

目指し、業

務 の 効 率

化を図る 

DX 化への理

解を深め、導

入製品の検

討を行う 

➀介護ソフトのデ

モンストレーシ

ョンを実施 

 

① 

ｱ）介護ソフトの概算見積を法人へ報告。

改めて介護ソフト導入の目的と効果に

ついて検討するため、メーカー担当者

による職員への説明会を計画(9 月) 

ｲ）介護ソフトメーカー担当者との調整を

行い、2 日間の説明会を開催し、述べ

31 名が参加(10 月～12 月) 

ｳ）介護ソフトの導入を断念し、次年度の

事業計画について検討(1 月～2 月) 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

 DX 化への理

解を深め、導

入製品の検

討を行う 

②バリアフリー展

等での情報収集 

 

② 

ｱ）中期計画チーム 3 名でバリアフリー展

へ参加し、介護ソフト等の業務効率化

に繋がる情報収集を実施 (4 月) 

○ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

個 別 支 援

の 質 を 上

げる 

ニーズを把 

握する 

①学びの視点を定

めた研修プログ

ラムの検討及び

実施 

ｱ）昨年度からの計画を修正し、ニーズを

把握するための研修を検討(4 月) 

ｲ）アセスメントに関する研修に向けて、

内容や方法を検討し準備（5 月～9 月） 

ｳ）アセスメントの目的や考え方などにつ

いて各自調べ、検討(11 月～12 月) 

△ 

各セクショ

ンの特色の

見直し 

①現行の支援事例

について見直し 

②多角的視点で検

証しつつ支援方

法を確立 

 

① 

ｱ）昨年度からの計画を見直し、支援事例

についての計画は中止とした(4 月) 

② 

ｱ）個別支援の質向上を目的とし、個別支

援計画に沿った支援の実施に向け、実

践方法を検討中(9 月) 

ｲ）個別支援の質向上を目的として、ケア

記録の書き方の見直し、及びその実施

方法について検討(10 月～2 月) 

△ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

新 規 利 用

者 の 確 保

に 向 け て

の ア プ ロ

ーチ 

広報ツール 

の作成及び 

活用 

①パンフレットの

作成 

②パンフレットを

用いた営業活動 

①  
ｱ）生活介護のパンフレットの原案を作成

(4 月～6 月) 

ｲ）印刷業者を交えて意見交換及び業者に

データを送付し作成依頼(7 月、8 月) 

ｳ）パンフレットの校正(9 月) 

ｴ）パンフレット完成(11 月) 

ｵ）創業 50 年記念誌の施設紹介（ひょう

ごデイ）を作成(3 月)  

② 

ｱ）実施できず 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

新 規 利 用

者 の 確 保

に 向 け て

の ア プ ロ

ーチ 

サービス内

容の再考 

①サービスの拡充

等の検討及び準

備 

 

ｱ）週 1 日生活介護入浴利用者のインク 

ルージョンでの受け入れを検討 

(5 月～7 月) 

ｲ）検討した結果、受け入れは中止 

(8 月) 

ｳ）新たな取り組みについて検討 

(10 月～1 月) 

△ 

収 支 バ ラ

ン ス の 健

全化 

曜日毎の適

正な受け入

れ 

①「曜日毎の利用

状況一覧表」を

更新 

②受入可能状況を

具体的に検討 

 

① 

ｱ）前年度作成した「曜日毎の利用状況一

覧表」の見直し及び修正(5 月～9 月) 

ｲ）利用者の各曜日の他事業所利用等の確

認ができる「利用者毎の利用状況一覧

表」を新たに作成(6 月、7 月) 

ｳ）「曜日毎の利用状況一覧表」及び「利

用者毎の利用状況一覧表」の更新 

(10 月～2 月) 

ｴ）インクルージョンの一覧表作成につい

て検討(1 月) 

② 

ｱ）二つの一覧表を用いて、追加の受け入

れが可能かを検討(8 月、9 月) 

○ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 と 関

わ る 機 会

を増やす 

地域と関わ

る新たな機

会を検討し

取り組む 

①隣接する住宅

(キャナルタウ

ンイースト)の

段ボール庫整理

（月 2 回） 

ｱ)段ボール庫の整理方法及び今後の整理

予定の確認(4 月) 

ｲ)整理マニュアルの作成(5 月、6 月) 

ｳ)各セクションにて整理開始(7 月～) 

ｴ)マニュアルの見直しと改訂 

ｵ)段ボール庫整理の継続(10 月～3 月) 

◎ 

地 域 公 益

に 対 す る

知 見 を 広

げる 

地域公益に

対する理解

を深める 

①新たな地域との

関わりを検討 

 

ｱ）キャ)ナルタウンイースト自治会役員

会に参加(4 月) 

ｲ）ワークキャンプの受け入れについて話

し合いと受け入れ(7 月) 

ｳ）トライやるウィークの受け入れについ

て話し合い(9 月) 

ｴ）トライやるウィークの受け入れ 6 名

(10、11 月) 

△ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
1 件 2 件 3 件 件 件 1 件 1 件 49 件 57 件 4 件 

※その他：送迎関係 5 件、返却忘れ 7 件など 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 転倒・怪我 返却忘れ 服薬関係 食事注文 その他 計 

ヒヤリ件数 13 件 4 件 5 件 6 件 27 件 55 件 

 

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 神戸市立自立センターひょうご 

施設長  三木 卓也 

神戸市立自立センターひょうごの基本方針 

1．利用者の人権を尊重し、『心の声』に耳を傾け、寄り添い、共に歩みます。  

2．利用者が地域の中でその人らしく暮らすことを支えるため、『福祉のプロ』集団として、

個々の専門性を高め、チームワークによる質の高いサービス提供を目指します。  

3．地域の社会資源として、諸機関・諸団体と連携し、地域福祉の向上に努めます。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

利用者・家族・職員が自分らしい夢を持ち、チャレンジすることを応援できる自立センター

となります 

 

2024 年度の事業報告について 

 第 5 期中期計画の中核となる 2 年目は、3 つの重点実施項目を軸に取り組みを進めました。 

 1 つ目は学習と成長の視点から「職員育成の仕組みづくり」です。30 項目の「習得すべきス

キルリスト」に沿って、項目ごとの内部研修を「職員育成プログラム」として実施しました。

全職員を対象とした研修を年 10 回、希望者対象の研修を年 1 回行いました。全職員対象の研

修は動画撮影を行うことで、当日の欠席者も後日視聴する形でスムーズな受講ができました。

体系的なプログラムができたことで、職員の知識やスキルの向上に繋がっています。 

 2 つ目は顧客の視点から「意思決定支援」です。意思決定支援の取り組みとして、ご利用者

に飲み物の選択をしていただく機会を持ち、それぞれの意思表出能力や表出方法の確認を行い

ました。また、サポーターをお願いしている神戸女子大学の植戸先生による勉強会と 2 回の内

部研修を行い、学びを深めました。これまで取り組んできた、意思決定が必要な場面から始ま

る支援だけでなく、ご利用者の意思表出への気づきから意思決定支援が必要な場面を推測して

発動する支援もあるということが、今後に繋がる大きな学びとなりました。 

 3 つ目は財務の視点から「支援学校との連携強化」です。近隣の支援学校 3 校への年 3 回の

学校訪問を通じて、タイムリーな情報共有を行いました。また、新しい取り組みとして、支援

学校の 1、2 年生を対象としたオープンセンター（見学・体験会）やコンサートなどのイベント

を夏・冬・春休みに計 6 回行い、8 名の方に参加していただきました。卒業後の進路先として

考えていただくきっかけとなるよう、今後も継続して開催していきます。 

 思うように進捗できなかった計画は、グループホーム開設の計画です。希望地域での建設用

地の確保が難しいことに加え、建築費用の高騰も障壁となりました。次年度は独立したプロジ

ェクトチームを立ち上げて計画を推し進め、第 6 期に繋いでいきます。 

 最後に今年度のトピックは、9 月に法人 50 周年記念事業の一環として開催した「よつばコン

サート」です。これは地域公益の視点の「地域企業との関係性の強化」にあげていた計画で、

神戸マツダ本社大ホールをお借りして開催した初めてのイベントでした。当日はオカリナとマ

リンバの素晴らしい演奏に会場が一体となり、地域との繋がりを感じることができました。 

 次年度は第 5 期中期計画の最終年度となりますので、どの計画もゴールに到達することを目

指して、取り組みを進めていきます。          
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1．事業概要 

 開設年月日：1996 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 
60 名 

知的障害者 2007 年 4 月 1 日 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  (第 2 種) 共生型通所介護 要介護高齢者 2018 年 9 月 1 日 

 

2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ス キ ル の

習得・向上 

 

必要とされ

るスキルの

明確化 

リストアッ

プと見直し 

①必要なスキルリ

ストの共有 

②内容の見直し 

ｱ）スキルリストを全体へ配布、内容を共

有(4 月) 

ｲ）スキルリストの内容見直し(3 月) ◎ 

職 員 育 成

の 仕 組 み

づくり 

職員育成プ

ロ グ ラ ム

（ シ ス テ

ム）の作成

と運用 

①職員育成のプロ

グラムの運用開

始 

②内容の見直し 

 

①下記の研修を実施 

ｱ）「記録について」(4/23) 

ｲ）「障害理解①」(5/28) 

ｳ）「障害理解②」(6/25) 

ｴ）「てんかんについて」(7/23) 

ｵ）「障害理解③」(8/27) 

ｶ）希望者を対象にパソコン、iPad 使い方

講座実施(9/5) 

ｷ）「情報収集（アセスメント）について」

（9/24） 

ｸ）「コミュニケーション支援について」

（10/22） 

ｹ）「自立課題について」（11/26） 

ｺ）「アンガーマネジメントについて」

（12/24） 

ｻ）「支援計画書とサービス管理責任者に

ついて」（1/28） 

② 

ｱ）Google フォームにてアンケート実施 

（3 月） 

ｲ）アンケート結果を基にプログラム内容

の見直しを実施（3 月） 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

介 護 技 術

向上 

介護技術に

関する研修

の定期的な

開催 

①理学療法士によ

る内部研修の開

催継続（年 3 回） 

②法人内事業所の

介護技術、導入

している先進機

器についての情

報収集 

① 

ｱ）年間の内部研修の総量を考慮し、年 2

回実施に修正(4 月) 

ｲ）第 1 回介護技術勉強会（食事介助につ

いて体験学習）の実施(8 月) 

ｳ）第 2 回介護技術勉強会（車椅子からの

移乗、福祉用具使用の体験）の実施 

(2 月) 

② 

ｱ）選定した法人内施設（愛生園）を訪問

し、介護技術、機器の情報収集（12 月） 

◎ 

人材確保 
 

福祉の仕事

の魅力（仕

事していて

嬉しい、良

か っ た こ

と）をSNSで

発信 

①自立新聞の発行

（年 3 回） 

②SNS の更新 

（月 1 回） 

① 

ｱ）自立新聞の発行(6、10、2、3 月) 

② 

ｱ）インスタグラムへの記事、写真投稿を

月 3 回実施(5、6、7、8、10、11、12、

1、2、3 月) 

※4 月は 1 回、7 月は 2 回、9 月は未実 施 

ｲ）職員のインタビュー記事を投稿 

（3 月） 

ｳ）職員研修の様子を投稿（12、2 月） 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 内 容

の 整 理 と

効率化 

業 務 の 整

理・業務改

善の実施 

①業務改善の実施 

 

① 

ｱ）2021 年度書類の整理（4～5 月） 

ｲ）スロープの整理整頓（5 月) 

ｳ）ショートステイ用荷物置き棚の設置 

(7 月) 

ｴ）PC 内フォルダ整理に関するアンケート

実施(7 月) 

ｵ）PC 内フォルダの整理(8～3 月) 

ｶ）センター美化 

加湿器の設置、和室押し入れと倉庫

の再整理(11 月)、作業室のレイアウ

ト変更(3 月) 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 内 容

の 整 理 と

効率化 

業 務 の 整

理・業務改

善の実施 

②2023 年度に取

り組んだ内容の

見直し及び更新 

② 

ｱ）朝の業務分担表の改訂(6、11、3 月) 

ｲ）新しい食事札の完成(7 月) 

◎ 

わかりや

すいマニ

ュアルの

整備と活

用 

 

各グループ

の業務マニ

ュアルの作

成・見直し 

①1・2・3 グループ

の業務マニュア

ルに沿った業務

の実施と見直し 

②送迎業務のマニ

ュアル作成 

①  
ｱ）1・2・3 グループ業務マニュアルの更

新(7 月) 

ｲ）歯磨きマニュアル完成(2 月) 

② 

ｱ）送迎業務マニュアルの完成(12 月) 

ｲ）送迎車内の座席表完成(12 月) 

〇 

自立センタ

ーのマニュ

アルの整理 

①必要なマニュア

ルの内容の見直し 

ｱ）自立センターマニュアル試作完成 

(3 月) 

ｲ）感染症対策委員会、虐待防止委員会へ

マニュアルの作成を依頼(3 月) 

△ 

広 報 活 動

の充実 

自立センタ

ーの活動を

SNS で発信 

①SNS の更新（月 3

回） 

ｱ）インスタグラムへの記事、写真投稿を

月 3 回実施(5、6、7、8、10、11、12、

1、2、3 月)  

※4 月は 1 回、7 月は 2 回、9 月は未実施 

◎ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

意 思 決 定

支援 

利用者の意

思決定支援

の実施（思

いを引き出

す支援） 

①職員向けの意思

決定支援の勉強

会の開催（内部

研修 2 回・外部

講師研修 1 回） 

②意思決定支援に

ついての取り組

みの検討と実践 

 

①  
ｱ）意思決定支援研修（外部講師研修） 

(8 月) 

ｲ）意思決定支援の内部研修 

(10、2 月) 

ｳ）意思決定支援の外部研修参加 

(9、10 月) 

② 

ｱ）祝日プログラムで利用者への意思決定

支援の取り組みを実施(7 月) 

ｲ）お茶会で利用者への意思決定支援の取

り組みを実施(3 月) 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利用者・家

族 の 将 来

の安心 

グループホ

ーム運営 

①グループホーム

見学 

②グループホーム

建設のための土

地確保 

③職員体制、運営

方法の検討 

① 

ｱ）グループホームあすか見学(5 月) 

ｲ）グループホームたいのはた東、せいれ 

いやまて見学(7 月) 

ｳ）グループホームえみのき、家族会の見 

学に同行(11 月) 

② 

ｱ）大和ハウスとグループホーム建設につ

いて相談(8 月) 

③ 

ｱ）家族向けアンケート実施(6 月) 

ｲ）アンケート結果を職員、家族と共有 

(8 月) 

△ 

未来ノート

の内容の共

有・見直し 

①未来ノートの内

容の共有・見直

し（モニタリン

グ時に未来ノー

トの「将来の目

標」のページを

確認） 

ｱ）「未来ノートの内容、見直しについて」

家族向け案内プリント配布(8 月) 

ｲ）「未来ノートの内容、見直しについて」

職員向け手順書作成(9 月) 

ｳ）未来ノート「将来の目標」のページを

2 回目モニタリング時に更新 

(10 月～3 月) 

◎ 

高 齢 化 へ

の対応 

高齢化に対

応した環境

整備・改修 

①1 箇所以上の整

備 

ｱ）4 階入り口マット交換(6 月) 

ｲ）利用者用更衣室扉に戸袋設置(9 月) 

ｳ）和室段差のスロープについて職員ア 

ンケート実施(8 月) 

ｴ）スロープ増設、増設後のアンケート実

施(3 月) 

◎ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 し た

収 入 の 確

保計画 

人員配置計

画 の 策 定

（増員） 

①人員配置体制加

算Ⅲ（2：1）の

継続取得 

 

 

① 

ｱ）人員配置体制加算は報酬改定により、

最上位のⅠ（1.5：1）を取得。 

ｲ）契約職員 2 名退職(4 月)。パート職員

1 名退職(6 月) 

ｳ）パート職員 1 名入職(6 月)。契約職員

1 名入職(6、9 月) 

◎ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 し た

収 入 の 確

保計画 

人員配置計

画 の 策 定

（増員） 

②報酬改定を受け

た次年度からの

人員配置計画の

検討 

② 

ｱ）次年度の職員配置検討のため、意向調

査、面談を実施(9～11 月） 

ｲ）次年度も加算継続取得のため求人募集

(3 月) 

◎ 

 利用希望調

査の実施、

利用率アッ

プのための

検討（営業

日 数 増 加

等） 

①土曜開所の実施

（年 5 回） 

②祝日プログラム

の継続（祝日の

職員体制整備） 

①土曜開所の実施(6 月：2 回、8 月、11

月、12 月) 

② 

ｱ）祝日プログラムの継続実施（映画まつ

り、夏祭り、サマーコンサート、よつばコ

ンサート、ハロウィン、お正月飾り作り、

節分、スプリングコンサート）。 

ｲ）祝日の職員体制整備（配置増）。 

◎ 

長 期 的 な

新 規 利 用

者 受 け 入

れ計画 

利用見込み

の把握、グ

ループの再

編成を含め

た新規利用

者の受け入

れ体制づく

り 

①グループの再編

成検討 

②新規利用者の受

け入れ 

① 

ｱ）グループの再編成。1 グループの利用

者人数増(4 月～)。 

ｲ）次年度に向けてグループ編成を検討。 

ｳ）利用者 1 名を次年度からのグループ変

更に向け調整。 

② 

ｱ）新卒者 2 名を受け入れ(1 名は 3 月～、

1 名は 4 月～) 

ｲ）新規利用者 1 名受け入れ(8 月～) 

◎ 

支 援 学 校

と の 連 携

強化 

連携方法の

検討と実施 

①定期的な学校訪 

 問 

②オープンセンタ

ー（夏休み・冬

休み）の開催 

① 

ｱ）学校訪問(5 月：2 校、6 月：3 校、 

11 月：3 校、3 月：3 校) 

② 

ｱ）夏休みのオープンセンターの開催 

(7 月：2 名、8 月：3 名参加) 

ｲ）冬休みのオープンセンターの開催 

(12 月：1 名、1 月：1 名) 

ｳ）支援学校にサマーコンサートの開催案

内配布。支援学校からの参加はなかっ

たが、近隣の放課後等デイサービスか

ら 14 名が参加(7 月) 

ｴ）支援学校にスプリングコンサートの開

催案内配布、1 名参加(3 月)。 

◎ 
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（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 交 流

行 事 の 継

続・発展 

よつば寄席

の実施 

①よつば寄席の実

施（年 2 回） 

ｱ）今年度 1 回目のよつば寄席を実施し、

地域の方 46 名が参加。利用者・職員に

よる演奏を披露(6 月)。 

ｲ）第 2 回目のよつば寄席を実施し、地域

の方 36 名が参加。利用者・職員による

演奏を披露(11 月) 

◎ 

地 域 企 業

と の 関 係

性の強化 

地域清掃、

地域交流の

実施による

地域への発

信 

①地域清掃の継続 

②神戸マツダでの

イベント実施（年

1 回） 

③神戸マツダ前の

花壇の整備（年

1 回） 

① 

ｱ）地域清掃実施(4～6、10～12、3 月) 

※7、8、9 月は猛暑のため中止。 

② 

ｱ）神戸マツダ本社の大ホールにてイベン

ト（よつばコンサート）を実施(9 月) 

③ 

ｱ）神戸マツダ前の花壇整備の実施 

(5、11 月) 

◎ 

福 祉 教 育

への参画 

近隣小中学

校との交流 

①近隣小中学校と

の交流方法の提

案及び実施 

 

ｱ）近隣小中学校へ神戸マツダでのコンサ

ートの案内を配付。 

ｲ）市社協のワークキャンプにエントリー

し、高校生 1 名受け入れ(7 月) 

ｳ）新しい中学校にトライやるウィーク受

け入れ可能の連絡。 

ｴ）兵庫中学校（新規）から 2 名受け入れ

(10 月) 

ｵ）須佐野中学校（継続）から 1 名受け入

れ(11 月) 

◎ 
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3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 23 件 9 件 件 件 1 件 件 60 件 93 件 1 件 

※その他：利用者間の接触 19 件、書類の入れ間違い 6 件、返却忘れ 6 件、他者の食事を食べる

5 件、物品破損 4 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 
利用者間の

接触 

転倒しそ

うになる 
送迎関係 

個人情報

管理 
その他 計 

ヒヤリ件数 8 件 5 件 5 件 2 件 15 件 35 件 

※その他：配膳ミス 2 件、異食 2 件 

 

4．出来した事案  

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 ワークセンターわかまつ 

施設長 岩本 康則 

 

ワークセンターわかまつの基本方針 

1. 法人の基本理念に基づき、ご利用者のニーズに即した支援を行います。 

2．個別支援計画に基づき、人権を尊重し支援を行います。 

3．就労継続支援施設として、働く喜び、社会人としての役割などを伝えていきます。 

4．“人間力づくり”“こころづくり”“ものづくり”ができるよう支援します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

１. わかまつらしく地域に根を拡げていきます。 

２．わかまつらしくそれぞれのステージに合わせ、つながる支援を行います。 

 

2024 年度の事業報告について  

まず、ご利用者のライフステージに合った支援ですが、ご家族の入院等により生活環境が変

わったご利用者が複数見られました。各ケースでは、相談支援機関、短期入所施設、医療機関

やご親族などと連携しながら、当施設への通所を含めた生活の継続に向けて支援をしました。

他にも、ご家族が高齢であるご利用者に対して、将来の生活のため、成年後見制度の活用に向

けた支援にも着手しました。2024 年度末時点で、ご利用者の平均年齢は 44.8 歳、50 歳以上の

方が 43.5％を占めており、今後、生活環境が変化するご利用者の増加が予想されます。これか

らも関係機関と連携しながら、個々の生活状況に合わせたきめ細かな支援を行います。 

次に、新規利用者の確保ですが、上半期に来年度利用予定の 1 名を確保して以降、見学会の

開催や事業所説明会への参加など営業活動を行いましたが、新たな利用者確保には至りません

でした。高齢化に伴う体力低下や生活環境の変化により、他施設併用の方が増えている状況を

踏まえると、施設の経営上、新規利用者の確保は最重要課題です。次年度も説明会への参加な

ど地道な営業活動を通じて、利用者確保に努めます。 

続いて、作業支援ですが、焼き菓子では、原材料見直しによる商品改良や新商品開発および

原材料価格の高騰に伴う販売価格改定を行い、工賃アップに努めました。また、新デザインの

ふきんや紙製品など自主生産品にも力を入れました。受注作業でも、新たな作業の確保やタオ

ル作業の工賃単価の上昇もあり、結果、平均月額工賃が 15,000 円を超えることができました。 

最後に、持続可能な施設運営のため、職員のワークライフバランスの実現と収支状況の改善

を目指し、超過勤務削減に取り組みました。“業務の見える化”による先を見越した業務遂行を

通して、仕事の効率化を目指しましたが、超過勤務削減および収支状況の改善には至りません

でした。次年度も、超過勤務削減によるワークライフバランスの実現と支出削減による収支状

況の改善を重点課題に掲げ、ワークセンターわかまつの持続可能な運営につなげていきます。 

 

1.事業概要 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 40 名 知的障害者 
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 2．推進状況 

（1）学習と成長の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

WLB を推進

し、働きや

す い 環 境

の整備 

有給休暇の

取得率の向

上 

①ノー残業デー

の実施 
②有給休暇の取

得促進 

① 

ｱ) 個人のノー残業デーの曜日決定 

（4 月） 

ｲ) 朝礼でのノー残業デー周知 

(4～3 月) 

② 

ｱ）職員会議で、有給休暇の取得勧奨 

(4～3 月) 

ｲ）取得状況の確認と個別に取得日の設定

（8,9,10,12 月） 

○ 

専 門 性 の

向上 

Web 研修を

含めた研修

に積極的に

参加 

①法人内・外の 

研修受講 

②研修内容の共

有 

① 

ｱ）外部研修：7 講座、延べ 10 名参加

（6,9,11,1,2 月） 

ｲ）法人内研修：3 講座、延べ 7 名参加（8,3

月） 

ｳ）施設内部研修：3 講座、延べ 35 名参加

（9,10,3 月） 

② 

ｱ）各研修内容の供覧による共有 

○ 

積 極 的 な

実 習 の 受

け入れ 

各種実習の

受け入れ 

①様々な実習の

受け入れ 

ｱ）進路実習：2 校 3 名(6 月) 

ｲ）相談援助実習:2 校延べ 3 名（6 月） 

ｳ）歯科実習：1 校延べ 8 名(6,7 月) 

ｴ）介護実習：2 校 2 名（7,1 月） 

ｵ）インターンシップ：1 名（8 月） 

ｶ）外国人体験実習：1 名（11 月） 

ｷ）保育実習：1 校 3 名（3 月） 

○ 

 

（2）業務プロセスの視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

各 種 マ ニ

ュ ア ル ・

BCP を定期

的に更新 

各種マニュ

アル・BCP の

年 1 回以上

の更新 

①マニュアル・

BCP 更新 

ｱ）感染症委員会で BCP マニュアル確認

(5,6,7,10 月) 

ｲ）第三者評価実地調査に備えた各マニュ

アルの内容確認と修正（1 月） 

△ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

リ ス ク マ

ネ ジ メ ン

トの強化 

防火・防災、

防犯、虐待防

止等のレベ

ル強化 

① 防火・防災訓 

練の実施 

②防犯、虐待防止

等の研修の実

施 

①  
ｱ）消防設備点検（5 月) 

ｲ）消防・防災訓練(6,11 月) 

② 

ｱ）虐待防止・身体拘束防止研修(9 月) 

ｲ）不適切ケア事例学習会（9 月） 

ｳ）BCP 研修(3 月) 

△ 

定 期 的 に

第 三 者 評

価を受審 

第三者評価

の受審 

①第三者評価受 

 審 

ｱ）はりま総合福祉評価センターに申込状

況および打ち合わせ日の確認（4 月） 

ｲ）はりま総合福祉評価センターと打ち合

わせ日に日程調整（9 月） 

ｳ）利用者へのヒアリング、第三者評価事

前調書提出（1 月） 

ｴ）第三者評価実地調査（3 月） 

○ 

広 報 活 動

の充実 
定期的な広

報活動の実

施 

①HP 更新・わか

まつ通信定期

発行 

ｱ）法人フェイスブックの更新 (6,7,2 月) 

ｲ）ほっとかへんネット長田 HP に地域貢献

活動の記事投稿(7,3 月) 

ｳ）わかまつ通信発行(1 月) 

○ 

 

（3）顧客の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

個 別 ニ ー

ズ に 対 応

し、他機関

と の 連 携

の強化 

ご利用者の

ステージに

合わせた支

援の実施 

①再アセスメト

とモニタリン

グの実施 

ｱ）個別支援計画策定(9,3 月) 

ｲ）職能評価(5,6，10,11 月) 

ｳ）モニタリング（8,9,1,2,3 月） 

ｴ）親の入院等に伴う利用者の生活維持の

ための支援（8,9,10,11 月） 

○ 

作 業 種 目

の見直し・

商 品 の 改

良 等 に よ

り、工賃収

入増 

新規作業を

獲得、わかま

つ商品の改

良と販路を

拡大 

①5,184 千円/年 

10,800 円/月 

※新規作業の

獲得、わかまつ

自主生産品の

改良と販路拡

大による月平

均 工 賃 額

15,000 円（新

計算式）の足場

づくり 

ｱ）パティシエ西川氏による技術指導・助

言（5 月） 

ｲ）ながたにこにこマルシェ（6,79,1,2 月） 

ｳ）焼き菓子・パンの価格改定(7 月) 

ｴ）カフェまつぼっくり価格改定（8 月） 

ｵ）スノーボール・レモネード味発売（7 月） 

ｶ）タオル作業工賃増額（1 月） 

兵庫むつみ会、 

OG カンパニー受注作業開始（2 月） 

○ 

- 173 -



重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 自

治会・家族

会 と の 連

携 

利用者自治

会・家族会の

継続 
満足度調査

の実施 

①利用者自治会

の継続 

②家族会との協 

 力 

③満足度調査実 

 施 

① 

ｱ）利用者自治会 (4,6,8,10,12,2 月) 

② 

ｱ）家族会(4,6,11,1,3 月) 

③ 

ｱ）満足度調査実施（12 月） 

ｲ）満足度調査報告（2,3 月） 

○ 

成 年 後 見

制 度 の 推

進 

成年後見制

度の利用者

増 

①利用者の優先

順位を整理し、

その優先順位

に沿って推進 

ｱ）個別に制度について情報提供 

(8,11,1,2 月) 
△ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 率 の

向 上 に よ

る収入増 

関係機関(相
談支援セン

ター,計画相

談事業所,支
援学校等)と 
の連携 

①新規ご利用者

2 名 獲 得 (40

名) ※上半期

1 名、下半期 1

名 

ｱ）新規利用希望者体験実習(6 月) 

ｲ）2 年生進路体験実習（6 月） 

ｳ）神戸市手をつなぐ育成会進路情報提供

会に参加（7 月） 

ｴ）施設見学受入れ（8 月） 

ｵ）長田区自立支援協議会主催事業所フェ

アに参加（8 月） 

ｶ）学校等への営業（1,2 月） 

ｷ）新規利用者 1 名契約（3 月） 

△ 

計 画 的 に

メ ン テ ナ

ン ス を 実

施 

LED 化、老朽

箇所への対

応 

①老朽箇所への

対 応 お よ び

LED 化に向け

た課題整理 

ｱ）作業場の内のサッシのレール修繕 

（7 月） 

ｲ）神戸市との協議の上、利用者更衣室（男

女とも）の空調設備工事見積り実施 

（8 月） 

ｳ）男女利用者用トイレウォシュレット設

置完了（9 月） 

ｴ）更衣室空調の R7 年度予算確保確認 

（12 月） 

ｵ）LED 化についての神戸市の方針確認 

（12,3 月） 

△ 
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（5）地域公益の視点  

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

ま つ ぼ っ

く り を 地

域 貢 献 の

拠 点 と す

る 

認知症カフ

ェの継続・地

域イベント

への参加 

①認知症ｶﾌｪ継続 
②地域イベント参加 

③メニューや販売方

法の刷新に向けた

検討 

① 

ｱ）認知症カフェ(4～3 月) 

② 

ｱ）大正筋商店街清掃活動（7 月） 

ｲ）大正筋商店夜市(7 月) 

③ 

ｱ）ドリンクメニューの価格改定 

(8 月) 

△ 

関 係 機 関

と の 連 携

を強化 

自立支援協

議会、ほっと

かへんネッ

ト長田との

連携 

①自立支援協・ほっと

かへんネットとの

連携 

ｱ）長田区、須磨区自立支援協議会総

会(5 月) 

ｲ）ほっとかへんネット長田総会 

(5 月) 

ｳ）すまいんど部会（5,8 月） 

ｴ）長田区防災部会（6,9 月） 

ｵ）事業所フェア打ち合わせ(8 月) 

ｶ）ほっとかへんネット広報イベント

会議（6,11 月） 

ｷ）三ツ星ベルトふれあいフェスタ 

(10 月) 

○ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
1 件 件 件 件 件 件 1 件 2 件 4 件 0 件 

※その他：車両事故、利用者私物破損 

 

(2)ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 作業関係 昼食提供 書類管理 退勤見守り支援 

ヒヤリ件数 5 件 2 件 2 件 1 件 

 

4．出来した事案 

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 せいれいやさかだい 

施設長 岩井 誠一 

 

せいれいやさかだいの基本方針 

1．基本的人権を尊重した支援・サービスを提供します。 

 2．小集団において一人ひとりが主体性を発揮し、自己表現できる集団作りを目指します。 

3．企業内事業所としての与えられた仕事に責任を持って取り組み、社会参加の喜びを提供し

ます。 

4．生活介護事業所(友が丘事業所)のプログラムのオープン活用と、地域に開かれたサービス

提供を目指します。 

5．親なき後の安心、安全な生活実現を目指します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

利用者の「やりがい・生きがい・働きがい」を叶える居場所となります。 

 

2024 年度の事業報告について 

 新型コロナによるクラスターが 7 月に発生、友が丘事業所を一時的に閉鎖することがありま

したが、幸い、以降の新型コロナ罹患者はご家族の協力・職員の感染対策等により回避するこ

とができました。生活介護では、利用再開が難しく今年度全く利用がなかった方が入所施設へ

移行。就労継続支援 B 型では、持病により体力面の不安を抱えた方が退所。利用者不足の解消

が次年度も課題となっています。 

 せいれいやさかだいでは、「やりがい・生きがい・働きがい」をご利用者に提供すべく、新た

な作業の創出に取り組んでいます。今年度は、新たに受託先 2 件を獲得。菓子箱折り・接着資

材（グルーガン）の袋詰めを追加。障害の支援程度に関係なく、多くの方が仕事に関われる環

境が徐々に整ってきました。また、独自に取り組んできた農福連係作業ですが、連携していた

高齢者農家の廃業に伴い、次年度から活動を一部見直すことになります。以後この活動は事業

所主体でできる範囲としながら手間が少ない芋類の栽培を継続し、ご利用者に土に親しみ収穫

する楽しみを感じてもらえるよう取り組みたいと思います。 

 事業収益は、残念ながら当初予算を下回る結果となりましたが、長年の課題であった分担金

の繰入れが行えたことは、事業所にとって自信回復を感じられる一年となりました。頑張って

くれた全職員に心から感謝しつつ、歩みを止めることなく次年度の業務に取り組みます。 

 

1．事業概要  

 開設年月日：1991 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 就労継続支援 B 型 15 名 知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 15 名 知的障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 生活介護 10 名 知的障害者 2012 年 11 月 1 日 
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2．推進状況 

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

職 場 の 活

性化 

農 福 連 携

の 作 業 参

加 と 可 能

性の共有 

①農福連携作業の

職員連携と年間

計画に沿った実

行 

ｱ）除草作業 

(4,7,9 月) 

ｲ）玉ねぎ収穫 

(5,6 月) 

ｳ）さつま芋の定植 

(5,7 月) 

ｴ）ジャガイモの定 

 植(2 月) 

ｵ）ジャガイモ・さ

つま芋収穫 

(6,9,11,月) 

ｱ)5･6･9 月に実施 

ｲ)玉ねぎの買付･販売を実施 

ｳ)5 月さつまいも定植 

ｴ)ジャガイモ害虫被害に遭い収穫量減、 

2 月定植を実施 

ｵ)6 月じゃがいも収穫･販売、 

9 月さつま芋収穫･9/23 カーニバルで

販売 ○ 

職 員 の 責

任 感 と 役

割 意 識 の

向上 

①中期計画での役

割について定期

報告を行う 

ｱ）職員会議で次年度の役割について 

確認 
○ 

人 材 育 成

と成長 

Web 研修参

加(一人 1

研修受講)

の 促 進 と

活用 

①一人一研修受講

の推進と定着、学

びの共有と報告

の実施 

ｱ）外部研修は市民福祉大学・自立支援協

議会・市民救命士・接遇マナー・知的

障害について・記録の書き方・ハラス

メント・虐待防止・ひきこもり支援に

ついて研修参加 

ｲ）内部研修はチーム力向上研修・権利擁

護・身体拘束・虐待防止・ＢＣＰ研修

を実施 

△ 

PDCA サイ

ク ル を 意

識 し た 業

務 の 推 進

と育成 

①全職員対象に半

期毎の面談を実

施(6,7,12,1 月) 

①風通しの良い環

境作り 

ｱ）ご利用者から相談（苦情）のあった職

員から聞き取り実施（2 件） 

ｲ）職員意見交換の場における職制の関与

と意見調整 
△ 
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（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

業 務 内 容

の 見 直 し

と 簡略化 

書類・記録

の 効 率 化

と見直し 

①見直しと書類の

ピックアップ 

（4～5 月） 

②改善課題につい

ての検討 

①② 

ｱ）利用者台帳について、紙媒体からデー

タベース化を実施 △ 

業 務 の 効

率 化 推 進

と 効 果 の

確認 

①時間内業務遂行

に 

向けた具体的な

改善と実施 

②送迎・掃除・作業

準備・通常業務等

の手順の見直し 

① 

ｱ）作業搬出入について引継ぎ・調整を実

施 

ｲ）物品購入に AmazonBusiness 

を導入 

② 

ｱ）送迎ルート見直しを実施 

ｲ）作業搬出入を含む作業等を共有、対応

できる職員の増員 

○ 

マ ニ ュ ア

ル整備 

マ ニ ュ ア

ル作成・改

訂 の 周 知

徹底 

①改善を要するマ

ニュアルの洗出

し改善マニュア

ルの作成 

ｱ）やさかだい支援実施書の改訂・更新・

改善の必要性を確認 

ｲ）マニュアルの改善を実施 
○ 

利 用 者 支

援 の 全 体

周 知 と 更

新の徹底 

①利用者対応・支援

方法の具体的周

知(夕礼･会議で

随時共有) 

ｱ）医療面(服薬管理･受診)の支援を実施、

職員間で情報共有 

ｲ）送迎、介助等の必要な支援を随時実施 
○ 

事 業 所 間

の 協 働 推

進 

せ い れ い

や さ か だ

い・GH のぞ

み の 連 携

強化 

①バックアップ機

能・サポートの強

化 

ｱ）グループホーム職員不足を業務・シフ

トを含めカバーを実施 

ｲ）外出･不足時間帯はヘルパー事業所と

連携 

○ 

年 間 を 通

し た 行

事・活動・

作業(農福

連携・屋外

作業)の 3

事 業 所 間

の 連 携 に

よ る 業 務

推進 

①日常業務に必要

な支援体制の構

築と見直しの継

続 

②web 環境を活用し

た情報共有の継

続 

(終礼) 

③事業所全体で農

福連携・清掃等の

屋外作業に従事 

① 

ｱ）土曜開所日は、パートを含め、全員が

支援対応にあたる体制に変更 

ｲ）契約職員退職後、パート職員 2 名を補

充し支援体制を見直す 

② 

ｱ）毎日の終礼はオンラインで各事業所を

つなぎ実施 

③ 

ｱ）作業を含む職員配置･応援調整を随時

実施 

○ 
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（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

権 利 擁 護

の実践 

権 利 擁 護

に 係 る 研

修 受 講 の

促 進 と 実

践 

①支援内容の反省

（3 月） 

②内部研修の開催

（6 月） 

③外部研修の参加 

① 

ｱ）終礼･職員会議等で随時共有 

ｲ）職制間で振返りを実施 

② 

ｱ）権利擁護･虐待防止･身体拘束･BCP･チ

ーム力向上についての各研修を実施 

③ 

ｱ）外部講師を招いて接遇マナー研修・虐

待防止研修・ハラスメント研修に参加 

○ 

利用者・家

族 へ の 応

援・支援の

強化 

①各家庭の課題共

有・関係機関との連

携強化 

ｱ）経済的困窮にある家庭への関係機関と

連携した支援を実施 

ｲ）身体機能低下により利用できない方へ

関係機関と連携し、短期入所･施設入所

等の情報提供を実施 

ｳ）母親の入院に伴い、短期入所・グルー

プホーム入所までの支援を実施 

◎ 

利 用 者 フ

ァ ー ス ト

に 立 っ た

支 援 の 実

践 

月 額 工 賃

の 支 給 額

の向上 

①新規作業獲得と

安定供給 

②栽培経験者の育

成生･産量の拡大 

① 

ｱ）単発の作業(箱･シール･封入･消防署の

除草作業他)を受託 

ｲ）新規軽作業（菓子箱折り・接着資材袋

詰め）を獲得 

② 

ｱ）農作物の栽培･収穫･販売を実施 

ｲ）新しく農作業受託先を開拓 

◎ 

利 用 者 自

治会(ぎん

が会)の活

動支援 

①年間4回の自治会

を開催(6,9,12,3

月) 

②会議進行・資料・

記録作成の実施 

① 

ｱ）利用者自治会を4月(役員選挙)･10月･

2 月に開催 

② 

ｱ）進行･記録･資料作成等を実施 

◎ 

利用者・ご

家 族 の 満

足度向上 

①満足度調査の実

施、要望の具体的

な対応 

ｱ）10 月 満足度調査を実施 

ｲ）設備面の改善要望について検討 

(優先順位を確認) 
○ 

- 179 -



重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 心 と 安

全 に 基 づ

く サ ー ビ

スの提供 

専 門 職

(OT・PT・

調理師)ら

と の 多 職

種 連 携 と

協 力 体 制

の構築 

①法人内部への相

談･外部有識者へ

の相談 

ｱ）嘱託医に随時利用者の健康面での相 

談を実施 

ｲ）西部調剤薬局の久保氏に利用者のセ 

カンドオピニオンを相談 ○ 

看 護 師 配

置 時 間 の

拡充 

①看護師配置時間

拡充の検討 

②収支試算の実施

と検討 

① 

ｱ）看護師本人へ勤務時間拡大について 

相談(断られる) 

② 

ｱ）未実施 

× 

利用者・家

族 へ の 定

期 的 な 情

報提供・活

動 報 告 の

実施 

①活動の様子を発

信(家族会資料に

添付して報告) 

ｱ）家族会で下半期の活動について説明・

活動報告を実施 

ｲ）日々の様子を SNS で発信 
○ 

 

（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

定 員 数 の

確保 

関 係 機 関

等 へ の 定

期 訪 問 の

実施 

①担当者との関係

づくり 

②事業所の活動ア

ピール 

③体験入所者の受

け入れ 

① 

ｱ）西神戸特支、青陽須磨、青陽灘を訪問、 

進路担当教諭と関係構築 

ｲ）市内相談事業所と施設利用希望者の 

情報交換を実施 

② 

ｱ）支援学校ご家族の見学結果は(8 月) 

の 1 件のみ 

△ 

内 外 に 向

け て の 情

報の発信 

①活動内容等の情

報発信・ 広報誌

の発行(2 回/年) 

②SNS などによる情

報発信(Facebook 

12 回/年) 

③見学会の開催 

(3 回/年) 

① 

ｱ）未実施 

② 

ｱ）毎月の Facebook 更新を実施 

③ 

ｱ）支援学校に対し見学会を実施（1 回） 

△ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

安 定 し た

経営 

加 算 請 求

要 件 の 見

直し 

①受給者証のチェ

ックと更新の徹

底(4,8,1 月) 

②加算請求要件の

熟読と確認の実

施(4,8,1 月) 

③研修申し込み 

(2 月） 

① 

ｱ）チェック及び更新を定期で実施 

② 

ｱ）加算請求の確認は法人指導のもと 

実施 

③ 

ｱ）サビ管研修申し込みは対象者不在の 

ため未実施 

○ 

開 所 日

数・活動内

容の拡充 

①半期毎の活動内

容 の検討 ･年 間

270 日の開所 

ｱ）上半期の不足分(1 日)を 2 月に開所、

270 日開所を満たす 
◎ 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 連

携・関係性

強化 

地 域 交 流

( す く す

く ・ さ く

ら・寿喫茶

等 )への参

加 

①感染対策を講じ、

毎月開催の地域

交流に（8 回/年）

以上参加 

ｱ）感染状況を見ながら適時実施、8 回以

上の交流を達成 

◎ 

地 域 行

事・活動へ

積 極 的 役

割 を 果 た

す 

①地域の大掃除へ

参 加 (2 回 / 年 

6,11 月) 

②地域自治会で実

施される行事へ

参加 

・ふるさと祭り,安

心安全コミュに

ティー像の集い,

地蔵盆(8 月) 

・梅見ハイキング 

(2 月) 

① 

ｱ）12/7(日)大掃除に参加 

② 

ｱ）ふる里まつり・安心安全コミュニティ

ー増の集い・地蔵盆・ふれ愛学習会・

こんにちはカーニバル等へ参加 

ｲ）梅見ハイキングは職員体制から参加 

を見送る 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 貢 献

の具現化 

地 域 清 掃

の実施 

①バス停等の地域

清掃の実施 

(1 回/週) 

②自治会館、福祉セ

ンターを訪問し

交流、障害への理

解促進 

① 

ｱ）バス停の地域清掃を毎週実施 

② 

ｱ）地域住民と卓球･しゃべりーな･喫茶 

等を通じ交流実施 

○ 

高 齢 化 す

る 地 域 と

の 共 生 に

向 け た 取

組み 

①認知症サポータ

ー研修開催、市民

救命士講習開催 

ｱ)認知症サポーター研修は未実施 

ｲ)市民救命士講習会開催は未実施 

☓ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 2 件 件 件 件 1 件 1 件 3 件 7 件 0 件 

※その他：車両事故 2 件、利用者行方不明 1 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） 打撲、捻挫 

ヒヤリ件数 1 件 

※その他：  

        

4．出来した事案 

特にありません。 
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2024 年度事業報告 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 グループホームのぞみ 

管理者 岩井 誠一 

 

グループホームのぞみの基本方針 

1．一人ひとりの基本的人権を尊重したサービスを提供します。 

 2．利用者の障害特性を理解し「その人らしい暮らし」を共に考え支援します。 

3．一人ひとりが主体性を発揮し、生活の場面で生きがいを感じられるよう支援します。 

4．安心・安全な生活が送れる環境づくりと衛生面の提供を行います。 

5．地域の皆さんとの交流機会を求め、利用者の積極的な関わりと参加に努め地域に開かれた

関係づくりをめざします。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

利用者一人一人に寄り添い、その人らしく生活できることを支える職員集団をめざします 

 

2024 年度の事業報告について 

 今年度のグループホームのぞみは新型コロナの 5 類移行への変更以降、幸いなことにホーム

内でクラスターが発生することはありませんでした。日中活動先で新型コロナに罹患してしま

った方をホーム内で対応することはありましたが、職員の感染予防対応の周知徹底のおかげで

感染が広がらずに済んでいます。また、ご利用者個々の体質や持病が要因となり、体調を崩さ

れ入院される方が 2 名いましたが、大事に至らず利用再開を果たしています。ご家族の高齢化

が進む一方で、入院やケガなどの理由によりホームの利用日数が徐々に増えつつあります。今

後も引き続き、ご利用者・ご家族に寄り添いながら支援を行います。 

9 月に支援者の離職が生じ、職員配置が基準を満たせない状況となりました。募集を行うも

思うように人材は集まらず、結果 5 ヶ月に渡り人員配置減算による収入減額となりました。主

たる離職理由は職員間の関係性（仕事の様子・相性等）であり、利用者支援に対する思いや支

援方法がすれ違いを起こす前に早期に気付くことができなかったことを反省しています。次年

度は、風通しの良い職場づくりを目指し、職員の皆さんが仕事のやりがいを感じられるよう、

各種研修参加等を推進しグループホームのぞみとしてのスキルアップを図ります。 

 

 

1．事業概要  

 開設年月日：2021 年 4 月 1 日 

 種別（定款） 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害福祉サービス事業(第 2 種) 共同生活援助 8 名 知的障害者 2021 年 4 月 1 日 
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2．推進状況   

（1）学習と成長の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

幅 広 い 支

援 と 視 野

の獲得 

先進的取り

組み先、事業

所等の見学 

①他法人のグルー

プホーム 

見学(1 回/年) 

ｱ）未実施 

☓ 

知的障害に

ついて理解

を深める 

①対象者の障害特

性と具体的支援

について学習会

を開催 

(1 回/年間) 

ｱ）自閉症利用者のアセスメント及び 

支援の経過観察資料のまとめ 

ｲ）発作時の対応について(ご家族への

聞取りと具体的な対応)簡潔なマニ

ュアルを作成 

◎ 

外 部 研 修

を 活 用 し

た ス キ ル

アップ 

外部研修(セ

ミナー等)へ

の参加 

①障害特性の更な

る理解に繋げる

ため外部研修受

講を推進 

ｱ）発達障害者支援者基礎研修に 1 名 

参加 
◎ 

専門性を伴

う研修の受

講 

①専門性（介護技

術・食事・感染

症等）スキル向

上に繋がる研修

受講（2 名） 

ｱ）持ち上げない介護基礎研修に 2 名 

参加 

ｲ）福祉職の為の記録作成研修に 1 名 

参加 

ｳ）アサーティブコミュニケーション 

研修 2 名参加 

ｴ）トータルマナー研修に 1 名参加 

◎ 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

重 度 障 害

者 対 応 グ

ル ー プ ホ

ー ム と し

ての成長 

支援及び専

門知識の習

得(資格取得

含む) 

①重度障害者支援

に必要なスキル

を 含 む 研 修 受

講・自己研鑽の

促進 

ｱ）未実施 

☓ 

建設的な提

案と尊重し

合う関係づ

くり 

①職員会議の見直

しと充実 

  （1 回/月 第 3

木曜日） 

ｱ）毎月実施 

◎ 

支 援 者 の

役 割 と 連

携促進 

業務マニュ

アルの作成

と更新 

①個別支援マニュ

アルの作成 

②マニュアルの共

有 

① 

ｱ）個別服薬支援マニュアルの改訂及び

周知 

② 

ｱ）服薬マニュアルの改訂及び周知 

○ 
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重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

支 援 者 の

役 割 と 連

携促進 

支援者間の

報連相と連

携 

①ラインを活用し

た情報共有の

定着 

②ホワイトボード

を活用した情報

伝達のマニュア

ル作成 

① 

ｱ）情報について随時 LINE にて配信 

② 

ｱ）ケア記録に各利用者の最新支援状況

の別紙を添付 

○ 

職員・家族

が 共 有 す

る 機 会 の

創出 

家族の集い

を開催し利

用者支援に

ついて共有

を図る 

①半期毎の家族の

集いの開催 

  (9 月、3 月) 

ｱ）3 月 29 日実施（7 家族が参加） 

○ 

家族との交

流行事の実

施（茶話会・

食事会 等） 

①家族交流行事の

年 1 回の開催 

(9 月又は 3月の

いずれか) 

ｱ）3 家族と茶話会の実施（11、2 月） 

ｲ）家族の集いの場で総合職員研修発表

内容を披露 
◎ 

 

（3）顧客の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

利 用 者 の

理 解 促 進

と 支 援 の

実施 

日中活動先

との連携強

化 

①日中先の見学と

活動状況の把握

(5 事業所) 

ｱ）随時、各事業所との情報共有を実施 

ｲ）緊急性が高い事案は現場に赴き最新

の情報を直接共有 

○ 

利用者毎の

ケースワー

クの実施 

①利用者毎のケー

スワークの実施

と定着 

(職員会議にて

実施) 

ｱ）職員会議にて利用者の抱える課題に

ついて随時検討 

ｲ）総合職員研修発表への取り組み 

（審査員特別賞を受賞） 

○ 

健康・医療

面 の ス キ

ル向上 

医療関係の

専 門 職 ( 看

護 師 ) の 方

と勉強会の

実施 

①健康に関する

(発熱・ケガ等)

対応についての

共有 

(1 回/年間） 

ｱ）未実施 

☓ 

利用者の服

薬について

の勉強会の

実施 

①薬の効能につい

ての把握、情報

共有 

ｱ）ご家族を対象に西部調剤薬局（薬剤

師）による医療との連携について説

明会を実施 

ｲ）居宅介護支援専門相談員による吸

入・服薬指導の実施 

◎ 
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（4）財務の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

居 心 地 と

安 心 の 提

供 

食事の充実

(リクエスト

メニュー・質

向上) 

①リクエストメニ

ューの聞き取

りと提供（誕生

日メニュー） 
年間予定の提示

（誕生月） 

ｱ）誕生日月にケーキのリクエストを実

施 

ｲ）生年月日・区分表を作成（障害特性

に配慮し職員のみに提示） 
◎ 

お楽しみイ

ベントの定

期開催 

①希望イベントの

聞 取 り と 検 討

（ ビ デ オ 鑑 賞

会・レクリエー

ション等） 

年間予定の提示

と案内 

ｱ）たこ焼き・焼きそば・デザート作り

等イベントを開催 

ｲ）ハロウィンイベント・クリスマス会

を実施 ◎ 

環 境 整 備

と充足 

週末送迎の

拡大    

①ガイドによる送

迎 の 定 着 を 受

け、緊急時等に

おける送迎の実

施に変更 

新規利用者の安

心感与える安定

利用の促進（関

係性の構築・コ

ミュニケーショ

ン術の共有と実

践等） 

ｱ）自閉症についての勉強会を実施（ご

家族・相談事業所・ガイド・通所先

事業所と連携しサービス内容を検

討、支援方法を決定） 

ｲ）8 名中 6 名の利用者がガイドを活用

（送迎、受診付き添い） 
◎ 

衛生面に関

する設備の

充足 

①汚物(汚染物)専

用洗濯機の設置 

※2023年度未実

施 

ｱ）未実施 

☓ 

手摺り等の

補助具の充

足 

①補助具等の検

討･提案・設置 

(必要箇所の検討) 

ｱ）イングレンタルサービスにて日常生

活用具費支給券を新たに１名の利用

者が導入 
○ 
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（5）地域公益の視点 

重点実施

項目 
実行計画 2024 年度計画 実施状況 

達成

度 

地 域 住 民

への周知 

地域活動(大

掃除)の参加 

①地域の年間予

定の把握 

②活動参加への

勤務等の調整 

①② 

ｱ）12 月の大掃除に職員が参加 
○ 

地域自治会

への周知と

掲示板の活

用 

①生活の様子を

伝える簡易ペ

ーパー作成又

はＳＮＳへの

投稿 

ｱ）未実施 

☓ 

災 害 時 の

備 え と 地

域 へ の 貢

献 

非常食の確

保とフード

サイクルの

実施 

① 非 常 食 の 検

討・追加購入 

②フードサイク

ル管理表の作

成と周知 

①② 

ｱ）管理表については作成済み 

ｲ）懐中電灯を新たに購入 

（予備電池の確認と購入） 
○ 

災害を想定

した訓練等

の実施 

①防災・火災訓練

の実施 

 (神戸聖隷オア

シス合同) 

ｱ）避難訓練の実施 

△ 

 

3．事故・ヒヤリ報告 

（1）事故報告 

種別 骨折 
転倒、

滑落 

切傷、表

皮剥離 

打撲、

捻挫 
火傷 

異食、

誤嚥 
誤薬 

その

他 
計 

行政報

告件数 

事故

件数 
件 件 件 件 件 件 9 件 件 9 件 0 件 

 

（2）ヒヤリハット報告 

種別（多い順） その他 

ヒヤリ件数 4 件 

※その他：一時所在不明、服薬の入れ違い、連絡帳渡し忘れ、他者を押してしまう 

 

4．出来した事案 

特にありません。 
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2024年度　事業報告別表　1 （事業実績） 要入力 ※稼働日数が協定等で定められている事業以外は

　 法定年間稼働日数で利用率を算出しています

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

目標 実績 目標 実績 目標 実績
特養 平生園 60 21,243 20,766 97.0 94.8
〃 さくらの苑 29 10,370 10,110 98.0 95.5
GH わらしべ 18 6,438 6,503 98.0 99.0

入所 恵生園 60 21,456 20,566 98.0 93.9 1 1
〃 真生園 60 19,209 17,454 87.7 79.7 0 0
〃 神戸愛生園 50 16,796 16,063 92.0 88.0 0 1
〃 神戸明生園 60 21,077 20,712 96.2 94.6 0 0
GH グループホームもみの木 5 1,755 1,768 96.2 96.9
〃 グループホームかしの木 7 2,236 2,324 87.5 91.0
〃 グループホームかしの木Ⅱ 5 1,725 1,637 94.5 89.7
〃 めぐみ 6 1,442 1,255 65.8 57.3
〃 せいれいやまて 10 3,170 3,216 86.8 88.1
〃 たいのはた東（定員5人＋体験1人） 5 1,715 1,642 94.0 90.0
〃 南落合 5 1,583 1,443 86.7 79.1
〃 アリエッタ北須磨 10 3,191 3,210 87.4 87.9
〃 のぞみ 8 2,492 2,442 85.3 83.6
〃 きたすま 5 1,805 1,813 98.9 99.3
〃 みなみたもん 5 1,746 1,732 95.7 94.9
〃 ふくだ 10 3,539 3,524 97.0 96.5

単位＝人 単位＝％

2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

目標 実績 目標 実績
高齢 さくらの苑 10 3,464 3,696 94.9 101.3
障害 恵生園 3 407 474 37.2 43.3
〃 真生園 4 144 221 9.9 15.1
〃 神戸愛生園 5 788 863 43.2 47.3
〃 神戸明生園 10 810 1,406 22.2 38.5
〃 アクシスひょうご 6 2,676 2,813 122.2 128.4

単位＝人 単位＝％

2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

目標 実績 目標 実績

通所 さくらの苑 18 4,723 4,757 84.9 85.5 309日
〃 デイセンターひょうご（共生型） 25 253 229 3.8 3.4
〃 神戸市立自立センターひょうご（共生型） 60 0 0 0.0 0.0

生活 恵生園 60 16,120 15,563 99.9 96.4
〃 真生園 60 14,362 13,293 89.0 82.4
〃 神戸愛生園 60 15,336 14,800 95.0 91.7
〃 神戸聖生園 60 13,968 12,143 86.5 75.2
〃 せいれいやさかだい 25 5,837 5,581 86.8 83.0
〃 神戸光生園 57 11,916 11,961 77.7 78.0
〃 神戸明生園 80 19,283 18,560 89.6 86.2
〃 デイセンターひょうご（多機能型） 25 4,643 4,400 69.0 65.4
〃 自立センターひょうご 60 13,056 12,349 80.9 76.5
〃 トゥモロー 8 1,327 1,080 68.8 56.0 241日
〃 インクルージョンひょうご 20 2,695 2,418 50.1 44.9

日中 真生園 5 12 2 0.7 0.1
〃 神戸明生園 10 18 33 0.5 0.9
〃 アクシスひょうご 6 0 0 0.0 0.0

児童 すまいる 20 3,457 3,152 71.7 65.4 241日
〃 らみい 10 1,721 1,870 64.9 70.6 265日
〃 エスポワールこじか 10 2,000 1,871 83.7 78.3 239日
〃 めぐみ 10 1,504 1,556 55.9 57.8

市との協定日数

通所介護・生活介護・児童発達・放課後等ﾃﾞｲ
重症心身障害者日中活動支援事業

日中一時支援事業
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数

年間稼働日数

市との協定日数

市との協定日数
市との協定日数

特養・グループホーム・施設入所支援
（入所型事業）

定
員
数

利用率① 地域生活移行

短期入所支援事業
定
員
数

利用率①

利用延べ人数

利用延べ人数
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単位＝人

単位＝人 単位＝％ 単位＝人

2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績
移行 ワークセンターひょうご 30 3,957 3,525 49.0 43.7 13 12 347 358
定着 和生園 ― ― ― ― ― ― ― 24 24
〃 神戸光生園 ― ― ― ― ― ― ― 23 23

相談 しごとサポート中部 ― ― ― ― ― ― ―
〃 神戸障害者就業・生活支援センター ― ― ― ― ― ― ―

単位＝人 単位＝％ 単位＝円

2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度 2024年度

目標 実績 目標 実績 目標 実績
就B 和生園 40 8,691 8,251 80.8 76.7 17,000 25,877
〃 せいれいやさかだい 15 2,738 2,783 67.9 69.0 11,000 13,747
〃 神戸友生園 40 7,913 7,239 73.5 67.3 11,500 16,231
〃 神戸光生園 33 6,222 6,899 70.1 77.7 13,200 15,854
〃 デイセンターひょうご 15 2,629 2,325 65.2 57.6 2,578 3,445
〃 ワークセンターわかまつ 40 8,377 8,805 77.9 81.8 11,300 15,254

単位＝件

2024年度 2024年度

目標 実績
居宅 居宅介護支援事業さくらの苑 1,006 1,049
障害 ぴあほくたん 353 369
〃 発達障害者支援センター・ブランチ 800 797
〃 エスポワールこじか相談支援事業所 254 260
〃 恵生園相談支援事業所 253 237
〃 神戸障害者就業・生活支援センター
〃 しごとサポート中部
〃 ひょうご障害者相談支援センター（夜間支援含む） 8,000 8,486
〃 神戸市発達障害者中部相談窓口 770 613
〃 きたすま障害者相談支援センター 7,200 12,282
〃 神戸聖隷総合相談センター 646 653

単位＝件

2024年度 2024年度

目標 実績
あったかプラザ（飲食店） 4,300 4,346
Tunagari 4,170 4,350

単位＝人

医療 真生園診療所
〃 風クリニック
〃 神戸愛生園診療所

365日
269日

注意： 利用率の計算方法

※年度途中に開所・閉所の場合、上記計算方法を応用
【例】 定員20名の通所事業が1月に開所し、3月までの利用延べ人数が1250人の場合

利用率＝1250人÷（20人×（23日＋20日＋23日))＝94.7％

75 84

就労移行支援事業・就労相談
（日中型事業）

定
員
数

利用率② 就職者数
就労定着支援

利用延べ人数 利用延べ人数

生活援助・介護予防
件数

項目

相談・緊急対応

月配分額（平均）

居宅介護支援・相談支援 支援内容・対象
支援件数

ケアマネージング

就労継続支援B型
（日中型事業）

定
員
数

利用率②利用延べ人数

障害者
発達障害者

7,200 7,275
障害者

障害児

1,068 992

診療延べ人数
2024年度 2024年度

目標 実績

発達障害者

障害者

相談・緊急対応
相談

障害者

①入所型事業及び短期入所事業
②日中型事業

利用延べ人数÷（定員数×366日）
利用延べ人数÷｛定員数×（366日-8日×12ヶ月）｝

来店人数

1,500 1,637
3,000 3,309

診療所

法定年間稼働日数
法定年間稼働日数

来店人数
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